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第３回
定例会 平成24年度決算各会計を認定

七　 飯 　町

183

　平成25年第3回定例会は、9月10日に招集され、会
期を30日までの21日間と決め開催されました。
　平成25年度一般会計補正予算、条例の制定・一部改
正など議案12件、承認1件、同意2件、報告6件を審議
しました。
　平成24年度一般会計、5特別会計、水道事業会計の
決算認定をはじめ、福祉灯油事業助成券購入費や藤城
小学校教員住宅新築工事実施設計委託料に伴う補正予

算などを審議し原案どおり可決しました。
　一般質問では8人の議員が質問に立ち、町政に対する
理事者の考えを質したほか、各常任委員会の所管事務
調査報告、七飯町学校給食事業に関する調査特別委員
会、七飯町議会防災・災害対策に関する調査特別委員
会の中間報告、国や関係機関への意見書2件を審議し原
案どおり可決しました。

審議結果

民生文教常任委員会報告
総務財政常任委員会へ付託

平成24年度決算審査
特別委員会報告

◎
付託
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎

同　意
同　意
◎
◎
◎

報告済
報告済
報告済
報告済
報告済
報告済
認　定
認　定
認　定
認　定
認　定
認　定
認　定
◎
◎

報告済
報告済
報告済
承　認
許　可
承　認
◎＝全員一致で可決　○＝賛成多数で可決　●＝賛成少数で否決　×＝賛成なしで否決

議　
　
　
　
　
　
　

案

発
議
案

議　　　件　　　名　　　等 継続審査・調査・その他番　号結果区　分
条例制定

条例改正

補正予算

条例改正
補正予算

人　　事

そ の 他

報　　告

決算認定

意見書

そ の 他

七飯町福祉灯油等の助成に関する条例の制定について
七飯町職員の再任用に関する条例の制定について
職員の給与に関する条例の一部改正について
平成25年度七飯町一般会計補正予算（第７号）
平成25年度七飯町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
平成25年度七飯町後期高齢者医療健特別会計補正予算（第１号）
平成25年度七飯町介護保険特別会計補正予算（第２号）
平成25年度七飯町下水道事業特別会計補正予算（第２号）
七飯町教育委員会教育長の給与及び勤務時間等に関する条例の一部改正について
平成25年度七飯町一般会計補正予算（第８号）
教育委員会委員の任命について
固定資産評価審査委員会委員の選任について
専決処分の承認を求めることについて
全国瞬時警報システム（Ｊ－ＡＬＥＲＴ）自動起動装置（総合型）購入について
北海道後期高齢者医療広域連合規約の変更に関する協議について
町議会の委任による専決処分の報告について
町議会の委任による専決処分の報告について
平成24年度七飯町健全化判断比率について
平成24年度七飯町水道事業資金不足比率について
平成24年度七飯町下水道事業資金不足比率について
平成24年度七飯町土地造成事業資金不足比率について
平成24年度七飯町一般会計歳入歳出決算認定について
平成24年度七飯町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について
平成24年度七飯町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について
平成24年度七飯町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について
平成24年度七飯町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について
平成24年度七飯町土地造成事業特別会計歳入歳出決算認定について
平成24年度七飯町水道事業会計決算認定について
大規模地震等災害対策の促進を求める意見書
「森林吸収源対策及び地球温暖化対策に関する地方の財源確保」のための意見書
各常任委員会報告
各特別委員会報告
出納検査報告
議員の派遣について
閉会中の継続審査の申し出について
閉会中の委員会活動の承認について

議案第 28 号
議案第 42 号
議案第 43 号
議案第 46 号
議案第 47 号
議案第 48 号
議案第 49 号
議案第 50 号
議案第 51 号
議案第 52 号
同意第 1 号
同意第 2 号
承認第 6 号
議案第 44 号
議案第 45 号
報告第 5 号
報告第 6 号
報告第 7 号
報告第 8 号
報告第 9 号
報告第 10 号
認定第 1 号
認定第 2 号
認定第 3 号
認定第 4 号
認定第 5 号
認定第 6 号
認定第 7 号
発議案第 9 号
発議案第10号
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◆
七
飯
町
福
祉
灯
油
等
の
助
成

に
関
す
る
条
例

低
所
得
者
に
対
し
て
冬
季
間

の
暖
房
用
燃
料
費
の
一
部
を
助

成
す
る
た
め
の
条
例
制
定
。

平
成
25
年
11
月
１
日
施
行

◆
七
飯
町
職
員
の
再
任
用
に
関

す
る
条
例

地
方
公
務
員
法
に
基
づ
き
定

年
退
職
後
の
職
員
の
再
任
用
に

関
す
る
「
七
飯
町
職
員
の
再
任

用
に
関
す
る
条
例
」の
制
定
は
、総

務
財
政
常
任
委
員
会
に
付
託
。

◆
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

55
歳
を
超
え
る
職
員
の
昇
給

に
係
る
規
定
の
改
正
。

平
成
26
年
１
月
１
日
施
行

◆
七
飯
町
教
育
委
員
会
教
育
長

の
給
与
及
び
勤
務
時
間
等
に
関

す
る
条
例

学
校
給
食
費
会
計
の
赤
字
問

題
に
伴
う
減
額
。

教
育
長
100
分
の
５
　
１
カ
月

◆
平
成
25
年
度
七
飯
町
一
般
会

計
（
第
７
号
）

南
渡
島
消
防
事
務
組
合
負
担

金
、
町
営
牧
場
災
害
復
旧
事
業

費
等
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１

億
９
千
276
万
円
を
追
加
し
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
を
95
億
６

千
142
万
４
千
円
と
し
た
。

◆
平
成
25
年
度
七
飯
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
（
第
１
号
）

一
般
被
保
険
者
高
額
療
養
費

及
び
国
庫
支
出
金
等
返
還
金

等
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
９
千

480
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
36
億
３
千
480
万

円
と
し
た
。

◆
平
成
25
年
度
七
飯
町
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計（
第
１
号
）

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

負
担
金
等
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
228
万
２
千
円
を
追
加
し
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
を
３
億
８

千
128
万
２
千
円
と
し
た
。

◆
平
成
25
年
度
七
飯
町
介
護
保

険
特
別
会
計
（
第
２
号
）

介
護
保
険
財
政
調
整
基
金
積

立
金
等
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

３
千
269
万
６
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
20
億

２
千
738
万
９
千
円
と
し
た
。

◆
平
成
25
年
度
七
飯
町
下
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）

下
水
道
付
帯
設
備
更
新
工
事

等
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
千

585
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
10
億
６
千
985
万

円
と
し
た
。

◆
平
成
25
年
度
七
飯
町
一
般
会

計
（
第
８
号
）

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
替
工

事
基
本
設
計
及
び
実
施
設
計
委

託
料
等
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

２
千
610
万
円
を
追
加
し
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
を
95
億
８
千

752
万
４
千
円
と
し
た
。

◆
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

任
期
満
了
と
な
る
左
記
の
者

を
再
び
任
命
。

氏
名
　
鈴
木
清
二
（
72
歳
）

住
所
　
大
中
山
２
丁
目
３
番
21

号◆
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任

任
期
満
了
と
な
る
左
記
の
者

を
再
び
選
任
。

氏
名
　
松
田
敏
宏
（
67
歳
）

住
所
　
鳴
川
５
丁
目
２
番
５
号

◆
町
議
会
の
委
任
に
よ
る
専
決

処
分
の
報
告
に
つ
い
て

（
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ

と
に
つ
い
て
）

参
議
員
議
員
通
常
選
挙
投
票

所
に
お
い
て
投
票
所
案
内
看
板

が
風
に
煽
ら
れ
て
倒
れ
、
投
票

に
来
て
い
た
車
輌
の
バ
ン
パ
ー

に
接
触
し
、破
損
し
た
た
め
、修

繕
に
要
す
る
費
用
の
賠
償
。

◆
町
議
会
の
委
任
に
よ
る
専
決

処
分
の
報
告
に
つ
い
て

（
平
成
25
年
度
七
飯
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
））

投
票
所
前
物
損
事
故
に
よ

り
、
被
害
者
車
両
に
損
害
を
与

え
た
こ
と
に
よ
る
賠
償
金
と
し

て
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
万

９
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
93
億
４
千
78
万

２
千
円
と
し
た
。

◆
平
成
24
年
度
七
飯
町
健
全
化

判
断
比
率
に
つ
い
て

◆
平
成
24
年
度
七
飯
町
水
道
事

業
資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て

◆
平
成
24
年
度
七
飯
町
下
水
道

事
業
資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て

◆
平
成
24
年
度
七
飯
町
土
地
造

成
事
業
資
金
不
足
比
率
に
つ
い

て◆
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

（
平
成
25
年
度
七
飯
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
６
号
））

集
中
豪
雨
に
よ
り
被
害
が
生

じ
た
箇
所
の
災
害
復
旧
応
急
業

務
委
託
料
等
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
２
千
788
万
２
千
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

93
億
６
千
866
万
４
千
円
と
し
た
。

◆
議
員
提
出
議
案
と
し
て
２
件

の
意
見
書
を
可
決
し
、
要
望
事

項
と
し
て
各
関
係
機
関
及
び
各

関
係
大
臣
に
送
付
し
た

◎
大
規
模
地
震
等
災
害
対
策
の

促
進
を
求
め
る
意
見
書

◎
「
森
林
吸
収
源
対
策
及
び
地

球
温
暖
化
対
策
に
関
す
る
地
方

の
財
源
確
保
」の
た
め
の
意
見
書

平
成
24
年
度
一
般
会
計
及
び

特
別
会
計
並
び
に
水
道
事
業
会

計
決
算
は
「
平
成
24
年
度
決
算

審
査
特
別
委
員
会
」
に
審
査
を

付
託
し
、
そ
の
審
査
結
果
の
報

告
書
が
定
例
会
最
終
日
に
提
出

さ
れ
、
一
般
会
計
は
賛
成
多
数

で
認
定
と
し
、
そ
の
他
の
会
計

は
全
員
一
致
で
認
定
し
た
。

（
報
告
書
は
41
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

23

条
例
一
部
改
正

補 

正 

予 

算

人　
　
　

事

そ　

の　

他

決　
　
　

算

発 

議 

案【
意
見
書
】

報　
　
　

告

審
議
し
て
決
ま
っ
た
こ
と

平
成
25
年
第
３
回
定
例
会

条
例
の
制
定
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一 般 質 問

AQ&

平　

松　

俊　

一  

議 

員

大
沼
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

総
合
評
価
方
式
は
採
用
し
な
い

QA

AQ&

上　

野　

武　

彦  

議 

員

道
々
七
飯
大
野
線
七
飯
高
架
橋
下
の
道
路
の
安
全
対
策
を

函
館
建
設
管
理
部
に
要
望
を
し
て
お
り
、対
策
の
約
束
を
得
て
い
る

QA

私
は
、
今
年
の
３
月
と
６
月

の
定
例
会
に
お
い
て
、
大
沼
下

水
浄
化
セ
ン
タ
ー
と
一
般
廃
棄

物
処
理
計
画
に
つ
い
て
の
質
問

を
行
い
、
い
ず
れ
に
対
し
て
も

新
提
案
が
あ
れ
ば
検
討
し
た
い

旨
の
答
弁
を
理
事
者
側
よ
り
受

け
て
い
る
。

そ
こ
で
、
大
沼
下
水
浄
化
セ

ン
タ
ー
の
運
転
管
理
業
務
契
約

が
来
年
３
月
で
終
了
し
、
来
年

の
４
月
以
降
の
運
転
管
理
業
務

に
つ
い
て
更
新
の
入
札
が
行
わ

れ
る
と
思
う
が
、
そ
の
際
に
生

ご
み
や
家
畜
糞
尿
な
ど
の
処

理
・
利
用
を
取
り
込
む
複
合
バ

イ
オ
マ
ス
事
業
の
提
案
や
施
設

の
建
設
が
出
来
る
事
業
者
を
募

集
要
件
に
入
れ
、
更
に
、
新
提

案
に
対
す
る
評
価
も
落
札
要
件

に
加
味
す
る
な
ど
、
い
わ
ゆ
る

事
業
者
を
公
募
で
行
い
、
総
合

評
価
方
式
に
よ
り
落
札
業
者
を

決
定
す
る
考
え
が
な
い
か
町
長

の
所
見
を
伺
い
た
い
。

ま
た
、
大
沼
地
区
で
は
、
新

規
の
生
ご
み
処
理
施
設
の
建
設

に
は
反
対
の
声
が
多
か
っ
た

が
、
既
存
施
設
の
利
用
で
あ
れ

ば
賛
同
・
協
力
で
き
る
と
す
る

事
業
者
も
存
在
し
、
浄
化
セ
ン

タ
ー
敷
地
内
に
お
い
て
、
七
飯

町
に
合
っ
た
将
来
的
な
方
式
を

検
討
・
検
証
す
る
こ
と
は
有
意

義
な
こ
と
で
あ
る
。
浄
化
セ
ン

タ
ー
の
管
理
業
務
を
行
い
な
が

ら
複
合
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
の
実

証
実
験
を
進
め
る
こ
と
は
、
こ

れ
ま
で
事
業
別
に
バ
ラ
バ
ラ
で

行
っ
て
き
た
関
係
事
務
を
一
本

化
・
統
一
化
で
き
る
う
え
、
国

が
行
う
社
会
資
本
整
備
総
合
交

付
金
制
度
の
利
用
も
可
能
で
あ

る
の
で
、
来
年
度
の
入
札
を
総

合
評
価
方
式
で
実
施
で
き
な
い

か
お
尋
ね
し
た
い
。

【
町
長
】

現
段
階
で
は
、
複
合
バ
イ
オ

マ
ス
事
業
に
つ
い
て
は
別
の
場

所
で
検
討
を
し
て
行
く
こ
と
に

な
る
。

【
水
道
課
長
】

下
水
道
施
設
と
生
ご
み
処
理

や
家
畜
糞
尿
あ
る
い
は
植
生
廃

棄
物
等
を
組
み
合
わ
せ
て
行
う

複
合
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
に
は
大

い
に
関
心
を
も
っ
て
い
る
が
、

現
在
の
大
沼
下
水
浄
化
セ
ン
タ

ー
で
は
、
施
設
規
模
が
小
さ
す

ぎ
、
下
水
の
流
入
量
も
少
な
い

た
め
、
実
施
す
る
こ
と
は
難
し

い
と
考
え
て
い
る
。
現
在
進
行

さ
せ
て
い
る
長
寿
命
化
計
画
を

優
先
し
、
町
全
体
の
バ
イ
オ
マ

ス
計
画
や
生
ご
み
処
理
対
策
の

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、

そ
の
プ
ラ
ン
の
中
で
大
沼
の
施

設
が
有
効
と
の
結
論
が
出
れ
ば

そ
の
時
点
で
対
応
す
る
事
と
な

る
。
町
と
し
て
維
持
管
理
事
業

者
か
ら
事
業
提
案
を
受
け
る
と

い
う
手
法
は
と
ら
ず
、
あ
く
ま

で
も
基
本
プ
ラ
ン
は
町
が
作
成

す
べ
き
事
と
考
え
て
お
り
、
今

回
の
入
札
の
際
に
、
議
員
が
提

案
し
て
い
る
方
式
を
取
り
入
れ

る
考
え
は
な
い
。

Q
七
飯
町
に
お
け
る
少
子
高
齢

化
対
策
・
起
業
対
策
及
び
雇
用

対
策
に
つ
い
て

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題

研
究
所
に
よ
る
と
２
０
４
０
年

の
七
飯
町
に
お
け
る
人
口
は
２

万
１
千
600
人
、
そ
の
内
65
歳
以

上
の
人
口
、
つ
ま
り
高
齢
化
率

は
45
パ
ー
セ
ン
ト
と
試
算
し
て

い
る
が
対
策
は
。

【
町
長
】

函
館
圏
の
視
点
に
立
ち
、
ど

こ
に
住
ん
で
い
て
も
暮
ら
し
て

い
け
る
様
な
施
策
を
行
う
。

他
に
「
林
業
の
活
性
化
に
よ

る
自
然
環
境
・
雇
用
拡
大
対
策

に
つ
い
て
」
を
質
問
し
て
い
る
。

道
々
七
飯
大
野
線
は
、
Ｊ
Ｒ

函
館
高
架
橋
の
下
を
走
る
勾
配

の
あ
る
道
路
部
分
で
、
開
通
以

来
多
く
の
交
通
事
故
が
発
生

し
、
そ
の
つ
ど
対
策
も
取
ら
れ

て
き
た
。

前
回
は
、
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ

ン
グ
さ
れ
て
い
る
上
り
車
線
の

坂
の
底
部
に
溜
ま
っ
た
水
を
走

行
す
る
車
が
タ
イ
ヤ
に
吸
っ

て
、
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
の

切
れ
た
上
部
の
雪
の
あ
る
道
路

に
撒
き
散
ら
し
、
そ
の
部
分
が

凍
結
し
た
た
め
走
行
す
る
車
が

ス
リ
ッ
プ
し
、
上
り
車
線
の
途

中
で
側
壁
に
衝
突
す
る
と
い
う

事
故
が
、
一
日
に
複
数
件
発
生

し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
私
が
一
般
質

問
で
対
策
を
求
め
た
結
果
、
底

部
に
水
が
溜
ま
ら
な
い
様
勾
配

の
改
良
と
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン

グ
が
延
長
さ
れ
て
い
る
。

今
回
、
問
題
提
起
す
る
の

は
、
前
回
行
っ
た
工
事
に
伴
っ

て
発
生
し
た
道
路
の
継
ぎ
目
や

ひ
び
な
ど
の
隙
間
か
ら
水
が
流

れ
出
し
、
常
時
、
道
路
を
濡
ら

し
て
い
る
問
題
で
あ
る
。

ま
た
、
降
雨
の
際
に
流
れ
込

ん
だ
泥
や
表
面
を
覆
っ
た
コ
ケ

が
夏
場
で
も
ス
リ
ッ
プ
事
故
を

誘
発
し
か
ね
な
い
ば
か
り
か
、

こ
れ
か
ら
冬
を
迎
え
る
と
前
回

発
生
し
た
事
故
と
同
じ
様
に
、

こ
う
し
た
水
が
走
行
す
る
車
の

タ
イ
ヤ
で
運
ば
れ
、
ロ
ー
ド
ヒ

ー
テ
ィ
ン
グ
の
切
れ
た
と
こ
ろ

で
、
路
面
の
雪
を
凍
ら
せ
、
上

り
下
り
車
線
と
も
に
事
故
を
誘

発
す
る
危
険
が
あ
る
。

通
行
す
る
町
民
の
安
全
の
た

め
に
も
冬
が
来
な
い
う
ち
に
抜

本
的
な
対
策
を
実
施
す
る
よ
う

関
係
機
関
に
働
き
か
け
る
べ
き

と
考
え
る
が
、
町
の
見
解
を
伺

い
た
い
。

【
土
木
課
長
】

道
々
七
飯
大
野
線
の
ア
ン
ダ

ー
パ
ス
で
舗
装
の
継
ぎ
目
か
ら

水
が
流
れ
出
し
て
い
る
問
題
、

又
降
雨
時
で
の
泥
水
や
コ
ケ
に

よ
り
、
今
後
に
お
い
て
も
車
両

事
故
が
懸
念
さ
れ
る
と
の
事
で

す
け
れ
ど
も
、
町
と
し
て
も
対

応
が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て

き
て
お
り
、
先
月
道
路
管
理
者

で
あ
る
函
館
建
設
管
理
部
へ
対

策
に
つ
い
て
要
望
し
て
お
り
ま

す
。対

策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
函

館
建
設
管
理
部
と
し
て
今
月
の

９
月
か
ら
北
斗
市
に
向
か
う
下

り
車
線
部
分
約
200
メ
ー
ト
ル
の

区
間
で
、
舗
装
を
は
ぎ
、
ロ
ー

ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
更
新
工
事

を
行
い
、
そ
の
と
き
に
あ
わ
せ

て
上
下
線
の
出
水
原
因
を
調
査

し
、
対
策
を
講
じ
る
と
の
こ
と

で
す
。

ま
た
、
さ
ら
に
対
策
が
必
要
な

場
合
は
次
年
度
以
降
も
引
き
続

き
対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
と

い
う
こ
と
で
す
の
で
御
理
解
願

い
ま
す
。

そ
の
他
、
「
生
み
出
さ
れ
た

財
源
は
図
書
館
建
設
に
」
、

「
小
・
中
学
校
の
耐
震
化
等
の

促
進
を
」
質
問
し
て
い
る
。
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一 般 質 問

AQ&

木　

下　
　
　

敏  

議 

員

大
沼
地
域
の
Ｊ
Ｒ
北
海
道
グ
ル
ー
プ
の
開
発
行
為
の

経
過
と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

今
後
と
も
農
業
生
産
法
人
に
移
転
さ
れ
た
農
地
が
適
正
に

利
活
用
さ
れ
る
よ
う
指
導
し
て
ま
い
り
ま
す

QA

神　

﨑　

和　

枝  

議 

員

観
光
振
興
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

北
海
道
新
幹
線
開
業
前
の
26
年
度
中
に
策
定
す
る

QA

北
海
道
旅
客
鉄
道
株
式
会
社

（
Ｊ
Ｒ
北
海
道
）は
、平
成
８
年

以
前
に
東
大
沼
と
軍
川
地
域
に

ゴ
ル
フ
場
を
主
体
に
し
た
リ
ゾ

ー
ト
開
発
を
計
画
し
て
国
定
公

園
に
隣
接
し
た
優
良
農
地
を
平

成
８
年
頃
よ
り
用
地
購
入
し
て

き
た
が
、
当
初
の
計
画
は
頓
挫

し
て
い
る
。

そ
の
後
、日
帰
り
入
浴
と
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
や
サ
ッ
カ
ー
場
は
造

ら
れ
た
が
ほ
と
ん
ど
の
土
地
は

利
活
用
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で

あ
る
。

地
目
が
原
野
や
山
林
の
部
分

は
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
所
有
で
あ
る

が
、
優
良
農
地
に
つ
い
て
は
平

成
23
年
度
以
降
に
株
式
会
社
流

山
へ
所
有
権
が
移
転
し
て
い
る
。

若
い
酪
農
家
が
育
ち
自
給
飼

料
増
産
に
努
力
し
て
い
る
時

に
、
地
元
の
産
業
の
育
成
に
は

役
立
た
な
い
土
地
利
用
が
な
さ

れ
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、
次

の
点
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

１
．
ゴ
ル
フ
場
開
発
の
計
画
か

ら
現
在
ま
で
の
状
況
に
つ
い
て

２
．
ゴ
ル
フ
場
開
発
計
画
地
内

に
お
い
て
平
成
５
年
以
降
に
優

良
農
地
が
所
有
権
移
転
し
た
状

況
に
つ
い
て

３
．
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

【
都
市
住
宅
課
長
】

北
海
道
旅
客
鉄
道
株
式
会
社

通
称
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
開
発
行
為

に
つ
き
ま
し
て
は
、
北
海
道
自

然
環
境
保
全
条
例
の
規
定
に
基

づ
い
て
許
可
さ
れ
る
開
発
行
為

で
す
。

こ
の
開
発
行
為
の
種
別
は
、

複
合
レ
ジ
ャ
ー
施
設
の
建
設
で

仮
称
大
沼
国
際
リ
ゾ
ー
ト
ビ
レ

ッ
ジ
建
設
工
事
と
し
て
Ｊ
Ｒ
北

海
道
の
系
列
会
社
で
あ
り
ま
す

北
海
道
企
画
開
発
株
式
会
社
よ

り
申
請
さ
れ
平
成
８
年
６
月
に

許
可
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

計
画
内
容
は
、
ゴ
ル
フ
場
２

７
ホ
ー
ル
・
ホ
テ
ル
・
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
・

広
場
等
の
約
173
㌶
の
計
画
と
な

っ
て
お
り
ま
し
た
。

平
成
12
年
５
月
に
は
、
事
業

主
体
が
Ｊ
Ｒ
北
海
道
に
変
更
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
23
年
３
月
に
、
事
業
計

画
中
止
に
伴
っ
て
開
発
行
為
面

積
を
縮
小
し
、
約
22
ヘ
ク
タ
ー

ル
と
し
て
現
在
に
至
っ
て
お
り

ま
す
。

【
農
業
委
員
会
事
務
局
長
】

農
地
転
用
の
当
初
計
画
は
、

47
．５
㌶
で
し
た
が
現
在
ま
で
に

14
．２
㌶
で
開
発
が
行
わ
れ
て
お

り
ま
す
。
平
成
23
年
３
月
に
未

転
用
の
農
地
33
．３
㌶
を
平
成
26

年
度
ま
で
に
、
農
業
生
産
法
人

株
式
会
社
流
山
に
農
地
に
復
元

し
て
売
買
す
る
内
容
で
承
認
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

農
地
法
第
３
条
の
売
買
単
価

は
、10
ａ
当
た
り
７
万
５
千
円
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
大
沼
方
面

で
は
近
年
の
農
地
売
買
単
価
が

10
ａ
当
た
り
20
万
円
前
後
で
す

が
、
最
終
的
に
は
当
事
者
同
士

で
決
定
す
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。
今
後
と
も
農
業
生
産
法
人

に
移
転
さ
れ
た
農
地
が
適
正
に

利
活
用
さ
れ
る
よ
う
指
導
し
て

ま
い
り
ま
す
。

【
農
林
水
産
課
長
】

当
該
地
は
、
農
振
法
の
農
用
地

区
域
に
は
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん

の
で
、
国
の
補
助
事
業
を
受
け

る
こ
と
の
出
来
な
い
農
地
で
す
。

七
飯
町
は
、
多
様
な
自
然
環

境
や
歴
史
、
文
化
、
食
（
農
畜

産
物
）
と
豊
富
な
観
光
資
源
に

恵
ま
れ
た
魅
力
あ
る
街
と
多
く

の
町
民
は
自
負
さ
れ
て
い
る
と

思
う
と
こ
ろ
で
す
。

観
光
は
、
地
域
の
消
費
増
加

や
関
連
産
業
の
振
興
、
雇
用
の

拡
大
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
と

い
っ
た
大
き
な
経
済
効
果
を
も

た
ら
す
。
２
年
半
後
の
北
海
道

新
幹
線
開
業
に
よ
り
、
全
国
各

地
か
ら
多
く
の
観
光
客
に
来
て

い
た
だ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
地

域
の
経
済
環
境
は
大
き
く
変
化

し
て
い
く
と
予
想
し
て
い
る
。

七
飯
町
に
と
っ
て
も
、
重
要

な
経
済
的
役
割
と
な
る
。
こ
の

好
機
を
逃
す
こ
と
な
く
、
観
光

基
盤
の
整
備
や
観
光
を
取
り
巻

く
現
状
や
課
題
、
観
光
客
の
多

様
な
ニ
ー
ズ
に
対
す
る
工
夫
や

情
報
の
発
信
、
観
光
立
国
の
国

の
動
向
な
ど
、
関
係
団
体
や
行

政
な
ど
一
丸
と
な
っ
て
、
中
長

期
に
わ
た
る
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト

面
の
観
光
振
興
計
画
を
作
成
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
る
が
、
町

長
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

ま
た
、
観
光
開
発
委
員
会
設

置
条
例
が
策
定
さ
れ
て
い
る
が

委
員
会
の
設
置
目
的
と
活
動
状

況
を
伺
い
た
い
。

【
町
長
】

七
飯
町
は
古
く
か
ら
、
景
勝
地

と
し
て
知
ら
れ
、
多
く
の
観
光

客
が
訪
れ
る
大
沼
公
園
を
有
す

る
。
乳
製
品
、
牛
肉
等
の
畜
産

物
、
高
品
質
な
、
農
水
産
物
な

ど
食
材
も
豊
富
で
あ
る
。
平
成

27
年
末
の
新
幹
線
の
開
業
に
伴

い
こ
れ
ら
の
観
光
資
源
を
い
か

に
活
用
、
発
信
し
て
い
く
か
が

課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら

新
幹
線
開
業
好
機
を
逃
す
こ
と

の
な
い
よ
う
関
係
団
体
や
行
政

が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
べ

き
も
の
と
考
え
て
い
る
。

現
在
、
町
の
計
画
と
し
て
、

第
４
次
七
飯
町
総
合
計
画
を
始

め
大
沼
地
域
活
性
化
ビ
ジ
ョ

ン
、
新
幹
線
高
速
道
路
基
本
計

画
な
ど
の
関
連
計
画
こ
れ
ら
の

計
画
の
精
査
を
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
観
光
開
発
委
員
会
設

置
条
例
の
目
的
に
つ
い
て
は
、

七
飯
町
の
観
光
資
源
の
総
合
的

な
開
発
振
興
を
図
る
た
め
に
設

置
さ
れ
た
も
の
で
、
活
動
状
況

は
、
直
近
で
は
平
成
17
年
10
月

に
環
境
保
全
は
じ
め
、
誰
に
で

も
優
し
い
環
境
、
他
産
業
と
の

連
携
、
産
業
発
展
に
向
け
る
、

国
内
外
誘
致
推
進
、
通
年
観
光

推
進
等
の
提
言
を
頂
い
て
い
る

が
、
そ
の
後
、
千
の
風
に
な
っ

て
の
誕
生
、
ラ
ム
サ
ー
ル
登
録

湿
地
、
大
沼
公
園
イ
ン
タ
ー
チ

エ
ン
ジ
開
業
等
、
ず
い
ぶ
ん
状

況
が
変
わ
っ
た
。

千
載
一
遇
の
チ
ヤ
ン
ス
。
こ

れ
か
ら
、
七
飯
町
の
基
幹
産
業

の
観
光
、
産
業
を
ど
の
よ
う
に

し
て
い
く
か
し
っ
か
り
と
し

た
、
振
興
計
画
を
作
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
既

存
計
画
の
総
括
を
し
て
、
新
幹

線
開
業
前
の
26
年
度
中
に
、
し

っ
か
り
と
し
た
振
興
計
画
を
策

定
し
て
い
く
。

ほ
か
に
、次
の
議
員
か
ら
一
般
質
問
が
出
さ
れ
て
い
る
。

横
田
有
一 

議
員

１　

ヘ
ル
パ
ー
２
級
の
講
習
に
つ
い
て

２　

町
有
地
貸
付
状
況
に
つ
い
て

３　

行
政
組
織
の
あ
り
方
に
つ
い
て

４　

合
併
浄
化
槽
の
利
用
状
況
に
つ
い
て

５　

障
が
い
者
雇
用
に
つ
い
て

６　

指
定
管
理
者
に
つ
い
て

７　

町
道・農
道
の
管
理
の
一
元
化
に
つ
い
て
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一 般 質 問

AQ&AQ&

佐　

野　

史　

人  

議 

員

景
観
条
例
の
な
い
中
、統
一
性
の
な
い
建
築
物
が

点
在
す
る
恐
れ
が
あ
る
が

公
共
施
設
に
限
っ
て
の
統
一
性
に
つ
い
て
は
、地
域
の
特
性
を

生
か
し
な
が
ら
計
画
研
究
を
進
め
た
い

QA七
飯
町
は
、
三
大
事
業
と
称

し
て
消
防
庁
舎
・
給
食
セ
ン
タ

ー
・
大
中
山
小
学
校
の
立
替
を

計
画
し
て
い
る
。
景
観
条
例
の

な
い
中
、
統
一
性
の
な
い
建
築

物
が
町
内
に
点
在
、
発
生
す
る

恐
れ
が
あ
る
。
公
共
施
設
に
限

っ
て
七
飯
町
の
ス
タ
イ
ル
を
統

一
出
来
な
い
か
、
伺
い
た
い
。

【
都
市
住
宅
課
長
】

公
共
施
設
に
つ
い
て
は
そ
れ

ぞ
れ
の
用
途
や
立
地
条
件
利
用

状
況
等
勘
案
し
な
が
ら
地
域
に

調
和
し
た
外
観
を
計
画
し
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
統
一
さ
れ
た
指

導
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
広
範

囲
・
面
的
な
景
観
の
統
一
が
難

し
い
中
、
公
共
施
設
に
限
っ
て

景
観
に
配
慮
し
、
地
域
の
特
性

を
生
か
し
た
上
で
統
一
性
の
あ

る
建
物
を
計
画
す
る
と
い
う
研

究
は
今
後
と
も
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

Q
地
下
水
の
有
効
活
用
に
関
し

て
七
飯
町
は
地
下
水
が
豊
富
で

あ
る
。
貯
水
槽
の
設
置
は
過
去

の
災
害
時
の
教
　
訓
か
ら
も
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
消
防
庁
舎
ば

か
り
で
は
な
く
公
共
事
業
に
お

い
て
自
然
の
恵
み
を
取
り
込
む

こ
と
を
計
画
に
取
り
入
れ
て
は

ど
う
か
伺
い
た
い
。

【
都
市
住
宅
課
長
】

町
と
し
て
も
地
下
水
の
有
効

利
用
を
図
る
と
い
う
事
は
、
十

分
認
識
し
て
い
ま
す
。
消
防
庁

舎
の
設
計
に
お
い
て
検
討
を
行

っ
た
が
、
放
水
訓
練
と
飲
料
水

兼
用
の
水
槽
で
は
水
質
汚
染
の

問
題
か
ら
浄
化
装
置
や
ポ
ン

プ
、
配
管
設
備
等
の
初
期
コ
ス

ト
も
大
き
く
、
上
水
道
か
ら
貯

め
る
高
架
水
槽
を
設
置
す
る
こ

と
と
し
た
。
今
後
の
公
共
施
設

建
設
計
画
に
於
い
て
も
雨
水
や

地
下
水
等
、
自
然
の
恵
み
を
取

り
入
れ
る
検
討
を
今
ま
で
以
上

に
配
慮
し
、
施
設
の
利
用
状
況

等
を
勘
案
し
な
が
ら
、
施
設
建

設
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

Q
袋
小
路
に
お
け
る
除
排
雪
に

関
し
て

公
共
施
設
に
お
い
て
は
敷
地

内
に
雪
を
山
積
み
し
な
い
よ

う
、
ま
た
個
人
の
除
雪
排
雪
に

関
し
て
は
業
者
に
依
頼
し
な
く

て
も
よ
い
よ
う
に
、
融
雪
槽
の

設
置
を
推
奨
し
て
は
ど
う
か
、

大
沼
地
区
や
峠
下
地
区
で
の
合

併
浄
化
槽
設
置
に
関
す
る
補
助

事
業
と
同
じ
よ
う
な
対
策
を
講

じ
て
は
ど
う
か
伺
い
た
い
。

【
政
策
推
進
課
長
】

除
排
雪
の
で
き
な
い
袋
小
路

の
対
策
が
課
題
と
考
え
て
い
ま

す
。
融
雪
槽
の
設
置
に
は
あ
る

程
度
の
敷
地
と
維
持
費
用
が
掛

か
り
現
状
の
節
電
省
エ
ネ
対
策

を
考
え
る
と
設
置
で
き
る
町
民

に
限
り
が
あ
る
の
で
は
と
考
え

ま
す
。
町
内
会
等
で
行
う
除
排

雪
活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町

づ
く
り
事
業
助
成
金
の
活
用
も

考
え
ら
れ
ま
す
の
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

他
に
「
住
む
に
優
し
い
街
で

あ
る
事
を
追
及
・
研
究
す
る
部

署
を
設
置
し
て
は
」
と
質
問
し

て
い
る
。

AQ&

中　

川　

友　

規  

議 

員

新
幹
線
開
業
で
七
飯
町
の
計
画
は

総
合
車
両
基
地
サ
ミ
ッ
ト
で
連
携
を
図
り
た
い

QA高
速
道
路
の
大
沼
公
園
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
も
開
通
し
、
ラ

ム
サ
ー
ル
湿
地
登
録
や
、
北
海

道
新
幹
線
開
業
を
控
え
る
な

ど
、
大
沼
公
園
や
駒
ヶ
岳
近
郊

の
観
光
に
は
期
待
が
か
か
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
好
条
件
と
も
言

え
る
状
況
で
ま
ち
づ
く
り
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
、
新

幹
線
の
総
合
車
両
基
地
は
北
海

道
で
は
七
飯
町
に
し
か
建
設
さ

れ
な
い
。
総
合
車
両
基
地
が
あ

る
町
同
士
で
何
か
連
携
は
で
き

な
い
の
か
、
町
独
自
の
取
り
組

み
は
な
い
の
か

【
町
長
】

い
ま
日
本
に
あ
る
総
合
車
両

基
地
は
熊
本
、
博
多
、
白
山

（
建
設
中
）
、
利
府
町
、
で
最

後
に
で
き
る
の
が
七
飯
町
の
函

館
総
合
車
両
基
地
で
あ
る
。
利

府
町
と
は
災
害
協
定
も
結
ん
で

い
る
。
　

白
山
も
現
在
建
設
中
で
あ

り
、
総
合
車
両
基
地
サ
ミ
ッ
ト

み
た
い
な
取
組
も
い
い
と
思
う
。

利
府
町
で
は
総
合
車
両
基
地

を
見
に
約
年
間
20
万
人
の
見
学

者
が
来
て
い
る
よ
う
で
、
総
合

車
両
基
地
祭
り
を
や
っ
て
い
る

よ
う
で
す
の
で
、
い
ろ
い
ろ
話

を
聞
き
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
に

総
合
車
両
基
地
を
生
か
し
て
い

く
の
か
、
サ
ミ
ッ
ト
み
た
い
な

も
の
で
い
ろ
い
ろ
な
議
論
を
し

な
が
ら
、
議
員
の
皆
様
方
町
民

の
代
表
の
皆
様
方
を
含
め
た
会

議
を
開
い
て
、
学
ぶ
も
の
は
学

ぶ
、
実
施
す
る
も
の
は
実
施
し

て
い
く
、
そ
う
い
う
方
向
付
け

を
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
サ
ッ
カ
ー
予
選
リ
ー

グ
が
札
幌
で
開
催
さ
れ
る
の
で

あ
れ
ば
、
ト
ル
ナ
ー
レ
に
合
宿

誘
致
と
な
る
が
誘
致
す
る
た
め

に
は
、
も
う
１
面
あ
っ
て
も
い

い
と
思
う
。

近
隣
企
業
の
サ
ッ
カ
ー
場
の

増
設
と
整
備
を
働
き
か
け
、
町

の
投
資
も
含
め
て
検
討
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

ト
ル
ナ
ー
レ
が
あ
る
か
ら
来

て
く
だ
さ
い
と
言
っ
て
も
だ
め

だ
と
思
う
の
で
、
い
ろ
ん
な
手

立
て
を
し
な
が
ら
町
独
自
の
も

の
を
や
っ
て
い
く
。

Q
大
沼
周
辺
の
観
光
に
つ
い
て

A
観
光
客
は
増
加
傾
向
で
あ

る
。
観
光
振
興
の
基
盤
整
備
を

し
て
い
く

ラ
ム
サ
ー
ル
湿
地
登
録
、
大

沼
公
園
Ｉ
Ｃ
開
通
な
ど
で
、
観

光
分
野
で
の
影
響
は
あ
る
の

か
、
Ｊ
Ｒ
へ
の
対
応
は
し
た
の

か
、
今
後
の
大
沼
周
辺
観
光
を

ど
の
よ
う
に
す
る
の
か

【
商
工
観
光
課
長
】

平
成
22
年
７
月
～
平
成
23
年

６
月
145
万
１
千
人
、
平
成
23
年

７
月
～
平
成
24
年
６
月
167
万
３

千
人
、
平
成
24
年
７
月
～
平
成

25
年
６
月
180
万
５
千
人
で
観
光

客
は
増
加
傾
向
で
あ
る
。

城
岱
牧
場
展
望
台
が
整
備
さ

れ
、
大
沼
観
光
Ｐ
Ｒ
活
動
の
物

産
販
売
を
展
開
し
、
大
沼
周
辺

観
光
地
の
活
性
化
に
結
び
付
く

と
思
う
。

ピ
ク
ニ
ッ
ク
や
遠
足
の
で
き

る
環
境
整
備
に
合
わ
せ
展
望
台

と
直
結
す
る
歩
道
等
の
整
備
も

検
討
中
で
、
周
辺
の
観
光
基
盤

の
充
実
に
努
め
る
。
Ｊ
Ｒ
に
は

体
験
型
観
光
の
キ
ャ
ン
セ
ル
や

時
間
変
更
、
宿
泊
客
の
キ
ャ
ン

セ
ル
も
あ
り
、
事
故
の
再
発
防

止
や
安
全
運
航
の
取
組
な
ど
、

特
に
航
空
業
界
や
長
距
離
バ
ス

と
の
時
間
競
争
を
意
識
せ
ず
安

全
性
、
信
頼
性
、
正
確
性
に
配

慮
し
た
運
航
シ
ス
テ
ム
の
再
構

築
に
努
め
道
民
の
足
と
し
て
信

用
回
復
に
努
め
る
よ
う
要
望
し

て
い
る
。
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１
、
事
件
名

議
案
第
28
号
　
七
飯
町
福
祉

灯
油
等
の
助
成
に
関
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

２
、
審
査
の
経
過

平
成
25
年
７
月
１
日
、
７
月

24
日
、８
月
５
日
、８
月
21
日
の

４
日
間
、委
員
会
を
開
催
し
、福

祉
課
長
の
出
席
を
求
め
審
査
を

行
な
っ
た
。

３
、
決
定
及
び
理
由

⑴
決
　
　
定
　
　
原
案
可
決

⑵
理
　
　
由

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
七

飯
町
福
祉
灯
油
等
の
助
成
に
関

す
る
条
例（
以
下「
条
例
」と
い

う
。）は
、低
所
得
世
帯
に
対
し
、

冬
期
間
に
必
要
と
な
る
暖
房
費

が
生
活
を
圧
迫
す
る
こ
と
を
考

慮
し
、
暖
房
費
の
一
部
を
平
成

25
年
度
か
ら
恒
久
的
に
助
成
す

る
た
め
制
定
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
り
、
同
時
に
施
行
す
る

七
飯
町
福
祉
灯
油
等
の
助
成
に

関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
以
下

「
施
行
規
則
」
と
い
う
。）
も
併

せ
て
審
査
し
た
。

本
条
例
に
基
づ
く
助
成
対
象

世
帯
は
、
11
月
１
日
の
基
準
日

に
お
い
て
七
飯
町
の
住
民
基
本

台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
者
で

構
成
し
、か
つ
、申
請
日
に
お
い

て
現
に
七
飯
町
に
居
住
し
て
い

る
低
所
得
世
帯
の
う
ち
、
高
齢

者
世
帯
、障
が
い
者
世
帯
、ひ
と

り
親
世
帯
で
あ
り
、
生
活
保
護

を
受
け
て
い
る
世
帯
及
び
施
設

等
に
入
所
し
て
い
る
た
め
暖
房

を
行
う
必
要
が
な
い
世
帯
は
、

助
成
の
対
象
外
と
し
て
い
る
。

助
成
額
は
、
基
準
日
か
ら
翌

年
の
３
月
31
日
ま
で
の
期
間
に

お
い
て
１
世
帯
に
つ
き
５
千
円

を
助
成
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
、
助
成
対
象
世
帯
か
ら
の
申

請
に
基
づ
き
、
助
成
を
行
う
か

ど
う
か
を
町
長
が
決
定
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

助
成
対
象
世
帯
は
、
高
齢
者

世
帯
710
世
帯
、
障
が
い
者
世
帯

479
世
帯
、
ひ
と
り
親
世
帯
239
世

帯
で
あ
り
、
全
体
で
は
１
千
428

世
帯
、
助
成
金
額
は
714
万
円
と

推
計
し
て
お
り
、
平
成
25
年
度

分
の
予
算
に
つ
い
て
は
、
平
成

25
年
第
３
回
定
例
会
に
補
正
予

算
と
し
て
計
上
す
る
予
定
で
あ

る
。ま

た
、施
行
規
則
で
は
、助
成

の
方
法
を
ア
ッ
プ
ル
商
品
券
と

定
め
る
と
と
も
に
、
暖
房
を
行

う
必
要
が
な
い
世
帯
、申
請
、助

成
の
決
定
、
台
帳
等
の
整
備
な

ど
を
規
定
し
て
い
る
。

委
員
か
ら
は
、
電
気
暖
房
な

ど
ア
ッ
プ
ル
商
品
券
を
使
用
で

き
な
い
場
合
の
助
成
方
法
に
つ

い
て
の
質
疑
が
あ
り
、町
は
、ア

ッ
プ
ル
商
品
券
を
使
用
で
き
な

い
燃
料
を
利
用
し
て
い
る
世
帯

に
つ
い
て
も
、
町
内
の
地
域
商

工
振
興
を
促
進
す
る
と
い
う
趣

旨
も
含
め
て
ア
ッ
プ
ル
商
品
券

で
助
成
す
る
と
し
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
を
留
意
の
う

え
、
条
例
の
内
容
を
審
査
し
た

と
こ
ろ
、
条
例
の
内
容
は
低
所

得
世
帯
へ
の
福
祉
政
策
で
あ
る

こ
と
か
ら
、採
決
の
結
果
、出
席

委
員
の
全
員
一
致
で
原
案
の
と

お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

し
た
。

な
お
、
助
成
対
象
世
帯
へ
の

周
知
に
つ
い
て
は
、
申
請
漏
れ

が
な
い
よ
う
に
町
広
報
誌
・
町

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
り

周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
を
望
む

も
の
で
あ
る
。
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一 般 質 問

AQ&

中　

島　

勝　

也  

議 

員

補
助
金
交
付
は
正
し
か
っ
た
の
か

常
識
的
に
通
る
話
し
で
は
な
く

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
事
で
あ
る

QA平
成
25
年
６
月
25
日
発
行
の

経
済
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
記
事
に
よ

る
と
㈲
花
か
ぞ
く
福
祉
会
所
有

の
福
祉
施
設
が
競
売
物
件
に
設

定
さ
れ
て
い
る
の
に
も
関
わ
ら

ず
、
そ
の
物
件
に
対
し
て
平
成

25
年
３
月
１
日
付
で
「
七
飯
町

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
事

業
補
助
金
」
と
し
て
826
万
円
が

交
付
さ
れ
て
い
る
が
間
違
い
は

な
い
の
か
。

問
題
は
競
売
開
始
決
定
が
下

さ
れ
て
い
る
物
件
に
も
関
わ
ら

ず
、
ま
た
競
売
で
誰
の
手
に
渡

る
の
か
も
知
れ
な
い
物
件
に
対

し
て
補
助
金
を
申
請
す
る
行

為
、
そ
し
て
補
助
金
が
交
付
さ

れ
て
い
る
現
実
、
世
間
一
般
の

常
識
か
ら
言
っ
て
も
申
請
、
補

助
金
交
付
は
す
べ
き
で
は
な
い

し
、
出
来
な
い
も
の
と
思
い
ま

す
が
町
長
の
考
え
を
お
伺
い
す

る
。

【
副
町
長
】

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備

事
業
に
826
万
円
を
交
付
し
た
事

は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

結
果
と
し
て
差
し
押
さ
え
ら

れ
た
競
売
物
件
に
対
し
て
補
助

金
を
交
付
す
る
事
に
な
り
ま
し

た
が
、
当
初
浄
化
槽
設
置
補
助

金
に
対
し
て
相
談
を
受
け
た
段

階
で
は
、
競
売
物
件
と
は
分
か

ら
ず
通
常
通
り
事
業
実
施
に
つ

い
て
承
諾
し
申
請
書
の
提
供
を

求
め
た
所
で
あ
り
ま
す
。
後
に

登
記
簿
等
で
事
実
確
認
を
し
ま

し
た
が
、
そ
の
時
点
で
は
既
に

工
事
は
着
工
済
み
で
、
中
止
命

令
や
補
助
金
不
交
付
を
含
め
て

検
討
し
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う

な
規
定
も
な
い
こ
と
か
ら
補
助

金
支
出
の
決
定
を
し
ま
し
た
。

社
会
通
念
上
疑
惑
を
持
た
れ

る
よ
う
な
結
果
に
な
っ
た
こ
と

は
、
反
省
す
べ
き
も
の
と
思

い
、
今
回
の
こ
と
を
契
機
に
規

則
の
改
正
を
致
し
ま
し
た
。

【
環
境
生
活
課
長
】

物
件
に
対
す
る
事
前
調
査
に

つ
い
て
は
、
申
請
さ
れ
た
土
地

に
浄
化
槽
が
適
性
に
設
置
さ
れ

る
の
か
の
確
認
だ
け
で
、
運
営

状
況
等
は
従
前
よ
り
行
っ
て
お

ら
ず
、
ま
た
、
今
回
は
想
定
外

の
事
例
で
あ
り
ま
す
が
調
査
は

し
て
お
り
ま
せ
ん
。

【
再
質
問
】

補
助
金
支
出
は
正
当
性
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
の
か
。

【
副
町
長
】

申
請
さ
れ
た
時
点
で
所
有
権

ま
で
調
査
せ
ず
書
類
の
み
で
判

断
し
ま
し
た
。
判
断
が
甘
か
っ

た
と
言
わ
れ
れ
ば
そ
う
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
す
で
に
着
工
状

況
で
も
あ
り
、
条
例
規
則
に
照

ら
し
合
わ
せ
交
付
し
ま
し
た
が

当
時
の
規
則
か
ら
判
断
す
る
と

間
違
い
で
は
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

【
再
々
質
問
】

こ
の
問
題
で
今
迄
の
質
疑
、

結
果
に
つ
い
て
町
民
に
向
け
て

一
言
見
解
を
頂
き
た
い
。

【
町
長
】

申
請
書
が
提
出
さ
れ
た
時
点

で
内
諾
を
与
え
た
事
に
よ
っ

て
、
申
請
者
は
す
ぐ
に
着
工
す

る
が
競
売
の
件
は
担
当
者
が
知

り
得
な
か
っ
た
部
分
で
も
あ

り
、
行
政
が
与
え
た
内
諾
が
ど

ん
な
結
果
に
な
る
か
充
分
議
論

を
し
た
が
、
違
う
問
題
が
発
生

す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
、
条
例

規
則
通
り
進
め
た
所
で
あ
り
ま

す
。こ

の
件
は
常
識
的
に
は
通
る

話
で
は
な
く
、
こ
の
よ
う
な
事

が
絶
対
に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

と
言
う
思
い
で
あ
り
ま
す
の
で

規
則
の
改
正
を
行
っ
た
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

議
案
審
査
の
結
果
報
告

議
案
審
査
の
結
果
報
告

議
案
審
査
の
結
果
報
告

議
案
審
査
の
結
果
報
告

議
案
審
査
の
結
果
報
告

民
生
文
教
常
任
委
員
会

平
成
25
年
６
月
12
日
第
２
回
定
例
会
に
お
い
て
当
委
員
会

に
付
託
さ
れ
た
事
件
に
つ
い
て
審
査
し
た
結
果
を
、
下
記
の

と
お
り
報
告
す
る
。
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《
調
査
事
項
》

・
七
飯
町
財
政
健
全
化
計
画
に

つ
い
て

〔
調
査
の
目
的
〕

七
飯
町
の
財
政
は
厳
し
い
状
況

で
は
あ
る
も
の
の
、
七
飯
消
防

庁
舎
、大
中
山
小
学
校
、学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
の
改
築
な
ど
の
大

型
事
業
を
控
え
て
い
る
こ
と
か

ら
、
今
後
の
中
長
期
的
な
財
政

計
画
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ

た
。

【
七
飯
町
財
政
健
全
化
計
画
に

つ
い
て
】

⑴
財
政
指
標
の
推
移
及
び
財
政

分
析平

成
14
年
度
か
ら
平
成
23
年

度
ま
で
の
過
去
10
年
間
に
お
け

る
決
算
額
及
び
財
政
力
指
数
、

経
常
収
支
比
率
等
は〈
表
１
〉の

と
お
り
で
あ
る
。

〈
表
１
〉
の
と
お
り
、
歳
入
合

計
か
ら
歳
出
合
計
を
差
し
引
い

た
形
式
収
支
及
び
形
式
収
支
か

ら
翌
年
度
に
繰
り
越
す
べ
き
財

源
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
は

い
ず
れ
も
黒
字
で
あ
る
が
、
前

年
度
実
質
収
支
か
ら
当
該
年
度

実
質
収
支
を
差
し
引
い
た
単
年

度
収
支
は
平
成
22
年
度
、
平
成

23
年
度
な
ど
は
赤
字
と
な
っ
て

い
る
。

地
方
公
共
団
体
の
財
政
力
の

強
弱
を
示
す
３
カ
年
平
均
の
財

政
力
指
数
は
、
０
．40
～
０
．47

で
推
移
し
て
お
り
ほ
ぼ
横
ば
い

で
あ
る
が
、
平
成
21
年
度
か
ら

微
減
し
て
い
る
。

次
に
、
地
方
公
共
団
体
の
経

常
的
経
費
の
た
め
に
、
経
常
的

一
般
財
源
が
ど
れ
だ
け
充
用
さ

れ
た
か
を
示
す
経
常
収
支
比
率

は
、
76
．４
％
～
91
．８
％
で
あ

り
、こ
の
経
常
収
支
比
率
は
、地

方
公
共
団
体
の
財
政
構
造
の
弾

力
性
を
示
す
も
の
で
、
70
％
～

80
％
に
分
布
す
る
の
が
標
準
と

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
七
飯

町
の
財
政
構
造
は
80
％
を
大
き

く
超
え
て
い
る
こ
と
か
ら
硬
直

化
し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
。

な
お
、
経
常
的
経
費
の
う
ち

扶
助
費
は
、
平
成
14
年
度
の
８

億
３
百
万
円
か
ら
平
成
23
年
度

の
16
億
６
千
９
百
万
円
に
倍
増

し
て
い
る
こ
と
が
財
政
の
硬
直

化
を
招
い
て
い
る
一
因
と
考
え

ら
れ
る
。

次
に
、地
方
債
残
高
は
、平
成

14
年
度
の
111
億
９
千
９
百
万
円

か
ら
平
成
23
年
度
の
98
億
９
千

１
百
万
円
と
13
億
８
百
万
円
減

少
し
て
お
り
、ま
た
、基
金
積
立

金
は
、
平
成
14
年
度
の
25
億
５

千
１
百
万
円
か
ら
平
成
23
年
度

の
29
億
８
千
９
百
万
円
と
４
億

３
千
８
百
万
円
増
加
し
て
お

り
、
財
政
の
健
全
化
に
努
め
て

い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

⑵
七
飯
町
財
政
健
全
化
計
画
に

つ
い
て

七
飯
町
の
財
政
健
全
化
計
画

は
、
平
成
19
年
度
か
ら
平
成
23

年
度
を
計
画
期
間
と
す
る
計
画

を
策
定
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は

公
的
資
金
補
償
金
免
除
繰
上
償

還
に
係
る
計
画
で
あ
り
、
公
的

資
金
か
ら
の
借
り
入
れ
を
繰
上

償
還
す
る
場
合
、
残
存
償
還
期

間
の
利
子
相
当
額
を
補
償
金
と

し
て
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
を
免
除
し
て
地
方
財
政

の
負
担
を
軽
減
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
。

こ
の
財
政
健
全
化
計
画
の
策

定
に
よ
り
、国
の
承
認
を
得
て
、

高
利
率
の
地
方
債
の
利
子
負
担

の
軽
減
を
図
っ
て
い
る
が
、
そ

の
後
に
お
い
て
、
七
飯
町
独
自

の
財
政
健
全
化
計
画
は
策
定
し

て
な
い
状
況
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
委
員
か
ら
は
財

政
計
画
の
必
要
性
と
財
政
計
画

が
な
く
七
飯
消
防
庁
舎
、
大
中

山
小
学
校
、学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

な
ど
大
型
事
業
に
着
手
す
る
の

か
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た

が
、
大
型
事
業
の
補
助
金
や
地

方
債
な
ど
の
特
定
財
源
を
含
め

た
事
業
費
を
把
握
す
る
こ
と
が

難
し
い
た
め
、
現
段
階
で
財
政

計
画
を
策
定
す
る
こ
と
は
難
し

い
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
第
４
次
七
飯
町
総
合

計
画
（
計
画
期
間
：
平
成
18
年

度
～
平
成
27
年
度
、以
下「
総
合

計
画
」と
い
う
。）で
は
投
資
的
事

業
を
取
り
ま
と
め
て
お
り
、
そ

の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

・
計
画
期
間
内
総
事
業
費
：
197

億
２
千
812
万
９
千
円

う
ち
平
成
23
年
度
ま
で
の
実

績
：
103
億
４
千
737
８
千
円

う
ち
平
成
24
年
度
以
降
の
見

込
み
：
93
億
８
千
75
万
１
千
円

・
事
業
数
：
94
事
業

・
平
成
28
年
度
以
降
の
事
業

費
：
51
億
３
千
842
万
４
千
円

投
資
的
事
業
に
は
、
七
飯
消

防
庁
舎
、大
中
山
小
学
校
、学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
な
ど
大
型
事
業

が
総
合
計
画
期
間
の
後
半
に
残

っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、

さ
ら
に
前
述
の
事
業
費
に
対
す

る
財
源
内
訳
も
算
出
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
十
分
財
政
計
画
に

反
映
で
き
る
も
の
と
判
断
す
る

が
、
財
政
計
画
そ
の
も
の
が
策

定
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
投
資

的
事
業
の
取
り
ま
と
め
が
反
映

さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

今
後
は
、
各
課
か
ら
提
出
さ

れ
、
総
合
計
画
に
登
載
さ
れ
る

投
資
的
事
業
は
、
総
合
計
画
を

所
管
す
る
政
策
推
進
課
と
財
政

を
担
当
す
る
財
政
課
と
の
協
議

の
も
と
、事
業
費
の
精
査
、仮
優

先
順
位
の
決
定
、
財
政
指
数
の

試
算
を
行
い
、
最
終
的
に
町

長
・
副
町
長
の
も
と
で
優
先
順

を
決
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

な
お
、
次
期
総
合
計
画
の
策

定
は
、
平
成
26
年
度
か
ら
準
備

し
、
平
成
27
年
度
に
議
会
の
議

決
を
経
て
、
平
成
28
年
度
か
ら

10
カ
年
の
計
画
に
し
た
い
と
の

こ
と
で
あ
り
、
改
め
て
投
資
的

事
業
の
調
査
を
行
う
と
し
て
い

28

常
任
委
員
会
活
動
報
告

【
所
管
事
務
調
査
】
要
旨
を
掲
載

総　

務　

財　

政

区　分

歳 入 合 計

歳 出 合 計

形 式 収 支

実 質 収 支

財 政 力 指 数

経常収支比率

地 方 債 残 高

積 立 金 残 高

区　分

歳 入 合 計

歳 出 合 計

形 式 収 支

実 質 収 支

財 政 力 指 数

経常収支比率

地 方 債 残 高

積 立 金 残 高

平成１４年度

１０，０２７

９，８５０

１７７

１１７

０．４０

７６．４

１１，１９９

２，５５１

平成１９年度

８，８３５

８，３７６

８３

８０

０．４６

９１．８

１０，６１１

２，７１２

平成１５年度

１０，４１７

１０，２３１

１８６

１８２

０．４１

７８．２

１１，５４３

２，７３７

平成２０年度

９，４０２

９，１８４

２１８

１３７

０．４７

８９．６

１０，１４３

２，６５６

平成１６年度

１０，１０４

１０，０１２

９２

６７

０．４３

８６．１

１１，３８５

２，７４６

平成２１年度

１０，０４３

９，７６９

２７４

２６７

０．４６

８８．３

１０，１０３

２，６０３

平成１７年度

９，６８１

９，６３６

４５

４５

０．４４

８７．０

１１，３２６

２，５８９

平成２２年度

１１，０２４

１０，７９０

２３４

１７２

０．４４

８６．８

１０，０５４

２，７９１

平成１８年度

８，５０８

８，３７６

１３２

１１６

０．４５

８８．３

１０，９４２

２，５８９

平成２３年度

１０，３０７

１０，１１９

１８８

１４６

０．４３

８５．７

９，８９１

２，９８９

〈表１〉歳入・歳出決算額及び財政指標等の推移 （単位：百万円、ポイント、％）
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る
。

⑶
普
通
会
計
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー

ト
に
つ
い
て

七
飯
町
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

は
、
平
成
12
年
３
月
及
び
平
成

13
年
３
月
に
総
務
省
が
示
し
た

「
地
方
公
共
団
体
の
総
合
的
な

財
政
分
析
に
関
す
る
調
査
研
究

報
告
書
」
の
各
地
方
公
共
団
体

の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
作
成
の
た

め
の
統
一
基
準
を
準
拠
し
て
作

成
し
、
公
表
し
て
い
る
。

七
飯
町
の
普
通
会
計
に
属
す

る
会
計
は
一
般
会
計
の
み
で
あ

り
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
構
成

は
、
資
産
の
部
の
合
計
額
は
負

債
の
部
の
合
計
額
に
正
味
資
産

の
部
の
合
計
額
を
加
え
た
額
が

一
致
す
る
こ
と
と
な
り
、ま
た
、

過
去
５
年
間
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー

ト
の
概
要
は〈
表
２
〉の
と
お
り

と
な
っ
て
い
る
。

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
活
用
し

た
財
政
分
析
は
、〈
表
２
〉
の
と

お
り
過
去
５
年
間
で
は
負
債
の

部
が
減
少
し
、
正
味
資
産
の
部

が
増
加
し
て
い
る
た
め
、
財
政

の
健
全
性
と
と
も
に
、
将
来
世

代
へ
の
負
担
に
改
善
が
見
ら
れ

る
一
方
で
、
減
価
償
却
累
計
率

が
高
く
な
っ
て
お
り
、
施
設
等

の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と

が
窺
え
る
。

⑷
新
地
方
公
会
計
制
度
に
つ
い

て
地
方
公
共
団
体
の
会
計
は
、

七
飯
町
を
は
じ
め
殆
ど
の
地
方

公
共
団
体
が
単
式
簿
記
・
現
金

主
義
会
計
に
よ
る
処
理
が
行
わ

れ
て
い
る
が
、
地
方
公
共
団
体

の
財
政
状
況
を
総
合
的
か
つ
長

期
的
に
把
握
す
る
た
め
に
企
業

会
計
的
手
法
の
導
入
が
必
要
と

な
っ
て
き
て
お
り
、
前
述
の
と

お
り
総
務
省
が
示
し
た
バ
ラ
ン

ス
シ
ー
ト
に
基
づ
き
多
く
の
地

方
公
共
団
体
に
お
い
て
作
成
が

進
ん
で
き
た
が
、
こ
れ
は
基
準

モ
デ
ル
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ

る
。新

地
方
公
会
計
制
度
は
、
平

成
17
年
12
月
に
閣
議
決
定
さ
れ

た「
行
政
改
革
の
重
要
方
針
」の

「
政
府
資
産
・
債
務
改
革
、
地

方
に
お
け
る
取
組
」の
中
で「
地

方
に
お
い
て
も
、
国
と
同
様
に

資
産
・
債
務
改
革
に
積
極
的
に

取
り
組
む
。
各
地
方
公
共
団
体

の
資
産
・
債
務
の
実
態
把
握
、

管
理
体
制
状
況
を
総
点
検
す
る

と
と
も
に
、
改
革
の
方
向
と
具

体
的
施
策
を
明
確
に
す
る
。」
と

記
述
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
国
に

お
い
て
「
新
地
方
公
会
計
制
度

研
究
会
」が
発
足
し
、平
成
18
年

５
月
に
「
新
地
方
公
会
計
制
度

研
究
会
報
告
書
」
が
公
表
さ
れ

て
い
る
。

新
地
方
公
会
計
制
度
は
、
現

金
主
義
か
ら
発
生
主
義
へ
の
機

能
強
化
、
複
式
簿
記
の
機
能
を

有
す
る
財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
で

あ
り
、
国
に
お
い
て
総
務
省
方

式
改
定
モ
デ
ル
を
公
表
し
て
い

る
。新

地
方
公
会
計
制
度
導
入

は
、
こ
れ
ま
で
の
歳
入
歳
出
決

算
の
状
況
に
加
え
、
資
産
や
コ

ス
ト
の
情
報
も
含
め
た
財
政
状

況
を
住
民
や
議
会
に
向
け
て
公

表
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
行
政

の
透
明
性
を
よ
り
高
め
る
な
ど

の
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

七
飯
町
の
取
り
組
み
は
、
新

地
方
公
会
計
制
度
へ
の
導
入
期

限
が
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
や

近
隣
の
自
治
体
で
も
取
り
組
ん

で
い
な
い
こ
と
、
導
入
ま
で
の

経
費
や
人
材
が
い
な
い
こ
と
な

ど
か
ら
、
国
等
の
動
向
を
見
て

検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

４
．
ま
と
め

当
委
員
会
は
、
七
飯
消
防
庁

舎
、大
中
山
小
学
校
、学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
の
改
築
な
ど
の
大
型

事
業
が
控
え
て
い
る
こ
と
か
ら

財
政
状
況
の
把
握
と
今
後
の
財

政
計
画
の
策
定
状
況
な
ど
を
主

に
調
査
を
行
っ
て
き
た
。

七
飯
町
の
財
政
状
況
は
、
財
政

指
標
が
示
す
と
お
り
財
政
力
指

数
は
横
ば
い
で
あ
り
、
地
方
債

残
高
の
減
少
、
基
金
残
高
の
増

加
な
ど
に
よ
り
健
全
化
に
あ
る

よ
う
に
伺
え
る
が
、
扶
助
費
の

倍
増
な
ど
に
よ
り
経
常
収
支
比

率
が
80
％
を
大
き
く
超
え
て
い

る
こ
と
や
減
価
償
却
累
計
率
が

高
い
な
ど
財
政
的
に
は
厳
し
い

状
況
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、

独
自
に
財
政
計
画
（
財
政
健
全

化
計
画
）
の
策
定
は
必
須
条
件

と
考
え
る
が
、
町
は
大
型
事
業

の
事
業
費
が
把
握
で
き
な
い
こ

と
か
ら
、
現
段
階
の
財
政
計
画

の
策
定
は
で
き
な
い
と
し
て
い

る
こ
と
は
、
と
て
も
理
解
で
き

る
も
の
で
は
な
い
。

大
型
事
業
ば
か
り
で
な
く
、

減
価
償
却
累
計
率
が
高
い
こ
と

は
老
朽
化
施
設
を
多
く
抱
え
、

近
い
将
来
に
改
築
や
大
規
模
な

補
修
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
財
政
計

画
を
早
急
に
策
定
す
べ
き
で
あ

る
。ま

た
、
七
飯
町
の
最
上
位
計

画
で
あ
る
第
４
次
七
飯
町
総
合

計
画
に
登
載
さ
れ
て
い
る
投
資

的
事
業
は
、
現
段
階
で
全
く
財

政
計
画
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い

た
め
、
平
成
26
年
度
か
ら
次
期

総
合
計
画
の
策
定
作
業
に
入
る

こ
と
を
考
慮
す
る
と
早
い
時
期

に
関
係
部
署
が
連
携
し
、
将
来

展
望
を
睨
ん
だ
財
政
計
画
に
反

映
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。

複
式
簿
記
の
機
能
を
持
つ
新

地
方
公
会
計
の
導
入
は
、
他
自

治
体
の
取
り
組
み
も
進
ん
で
い

な
い
状
況
で
あ
る
が
、
新
地
方

公
会
計
制
度
の
効
果
等
を
検
証

し
、
導
入
に
つ
い
て
検
討
す
る

こ
と
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

《
調
査
事
項
》

・
七
飯
農
業
振
興
地
域
整
備
計

画
に
つ
い
て

・
経
営
所
得
安
定
対
策
事
業
に

つ
い
て

・
遊
休
農
地
の
現
状
と
対
策
に

つ
い
て

〔
調
査
の
目
的
〕

七
飯
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画

に
つ
い
て
は
、
農
業
振
興
地
域

の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
昭
和

44
年
法
律
第
58
号
。以
下「
農
振

法
」
と
い
う
。）
に
基
づ
き
策
定

さ
れ
て
い
る
が
、
農
振
法
に
基

づ
く
規
制
及
び
七
飯
町
に
お
け

る
影
響
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ

た
。経

営
所
得
安
定
対
策
事
業
に

つ
い
て
は
、
国
の
米
の
生
産
調

整（
減
反
政
策
）の
一
環
で
あ
る

が
、
七
飯
町
に
お
け
る
取
組
状

況
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。

遊
休
農
地
の
現
状
と
対
策
に

つ
い
て
は
、
町
内
の
い
た
る
所

に
農
地
と
思
わ
れ
る
土
地
が
管

理
が
さ
れ
な
い
ま
ま
放
置
さ
れ

て
い
る
状
況
が
見
受
け
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
遊
休
農
地
の
現
状

の
把
握
と
遊
休
農
地
解
消
の
取

組
状
況
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。
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区 　 分

資 産 の 部

有形固定資産

投 資 等

流 動 資 産

負 債 の 部

正味資産の部

平成19年度

36,489,778

33,193,530

1,545,888

1,750,360

11,874,816

24,614,962

平成20年度

36,267,564

32,881,687

1,493,831

1,892,046

11,566,944

24,700,620

平成21年度

36,513,122

33,003,580

1,503,722

2,005,820

11,472,579

25,040,543

平成22年度

36,893,134

33,228,175

1,581,556

2,083,403

11,377,594

25,515,540

平成23年度

36,728,830

32,961,797

1,627,297

2,139,736

11,131,243

25,597,587

〈表２〉過去５年間のバランスシートの概要 （単位：千円）
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七飯町 議会だより

【
七
飯
農
業
振
興
地
域
整
備
計

画
に
つ
い
て
】

⑴
農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関

す
る
法
律
の
概
要

農
振
法
は
、
自
然
的
経
済
的

社
会
的
諸
条
件
を
考
慮
し
て
総

合
的
に
農
業
の
振
興
を
図
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
地
域
に
つ
い
て
、
そ
の
地
域

の
整
備
に
必
要
な
施
策
を
計
画

的
に
推
進
す
る
た
め
の
措
置
を

講
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
農
業
の

健
全
な
発
展
を
図
る
と
と
も

に
、
国
土
資
源
の
合
理
的
な
利

用
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に

昭
和
44
年
７
月
１
日
に
施
行
さ

れ
て
い
る
。

農
振
法
で
は
、
国
に
お
い
て

策
定
し
た
農
地
法
等
の
確
保
等

に
関
す
る
基
本
指
針
に
基
づ

き
、
都
道
府
県
が
農
業
振
興
地

域
整
備
基
本
方
針
を
定
め
、
農

業
振
興
地
域
を
指
定
す
る
こ
と

と
な
り
、
指
定
を
受
け
た
市
町

村
は
、
農
業
振
興
地
域
整
備
計

画
を
定
め
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

市
町
村
の
農
業
振
興
地
域
整

備
計
画
で
定
め
る
事
項
は
、
農

用
地
利
用
計
画
、
農
業
生
産
基

盤
の
整
備
開
発
計
画
、
農
用
地

等
の
保
全
計
画
な
ど
で
あ
り
、

農
用
地
利
用
計
画
は
、
農
用
地

と
し
て
利
用
す
べ
き
土
地
の
区

域（
農
用
地
区
域
）及
び
そ
の
区

域
内
に
あ
る
土
地
の
農
業
上
の

用
途
区
分
を
定
め
る
こ
と
と
な

っ
て
い
る
。

農
用
地
区
域
は
、
国
の
直
轄

事
業
、
補
助
事
業
及
び
融
資
事

業
に
よ
る
農
業
生
産
基
盤
整
備

事
業
等
に
つ
い
て
、
原
則
と
し

て
農
用
地
区
域
を
対
象
と
し
て

い
る
一
方
で
、
農
地
転
用
や
開

発
行
為
の
制
限
等
の
措
置
が
取

ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

⑵
七
飯
町
の
農
業
振
興
地
域

は
、
昭
和
45
年
度
に
地
域
指
定

さ
れ
、
昭
和
46
年
度
に
七
飯
農

業
振
興
地
域
整
備
計
画
（
以
下

「
農
振
計
画
」
と
い
う
。）
を
策

定
、
昭
和
47
年
度
に
農
振
計
画

が
認
可
さ
れ
て
以
来
、
４
回
の

見
直
し
を
行
い
、
現
在
は
平
成

22
年
９
月
に
見
直
し
策
定
し
た

も
の
で
あ
る
。

農
振
計
画
に
基
づ
く
農
業
振

興
地
域
の
面
積
は
７
千
398

㌶
で
あ
り
、
う
ち
農
用
地
３
千

607
㌶（
構
成
比
率
：
48
．８
％
）、

農
業
用
施
設
用
地
95
㌶
（
構
成

比
率
：
１
．３
％
）、森
林
・
原
野

２
千
634
㌶
（
構
成
比
率
：
35
．６

％
）、
住
宅
地
226
㌶
（
構
成
比

率
：
３
．
１
％
）、
工
場
用
地
２

㌶（
構
成
比
率
：
０
．０
％
）、そ

の
他
834
㌶（
構
成
比
率
：
11
．２

％
）
と
な
っ
て
い
る
。

農
業
振
興
地
域
の
う
ち
農
用

地
区
域
の
現
況
面
積
は
２
千
928

㌶
、う
ち
農
地
２
千
735
㌶
、採
草

放
牧
地
114
㌶
、混
牧
林
地
31
㌶
、

農
業
用
施
設
用
地
48
㌶
と
な
っ

て
お
り
、
概
ね
10
年
後
に
は
新

幹
線
関
係
で
農
地
を
27
㌶
除

外
、
農
地
と
し
て
活
用
す
る
農

地
を
51
㌶
編
入
、
差
し
引
き
24

㌶
増
加
の
設
定
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、農
振
計
画
で
は
、地
域

を
大
沼
地
区
（
大
沼
町
・
上
軍

川
・
軍
川
・
東
大
沼
・
西
大

沼
）、
藤
城
・
峠
下
地
区
（
上
藤

城
・
藤
城
・
峠
下
・
仁
山
）、
豊

田
・
鶴
野
地
区（
豊
田
・
鶴
野
）、七

飯
・
大
中
山
地
区
（
本
町
・
桜

町
・
鳴
川
町
・
緑
町
・
飯
田
町
・

大
中
山
・
大
川
・
中
野
・
中
島
）

の
４
地
区
に
分
け
、
用
途
区
分

の
構
造
、
農
業
生
産
基
盤
の
整

備
及
び
開
発
の
方
向
、
農
業
経

営
の
規
模
の
拡
大
及
び
農
用
地

等
の
効
率
的
か
つ
総
合
的
な
利

用
に
関
す
る
誘
導
方
向
な
ど
を

定
め
て
い
る
。

⑶
農
用
地
区
域
の
編
入
・
除
外

の
手
続
き
等

農
用
地
区
域
内
の
土
地
は
、

国
の
直
轄
事
業
や
補
助
事
業
の

受
益
地
と
な
っ
て
支
援
を
受
け

ら
れ
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
一
方
で
、
農
用
地
区
域
か
ら

の
除
外
や
新
た
な
編
入
に
は
、

農
振
計
画
の
変
更
が
必
要
と
な

る
こ
と
か
ら
、
北
海
道
等
と
の

相
談
や
地
域
住
民
の
意
見
を
受

け
る
た
め
の
公
告
・
縦
覧
を
経

て
、
農
振
計
画
の
変
更
に
つ
い

て
北
海
道
知
事
の
同
意
が
必
要

と
な
っ
て
い
る
。

や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り

農
業
以
外
の
目
的
で
利
用
す
る

た
め
農
用
地
区
域
か
ら
除
外
す

る
場
合
は
、
次
の
５
要
件
を
全

て
満
た
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

①
農
用
地
区
域
以
外
に
代
替
す

べ
き
土
地
が
な
い
こ
と
。

②
除
外
に
よ
り
、
土
地
の
農
業

上
の
効
率
的
か
つ
総
合
的
な
利

用
に
支
障
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
な

い
こ
と
。

③
効
率
的
か
つ
安
定
的
な
農
業

経
営
を
営
む
者
に
対
す
る
農
地

の
利
用
の
集
積
に
支
障
を
及
ぼ

す
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
。

④
除
外
に
よ
り
、
農
用
地
区
域

内
の
土
地
改
良
施
設
の
有
す
る

機
能
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ

が
な
い
こ
と
。

⑤
農
業
基
盤
整
備
事
業
完
了
後

８
年
を
経
過
し
て
い
る
も
の
で

あ
る
こ
と
。

次
に
、
新
た
に
農
用
地
区
域

に
編
入
す
る
場
合
の
要
件
は
、

次
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
。

①
既
に
設
定
さ
れ
て
い
る
農
用

地
区
域
に
連
た
ん
し
て
い
な
い

場
合
は
、
概
ね
10
㌶
以
上
の
農

地
な
ど
が
確
実
に
農
用
地
区
域

と
し
て
設
定
す
る
こ
と
が
認
め

ら
れ
る
こ
と
。

②
既
に
設
定
さ
れ
て
い
る
農
用

地
区
域
に
連
た
ん
し
て
い
る
場

合
は
、一
体
的
に
保
全
、整
備
す

る
こ
と
が
相
当
と
認
め
ら
れ
る

農
地
な
ど
で
、
概
ね
１
㌶
以
上

の
農
地
な
ど
が
確
実
に
農
用
地

区
域
と
し
て
設
定
す
る
こ
と
が

認
め
ら
れ
る
こ
と
。

農
振
計
画
の
変
更（
除
外
、用

途
区
分
変
更
）は
、農
振
計
画
の

変
更
随
時
申
出
、
北
海
道
と
の

相
談
、
公
告
・
縦
覧
、
異
議
申

立
、
北
海
道
へ
の
農
振
計
画
変

更
認
可
申
請
な
ど
の
手
続
き
が

必
要
な
こ
と
か
ら
約
４
カ
月
の

期
間
を
要
す
る
と
し
て
お
り
、

手
続
き
中
の
案
件
を
処
理
し
な

け
れ
ば
、
次
の
案
件
の
手
続
き

に
入
れ
な
い
と
し
て
い
る
。

な
お
、
平
成
25
年
度
に
お
い

て
、
経
営
体
育
成
支
援
事
業
の

取
り
組
み
に
あ
た
り
、
農
用
地

区
域
へ
の
編
入
が
必
要
な
農
地

等
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
平

成
26
年
３
月
ま
で
に
農
振
計
画

の
大
幅
な
見
直
し
を
行
う
と
し

て
い
る
。

【
経
営
所
得
安
定
対
策
事
業
に

つ
い
て
】

⑴
米
の
生
産
調
整（
減
反
政
策
）

に
お
け
る
経
営
所
得
安
定
対
策

事
業
ま
で
の
変
遷

米
の
生
産
調
整（
減
反
政
策
）

は
、
米
の
生
産
を
抑
制
す
る
こ

と
で
生
産
量
を
調
整
し
、
米
価

の
安
定
や
米
需
給
の
均
衡
を
図

る
と
と
も
に
、
他
の
作
物
に
転

作
さ
せ
る
こ
と
で
食
糧
安
全
保

障
へ
の
貢
献
及
び
地
域
適
作
の

推
進
を
図
る
国
の
政
策
で
あ

り
、
そ
の
経
緯
は
次
の
と
お
り

で
あ
る
。

①
稲
作
転
換
対
策
（
昭
和
46
年

度
～
平
成
50
年
度
）

②
水
田
総
合
利
用
対
策
（
昭
和

51
年
度
～
昭
和
52
年
度
）

③
水
田
利
用
再
編
対
策
（
昭
和

53
年
度
～
昭
和
61
年
度
）

④
水
田
農
業
確
立
対
策
（
昭
和

62
年
度
～
平
成
４
年
度
）

⑤
水
田
営
農
活
性
化
対
策
（
平

成
５
年
度
～
平
成
７
年
度
）

⑥
新
生
産
調
整
推
進
対
策
（
平

成
８
年
度
～
平
成
９
年
度
）

⑦
緊
急
生
産
調
整
推
進
対
策

（
平
成
10
年
度
～
平
成
11
年
）

⑧
水
田
農
業
経
営
確
立
対
策

（
平
成
12
年
度
～
平
成
15
年
度
）

⑨
水
田
農
業
構
造
改
革
対
策

（
平
成
16
年
度
～
平
成
21
年
度
）

⑩
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度

（
平
成
22
年
度
～
平
成
24
年
度
）

⑪
経
営
所
得
安
定
対
策
（
平
成

30



七飯町 議会だより

25
年
度
～
）

国
の
米
の
生
産
調
整
（
減
反

政
策
）は
、過
剰
す
る
米
を
調
整

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
米
を
作

ら
な
い
水
田
の
休
耕
で
進
め
ら

れ
た
が
、そ
の
後
、農
業
者
の
所

得
向
上
の
た
め
に
休
耕
田
を
活

用
し
た
転
作
田
に
補
助
金
を
支

給
す
る
方
向
に
変
わ
っ
て
き
て

い
る
。

さ
ら
に
、
平
成
６
年
の
ガ
ッ

ト
・
ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド

の
合
意
を
背
景
に
、
食
糧
管
理

法
が
平
成
７
年
に
廃
止
さ
れ
、

政
府
米
に
代
わ
り
、
自
主
流
通

米
を
米
流
通
の
主
体
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
る
と
と
も
に
食
糧

法
が
制
定
さ
れ
、
生
産
調
整
は

米
穀
の
需
給
均
衡
を
図
る
た
め

の
手
段
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
、
平
成
８
年
度
か
ら
は
食
糧

法
に
基
づ
い
て
農
業
者
や
地
域

の
自
主
性
を
尊
重
し
た
「
と
も

補
償
」に
よ
る
転
作
へ
の
支
援
、

平
成
10
年
度
か
ら
は
「
新
た
な

米
政
策
大
綱
」
に
よ
る
生
産
調

整
の
目
標
面
積
を
1.4
倍
に
強
化

す
る
対
策
、
平
成
12
年
度
か
ら

は
農
業
基
本
法
に
代
わ
り
制
定

さ
れ
た
「
食
料
・
農
業
・
農
村

基
本
法
」
の
も
と
策
定
さ
れ
た

「
水
田
を
中
心
と
す
る
土
地
利

用
型
農
業
活
性
化
対
策
大
綱
」

に
基
づ
く
対
策
、
平
成
16
年
度

か
ら
は「
米
政
策
改
革
大
綱（
平

成
14
年
策
定
）」
及
び
「
改
正
食

糧
法
（
平
成
16
年
施
行
）」
を
踏

ま
え
た
対
策
、
平
成
22
年
度
か

ら
は
農
業
者
戸
別
補
償
制
度
に

よ
る
対
策
、
平
成
25
年
度
か
ら

の
経
営
所
得
安
定
対
策
と
続

き
、
40
年
以
上
の
対
策
が
講
じ

ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
過
去
10
年
間
に
お
け

る
七
飯
町
の
対
象
農
業
者
数
及

び
転
作
（
減
反
）
面
積
の
状
況

は
、〈
表
１
〉の
と
お
り
で
あ
り
、

対
象
農
業
者
数
の
約
９
割
、
水

田
面
積
の
約
６
割
が
転
作
を

行
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

⑵
経
営
所
得
安
定
対
策
の
概
要

平
成
25
年
度
の
経
営
所
得
安

定
対
策
は
、
平
成
24
年
度
の
農

業
者
戸
別
所
得
補
償
等
と
基
本

的
に
同
じ
枠
組
み
で
実
施
す
る

こ
と
と
し
、
平
成
26
年
度
以
降

は
、
今
後
検
討
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

経
営
所
得
安
定
対
策
は
、
販

売
価
格
が
生
産
費
を
恒
常
的
に

下
回
っ
て
い
る
作
物
を
対
象
と

し
て
、
そ
の
差
額
を
交
付
す
る

こ
と
に
よ
り
、
農
業
経
営
の
安

定
と
国
内
生
産
力
の
確
保
を
図

る
と
と
も
に
、
麦
・
大
豆
等
へ

の
作
付
転
換
を
促
す
こ
と
を
目

的
と
し
て
お
り
、米
、麦
、大
豆
、

て
ん
菜
、
で
ん
粉
原
料
用
ば
れ

い
し
ょ
、
そ
ば
、
な
た
ね
で
あ

り
、水
田
に
つ
い
て
は
、水
田
活

用
の
直
接
交
付
金
と
し
て
、
こ

れ
に
加
え
て
、飼
料
作
物
、米
粉

用
・
飼
料
用
米
、Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲
、

加
工
用
米
、
地
域
特
産
物
も
交

付
対
象
と
し
て
い
る
。

交
付
金
は
、
畑
作
物
の
直
接

支
払
交
付
金
、
水
田
活
用
の
直

接
支
払
交
付
金
、
米
の
直
接
支

払
交
付
金
、
米
価
変
動
補
填
交

付
金
、
水
田
・
畑
作
経
営
所
得

安
定
対
策
（
収
入
減
少
影
響
緩

和
対
策
）
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
水
田
活
用
の
直

接
支
払
交
付
金
、
米
の
直
接
支

払
交
付
金
、
米
価
変
動
補
填
交

付
金
、
水
田
・
畑
作
経
営
所
得

安
定
対
策
（
収
入
減
少
影
響
緩

和
対
策
）
の
概
要
は
次
の
と
お

り
で
あ
る
。

①
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付

金
は
、戦
略
作
物
に
対
し
て
、10

㌃
当
た
り
３
万
５
千
円（
麦
、大

豆
、
飼
料
作
物
）、
８
万
円
（
米

粉
用
米
、飼
料
用
米
、Ｗ
Ｃ
Ｓ
用

稲
）、２
万
円（
そ
ば
、な
た
ね
、

加
工
用
米
）が
助
成
さ
れ
、さ
ら

に
二
毛
作
助
成
１
万
５
千
円
、

耕
畜
連
携
助
成
１
万
３
千
円
が

加
算
さ
れ
る
。

②
米
の
直
接
支
払
交
付
金
は
、

米
の
生
産
数
量
目
標
を
守
っ
た

農
業
者
を
対
象
に
10
㌃
当
た
り

１
万
５
千
円
が
助
成
さ
れ
る
。

③
米
価
変
動
補
填
交
付
金
は
、

24
年
産
に
米
の
所
得
補
填
交
付

金
の
交
付
を
受
け
た
者
が
対
象

で
、
24
年
産
の
販
売
価
格
が
標

準
的
な
販
売
価
格
を
下
回
っ
た

場
合
に
、
そ
の
差
額
が
補
填
さ

れ
る
。

④
水
田
・
畑
作
経
営
所
得
安
定

対
策
（
収
入
減
少
影
響
緩
和
対

策
）は
、認
定
農
業
者
等
が
24
年

産
収
入
額
の
合
計
が
標
準
的
収

入
額
を
下
回
っ
た
場
合
に
、
そ

の
減
収
額
の
９
割
が
補
填
さ
れ

る
。た
だ
し
、対
象
加
入
者
は
あ

ら
か
じ
め
一
定
額
の
積
立
金
の

拠
出
が
必
要
で
あ
る
。

⑶
七
飯
町
の
経
営
所
得
安
定
対

策
等
に
つ
い
て

七
飯
町
の
平
成
25
年
度
経
営

所
得
安
定
対
策
の
概
要
は
、
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

①
交
付
申
請
者
数
：
314
件

②
米
の
直
接
支
払
交
付
金
の
作

付
計
画
面
積
：
413
．３
㌶（
生
産

数
量
目
標
）

③
水
田
の
直
接
支
払
交
付
金
の

作
付
計
画
面
積

ア
　
戦
略
作
物
・
二
毛
作
助
成

・
基
幹
作
物
：
431
．４
㌶

（
飼
料
作
物
：
407
．９
㌶
、加
工

用
米
：
23
．５
㌶
）

イ
　
耕
畜
連
携
助
成

・
資
源
循
環
の
取
組
：
50
．４
㌶

ウ
　
産
地
資
金
に
お
け
る
そ
の

他
の
作
物（
基
幹
作
物
）の
助
成

・
野
菜
：
162
．９
㌶
、花
き
・
花

木
：
30
．４
㌶
、
備
蓄
米
：
45
．６
㌶

エ
　
米
及
び
水
田
利
用
の
直
接

交
付
金
の
交
付
対
象
農
地
：
１

千
98
．６
㌶

オ
　
経
営
所
得
安
定
対
策
交
付

金
額
（
見
込
み
）
３
億
５
千
83

万
円

【
遊
休
農
地
の
現
状
と
対
策
に

つ
い
て
】

⑴
遊
休
農
地
の
現
状

遊
休
農
地
と
は
「
耕
作
の
目

的
に
供
さ
れ
て
お
ら
ず
、か
つ
、

引
き
続
き
耕
作
の
目
的
に
供
さ

れ
な
い
と
見
込
ま
れ
る
農
地
」

で
あ
り
、
高
齢
化
等
に
よ
る
離

農
の
た
め
に
遊
休
農
地
と
な
っ

て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

ま
た
、耕
作
放
棄
地
と
は「
所

有
し
て
い
る
耕
地
の
う
ち
、
過

去
１
年
以
上
作
付
け
せ
ず
、
し

か
も
こ
の
数
年
の
間
再
び
作
付

け
す
る
考
え
の
な
い
土
地
」
を

い
い
、
耕
作
放
棄
地
に
は
、
森

林
・
原
野
化
し
た
土
地
が
含
ま

31

５４

６４

６１

５９

５９

４６

４４

４７

５６

５８

２３６

２２３

２０９

２０３

１８５

１９０

１８７

１８７

１６４

１５３

３０７

３０２

３０９

３０９

２８２

２８９

２６９

２６６

２７６

２８４

５９７

５８９

５７９

５７１

５２６

５２５

５００

５００

４９６

４９５

５２８

５２３

５２１

５１３

４７４

４６８

４５８

４７７

４８９

４８０

６８５

６８６

６８９

６９１

７０５

７０３

７１０

６８６

６７６

６８０

１，２１３

１，２０９

１，２１０

１，２０４

１，１７９

１，１７１

１，１６８

１，１６３

１，１６５

１，１６０

５６．５

５６．７

５６．９

５７．４

５９．８

６０．０

６０．８

５９．０

５８．０

５８．６

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

〈表１〉七飯町の対象農業者数及び転作（減反）面積の状況

※対象農業者数欄の「水稲」は水稲のみ、「稲＋転」は水稲＋転作、「転作」は転作のみの略である。

年度
水稲 稲＋転 転作 計 水稲 転作 計 割合

対象農業者数（戸） 転作面積（ｈａ、％）



１
．
平
成
25
年
３
月
22
日
に
第

１
回
目
の
委
員
会
を
開
催
し
、

委
員
長
に
木
下
敏
委
員
、
副
委

員
長
に
中
川
友
規
委
員
を
そ
れ

ぞ
れ
互
選
し
た
。

２
．
平
成
25
年
４
月
５
日
に
第

２
回
目
の
委
員
会
を
開
催
し
、

今
後
の
調
査
方
法
及
び
要
求
資

料
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

当
委
員
会
の
調
査
方
針
と
し

て
、
平
成
23
年
度
か
ら
赤
字
と

な
っ
た
私
会
計
で
あ
る
学
校
給

食
費
会
計
の
あ
り
方
、
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
の
運
営
の
あ
り
方

に
つ
い
て
を
当
面
の
課
題
と
し

て
調
査
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

要
求
資
料
は
、
過
去
５
年
間

の
学
校
給
食
費
会
計
の
決
算
状

況
の
ほ
か
、
平
成
23
年
度
・
平

成
24
年
度
に
赤
字
と
な
っ
た
主

た
る
原
因
、
渡
島
管
内
の
学
校

給
食
費
会
計
の
状
況
等
と
す
る

こ
と
を
確
認
し
て
、
委
員
会
を

閉
会
し
た
。

３
．
平
成
25
年
５
月
１
日
に
第

３
回
目
の
委
員
会
を
開
催
し
、

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
長
の
出
席

を
求
め
、
提
出
の
あ
っ
た
資
料

に
基
づ
き
聴
取
調
査
を
行
っ
た
。

は
じ
め
に
、
提
出
資
料
の
説

明
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
昭

七飯町 議会だより

れ
る
が
、
遊
休
農
地
に
は
こ
の

よ
う
な
土
地
が
含
ま
れ
な
い
こ

と
と
な
っ
て
い
る
。

過
去
５
年
間
の
七
飯
町
の
農

地
面
積
及
び
遊
休
農
地
の
状
況

は
〈
表
２
〉
の
と
お
り
で
あ
り
、

農
地
面
積
は
横
ば
い
で
あ
る

が
、
遊
休
農
地
は
平
成
24
年
度

で
85
．３
㌶
と
な
っ
て
お
り
、前

年
度
と
比
較
し
て
18
．２
㌶
増

え
て
い
る
が
、こ
れ
は
、現
地
調

査
に
よ
っ
て
把
握
で
き
た
数
値

で
あ
り
、
潜
在
的
に
は
ま
だ
多

く
の
遊
休
農
地
が
あ
る
も
の
と

捉
え
ら
れ
て
い
る
。

⑵
遊
休
農
地
解
消
の
た
め
の
取

組
状
況

遊
休
農
地
は
現
地
調
査
に
お

い
て
も
、
耕
作
の
目
的
に
供
さ

れ
て
い
な
い
た
め
荒
地
と
な
っ

て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
景
観

を
阻
害
す
る
ば
か
り
で
な
く
病

害
虫
の
発
生
も
危
惧
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
遊
休
農
地
の
解
消
は

重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

農
業
委
員
会
で
は
、
毎
年
４

地
区
に
分
け
て
、
担
当
地
区
農

業
委
員
が
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
て
お
り
、
農
地
の
利
用

状
況
に
つ
い
て
調
査
・
確
認
を

行
い
、
遊
休
農
地
と
判
断
さ
れ

た
農
地
の
所
有
者
に
対
し
て
口

頭
で
指
導
し
、
耕
作
の
再
開
を

促
す
と
と
も
に
売
買
・
賃
貸
借

に
よ
る
担
い
手
農
家
へ
の
利
用

集
積
を
図
っ
て
い
る
。

な
お
、
指
導
に
よ
る
遊
休
農

地
の
解
消
は
、
平
成
23
年
度
で

７
．２
㌶
、
平
成
24
年
度
で
５
．１

㌶
、２
カ
年
で
は
12
．３
㌶
で
あ

り
、
う
ち
耕
作
再
開
は
６
．９
㌶

と
な
っ
て
い
る
が
、
遊
休
農
地

解
消
の
取
り
組
み
は
不
十
分
と

し
て
い
る
。

遊
休
農
地
に
係
る
国
等
か
ら

の
指
導
は
、
平
成
21
年
の
農
地

法
の
改
正
に
よ
り
、
農
業
委
員

会
が
農
地
の
利
用
状
況
調
査
に

お
い
て
遊
休
農
地
と
判
定
し
た

場
合
は
、
所
有
者
に
対
し
指

導
・
勧
告
等
の
法
的
措
置
を
行

う
と
と
も
に
遊
休
農
地
解
消
の

た
め
の
支
援
も
講
じ
ら
れ
て
い

る
が
、
七
飯
町
の
場
合
は
口
頭

で
の
指
導
に
留
ま
っ
て
い
る
。

３
．
ま
と
め

七
飯
農
業
振
興
地
域
整
備
計

画
に
つ
い
て
は
、
昭
和
44
年
に

農
業
の
健
全
な
発
展
と
国
土
資

源
の
合
理
的
な
利
用
に
供
す
る

こ
と
を
目
的
に
「
農
業
振
興
地

域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
」
が

施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
七

飯
町
に
お
い
て
も
昭
和
46
年
度

に
「
七
飯
農
業
振
興
地
域
整
備

計
画
」が
策
定
さ
れ
、そ
の
後
４

回
の
見
直
し
が
行
わ
れ
て
い
る

が
、平
成
25
年
度
に
お
い
て
、経

営
体
育
成
支
援
事
業
の
取
り
組

み
な
ど
に
よ
り
大
幅
な
見
直
し

を
行
う
と
し
て
い
る
。

農
振
法
に
基
づ
く
農
用
地
区

域
の
指
定
は
、
農
業
・
農
地
を

守
る
と
い
う
観
点
及
び
農
業
基

盤
を
確
立
す
る
上
で
は
有
効
な

手
段
で
あ
る
一
方
で
、
農
用
地

区
域
か
ら
の
除
外
手
続
き
に
５

要
件
が
あ
り
、か
つ
、約
４
カ
月

を
要
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
特

に
、
新
た
に
農
用
地
区
域
に
編

入
す
る
土
地
所
有
者
に
は
十
分

な
説
明
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

経
営
所
得
安
定
対
策
事
業
に

つ
い
て
は
、
米
の
生
産
調
整
で

あ
る
減
反
政
策
が
始
ま
っ
て
か

ら
40
年
以
上
が
経
過
し
て
お

り
、そ
の
間
、度
重
な
る
制
度
の

改
正
に
よ
り
、
農
業
者
を
は
じ

め
町
や
Ｊ
Ａ
な
ど
の
関
係
機
関

に
戸
惑
い
を
招
い
て
い
る
こ
と

は
否
め
な
い
状
況
で
あ
る
。

ま
た
、
平
成
25
年
度
の
経
営

所
得
安
定
対
策
事
業
は
、
前
施

策
の
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制

度
を
踏
襲
す
る
も
の
の
、
平
成

26
年
度
以
降
は
今
後
検
討
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

米
の
生
産
調
整（
減
反
政
策
）

は
、
米
の
過
剰
か
ら
始
ま
っ
た

制
度
で
あ
る
が
、
度
重
な
る
制

度
改
正
を
関
係
機
関
が
熟
知
し

て
、
農
業
者
に
不
利
益
が
生
じ

な
い
よ
う
に
説
明
及
び
指
導
す

る
こ
と
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

遊
休
農
地
の
現
状
と
対
策
に

つ
い
て
は
、
現
地
調
査
に
お
い

て
も
遊
休
農
地
は
荒
地
と
な
っ

て
い
る
た
め
、
景
観
が
阻
害
さ

れ
て
お
り
、ま
た
、ご
み
の
不
法

投
棄
の
場
所
に
な
る
こ
と
も
懸

念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
遊
休
農

地
の
解
消
は
重
要
な
課
題
で
あ

る
。こ

の
こ
と
か
ら
、
遊
休
農
地

の
解
消
の
た
め
、
所
有
者
が
判
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４５．２

６８．２

６８．２

６８．２
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８５．３

２．３

２．３

２．３

２．２

２．８

２０

２１

２２

２３

２４

〈表２〉七飯町の農地面積及び遊休農地の状況　

年度
田 畑 計 田 畑 計 割合
対象農業者数（戸） 転作面積（ｈａ、％）

（単位：ｈａ、％）

特
別
委
員
会
報
告

学
校
給
食
事
業
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会
報
告
書

委
員
長　

木　

下　
　
　

敏

（
中
間
報
告
書
）

平
成
25
年
３
月
22
日
第
１
回
定
例
会
に
お
い
て
設
置
さ
れ

た
当
特
別
委
員
会
が
、こ
れ
ま
で
調
査
し
た
結
果
を
下
記
の
と

お
り
報
告
す
る
。

明
し
て
い
る
農
地
で
高
齢
者
及

び
後
継
者
が
い
な
い
な
ど
に
よ

り
耕
作
再
開
の
見
込
み
が
な
い

所
有
者
に
対
し
て
は
、
積
極
的

な
指
導
を
行
い
、
担
い
手
農
家

等
に
利
用
集
積
を
図
る
こ
と
を

望
む
も
の
で
あ
る
。



和
41
年
４
月
の
開
設
以
来
47
年

が
経
過
し
て
お
り
、
昭
和
63
年

に
増
築
さ
れ
、面
積
は
502
．22
㎡
、

蒸
気
ボ
イ
ラ
ー
・温
水
ボ
イ
ラ
ー
・

蒸
気
回
転
釜
・
ガ
ス
回
転
釜
・

食
器
洗
浄
機
な
ど
の
設
備
を
有

し
て
い
る
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
職
員

は
、
平
成
25
年
４
月
に
専
任
で

配
置
さ
れ
た
セ
ン
タ
ー
長
の
ほ

か
、事
務
係
長
、栄
養
士（
栄
養

教
諭
）２
名
を
配
置
し
て
お
り
、

調
理
部
門
及
び
配
送
部
門
は
平

成
20
年
度
よ
り
民
間
業
者
に
委

託
し
て
い
る
。

給
食
の
内
容
は
、
主
食
の
パ

ン
・
米
飯
の
ほ
か
副
食
、
牛
乳

で
あ
り
、
米
穀
・
小
麦
は
北
海

道
産
、
副
菜
も
季
節
に
応
じ
て

七
飯
産
・
北
海
道
産
な
ど
を
指

定
し
、
地
産
地
消
に
努
め
て
い

る
。１

カ
月
当
た
り
の
給
食
費

は
、小
学
生
で
３
千
350
円
、中
学

生
で
４
千
200
円
と
な
っ
て
お

り
、
年
間
の
給
食
実
施
回
数
は

187
回
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
１
食
当
た
り
平
均
の
単
価

は
、小
学
生
が
215
円
、中
学
生
が

270
円
と
な
っ
て
い
る
。

給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
そ
の
運

営
に
関
す
る
重
要
な
事
項
の
審

議
及
び
こ
れ
に
必
要
な
調
査
研

究
と
助
言
を
行
う
こ
と
を
目
的

に
七
飯
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

運
営
委
員
会
（
以
下
「
運
営
委

員
会
」
と
い
う
。）
を
設
置
し
て

お
り
、そ
の
構
成
は
、各
小
中
学

校
長
、
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
若
干

名
と
有
識
者
の
19
名
が
委
員
と

な
っ
て
い
る
。

運
営
委
員
会
の
業
務
は
、
次

の
と
お
り
で
あ
り
、
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
関
し
て
、

運
営
委
員
会
は
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
。

①
学
校
給
食
の
啓
蒙
推
進
を
図

る
こ
と
。

②
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
実
施

運
営
に
関
す
る
こ
と
。

③
学
校
給
食
費
の
決
定
、
変
更

並
び
に
予
算
の
審
査
を
行
う
こ

と
。

④
学
校
給
食
に
対
す
る
意
見
、

要
望
を
行
う
こ
と
。

⑤
そ
の
他
目
的
達
成
の
た
め
に

必
要
な
こ
と
を
行
う
。

次
に
、
平
成
20
年
度
か
ら
平

成
24
年
度
ま
で
の
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
の
給
食
数
は〈
表
１
〉の

と
お
り
で
あ
る
。

平
成
24
年
度
は
平
成
20
年
度

と
比
較
し
て
、
小
学
校
の
児
童

数
で
144
人
、
中
学
校
の
生
徒
数

で
71
人
が
そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
て

お
り
、
教
職
員
及
び
給
食
セ
ン

タ
ー
職
員
を
含
め
た
総
体
で
は

208
人
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
給
食
数
の
合
計
で
は

平
成
24
年
度
が
44
万
９
千
866
食

で
、
平
成
20
年
度
と
比
較
し
て

３
万
６
千
779
食
の
減
少
と
な
っ

て
い
る
。

な
お
、
平
成
24
年
度
の
米
飯

給
食
は
26
万
２
千
67
食
で
約

58
％
、
パ
ン
給
食
は
18
万
７
千

819
食
で
約
42
％
と
な
っ
て
お

り
、
例
年
ほ
ぼ
同
じ
割
合
と
な

っ
て
い
る

次
に
、
平
成
20
年
度
か
ら
平

成
24
年
度（
見
込
み
）ま
で
の
七

飯
町
学
校
給
食
費
会
計
決
算
の

状
況
は〈
表
２
〉の
と
お
り
で
あ

る
。

給
食
費
会
計
は
、
平
成
22
年

度
ま
で
は
黒
字
で
あ
っ
た
が
、

平
成
23
年
度
で
は
731
万
７
千
53

円
の
赤
字
で
あ
り
、
平
成
24
年

度
で
は
、
町
か
ら
の
補
助
金
を

含
め
て
560
万
902
円
の
赤
字
見
込

み
と
な
っ
て
い
る
。

特
に
、
赤
字
と
な
っ
た
平
成

23
年
度
は
、
収
入
で
は
給
食
費

の
減
収
に
よ
り
、
平
成
22
年
度

と
比
較
し
て
211
万
３
千
13
円
の

減
少
と
な
っ
て
お
り
、
給
食
費

未
納
額
が
現
年
分
と
滞
納
繰
越

分
を
合
わ
せ
て
806
万
４
千
595
円

七飯町 議会だより
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と
な
り
、
平
成
22
年
度
と
比
較

し
て
65
万
400
円
増
加
し
て
い
る
。

支
出
で
は
、
平
成
22
年
度
と

比
較
し
て
524
万
３
千
557
円
増
加

し
て
お
り
、
パ
ン
購
入
費
・
米

飯
購
入
費
、
牛
乳
購
入
費
が
減

少
し
て
い
る
も
の
の
、
副
材
料

購
入
費
が
平
成
22
年
度
と
比
較

し
て
604
万
５
千
449
円
増
加
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
赤
字
の
要
因

と
し
て
、
給
食
費
未
納
額
の
増

加
と
と
も
に
副
材
料
で
あ
る
冷

凍
食
材
・
加
工
品
、
肉
類
等
の

購
入
費
の
増
加
、
調
味
料
の
値

上
が
り
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。

給
食
費
の
徴
収
方
法
は
、
平

成
５
年
度
か
ら
口
座
自
動
振
替

制
度
を
導
入
し
て
お
り
、
食
べ

た
翌
月
の
10
日
を
口
座
引
き
落

と
し
の
期
日
と
し
て
い
る
。

給
食
費
の
未
納
者
に
対
し
て

は
、
納
期
限
の
20
日
以
内
に
督

促
状
を
発
送
し
て
お
り
、
そ
の

後
、
催
告
書
を
発
送
し
て
い
る

が
、
戸
別
訪
問
に
よ
る
徴
収
は

行
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ

る
。委

員
か
ら
は
、
赤
字
の
要
因

給 食 費

　現 年 度 分

　滞 納 繰 越 分

雑 入

借 入 金

補 助 金

繰 越 金

合　　計

113,322,585

111,556,500

1,766,085

175,347

11,000,000

54,127

124,552,059

110,617,245

108,874,295

1,742,950

296,607

11,000,000

78,312

121,992,164

108,616,250

107,718,325

897,925

254,836

11,000,000

73,214

119,944,300

106,569,505

105,719,405

850,100

222,265

11,000,000

39,517

117,831,287

104,549,350

103,004,700

1,544,650

602,290

11,000,000

5,773,350

△7,317,053

114,607,937

〈表２〉七飯町学校給食費会計決算の状況
【収入】 （単位：円）

２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度
（見込み）科　　目

パ ン 購 入 費

パ ン 加 工 賃

パ ン 包 装 台

米 飯 購 入 費

牛 乳 購 入 代

副 材 料 購 入 費

食 材 費 計

返 済 金

支 払 利 息

公 課 費

合 計

収入支出差引額

8,869,718

183,075

1,217,075

15,881,694

17,657,667

69,664,543

113,473,747

11,000,000

124,473,747

78,312

9,277,662

248,500

1,426,781

15,209,060

17,971,832

66,783,815

110,917,650

11,000,000

1,300

121,918,950

73,214

9,418,654

287,922

1,425,521

15,608,904

17,972,870

64,190,912

108,904,783

11,000,000

119,904,783

39,517

9,196,844

197,950

1,561,569

15,009,852

17,945,764

70,236,361

114,148,340

11,000,000

125,148,340

△7,317,053

9,451,364

253,831

1,642,800

15,682,833

17,852,891

64,317,231

109,200,950

11,000,000

7,889

120,208,839

△5,600,902

【収入】 （単位：円）

２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度
（見込み）科　　目

小 学 校 児 童 数

中 学 校 生 徒 数

教 職 員 等

給 食 セ ン タ ー

人 数 合 計

給 食 数 合 計

うち　米 飯 給 食

うち　パ ン 給 食

1,599

855

198

21

2,673

486,665

289,568

197,097

1,539

833

201

21

2,594

459,656

267,633

192,023

1,519

830

199

20

2,568

469,466

276,358

193,108

1,488

810

205

19

2,522

459,570

272,420

187,150

1,455

784

206

20

2,465

449,886

262,067

187,819

〈表１〉学校給食センター給食数の推移

２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度
（見込み）科　　目



の
許
可
が
必
要
と
な
る
が
、
国

の
政
策
的
予
算
の
活
用
な
ど
新

た
な
財
源
等
を
見
極
め
て
、
で

き
る
だ
け
早
い
時
期
に
建
設
し

た
い
と
の
意
向
で
あ
る
。

し
か
し
、
建
設
予
定
場
所
を

現
地
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
杉
の

木
が
密
集
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、委
員
か
ら
は
、木
の
伐
採
に

反
対
す
る
声
が
多
く
あ
り
、
建

設
場
所
や
木
を
伐
採
し
な
い
配

置
計
画
に
つ
い
て
見
直
し
を
検

討
す
る
よ
う
、
理
事
者
側
に
求

め
た
。

ま
た
、次
回
の
委
員
会
で
は
、

学
校
給
食
費
会
計
の
赤
字
を
結

論
付
け
る
こ
と
及
び
教
育
長
の

出
席
を
求
め
る
こ
と
を
確
認
し

て
、
委
員
会
を
閉
会
し
た
。

５
．
平
成
25
年
７
月
４
日
に
第

５
回
目
の
委
員
会
を
開
催
し
、

教
育
長
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

長
の
出
席
を
求
め
、
提
出
の
あ

っ
た
資
料
に
基
づ
き
聴
取
調
査

を
行
っ
た
。

は
じ
め
に
、
提
出
資
料
の
説

明
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

学
校
給
食
費
会
計
の
平
成
15

年
度
～
平
成
24
年
度（
見
込
み
）

の
決
算
状
況
は
、
平
成
22
年
度

ま
で
は
黒
字
会
計
で
あ
っ
た

が
、
平
成
23
年
度
は
731
万
７
千

53
円
の
赤
字
と
な
り
、
平
成
24

年
度
も
単
年
度
で
349
万
１
千
714

円
の
赤
字
を
見
込
ん
で
い
る

が
、
平
成
23
年
度
分
補
助
金
の

精
算
を
含
め
る
と
500
万
円
を
超

え
る
赤
字
を
見
込
ん
で
い
る
。

会
計
の
事
務
処
理
は
、
月
別

の
収
支
計
画
書
を
作
成
し
て
お

ら
ず
、
収
入
・
支
出
は
金
銭
出

納
簿
に
お
い
て
管
理
し
て
い
る

が
、
金
銭
出
納
簿
は
収
支
の
結

果
の
み
の
記
載
で
あ
る
こ
と
か

ら
、今
後
は
、歳
出
超
過
を
早
期

に
発
見
す
る
た
め
に
も
、
計
画

的
な
収
入
・
支
出
の
見
込
み
を

把
握
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

給
食
費
会
計
の
赤
字
に
係
る

運
営
委
員
会
で
の
協
議
は
、
平

成
24
年
３
月
の
運
営
委
員
会
で

は
赤
字
見
込
み
の
報
告
は
し
て

お
ら
ず
、
平
成
24
年
12
月
の
運

営
委
員
会
で
平
成
23
年
度
決
算

に
お
い
て
赤
字
に
な
っ
た
こ
と

を
は
じ
め
て
報
告
し
て
い
る
。

ま
た
、
平
成
25
年
３
月
の
運

営
委
員
会
で
は
、
赤
字
に
対
し

て
議
会
に
報
告
し
、
町
か
ら
補

助
金
を
受
け
る
と
と
も
に
私
会

計
か
ら
公
会
計
へ
の
移
行
並
び

に
給
食
費
の
値
上
げ
に
つ
い
て

は
慎
重
を
期
す
る
こ
と
を
報
告

し
て
い
る
。

運
営
委
員
会
で
は
、
平
成
23

年
度
の
執
行
中
に
赤
字
が
把
握

で
き
た
の
で
は
な
い
か
、
給
食

費
会
計
は
赤
字
に
な
ら
な
い
よ

う
に
す
る
の
が
常
識
、
滞
納
者

七飯町 議会だより

の
一
つ
で
あ
る
給
食
費
未
納
額

が
増
え
て
い
る
こ
と
に
対
し

て
、
収
納
努
力
が
足
り
な
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
の
指
摘
に

対
し
、そ
れ
を
認
め
た
う
え
で
、

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
長
が
専
任

で
配
置
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

給
食
費
未
納
額
の
圧
縮
の
た

め
、
戸
別
訪
問
に
よ
る
徴
収
努

力
及
び
実
態
調
査
を
行
い
、
支

払
能
力
の
あ
る
未
納
者
に
対
し

て
は
、
裁
判
所
へ
の
支
払
督
促

も
検
討
す
る
な
ど
未
納
者
対
策

に
努
め
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
副
材
料
購
入
費
が
増

加
し
た
こ
と
に
伴
い
、
き
ち
ん

と
分
析
す
る
よ
う
に
求
め
、
次

回
の
委
員
会
に
提
出
す
る
こ
と

と
し
た
。

次
に
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

の
改
築
に
伴
う
土
地
利
用
構
想

図
作
成
委
託
に
係
る
情
報
提
供

が
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
今
後

の
委
員
会
で
は
、
学
校
給
食
費

会
計
の
赤
字
問
題
と
併
せ
て
、

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
改
築
計

画
も
並
行
し
て
調
査
す
る
こ
と

と
し
た
。

次
回
の
委
員
会
で
は
、
学
校

給
食
費
会
計
の
赤
字
の
分
析

と
、
給
食
セ
ン
タ
ー
改
築
予
定

地
の
現
地
調
査
を
行
う
こ
と
を

確
認
し
、委
員
会
を
閉
会
し
た
。

４
．
平
成
25
年
５
月
28
日
に
第

４
回
目
の
委
員
会
を
開
催
し
、

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
長
の
出
席

を
求
め
、
提
出
の
あ
っ
た
資
料

に
基
づ
き
聴
取
調
査
を
行
う
と

と
も
に
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
改

築
予
定
地
の
現
地
調
査
を
行
っ

た
。は

じ
め
に
、
提
出
資
料
の
説

明
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

平
成
23
年
度
・
平
成
24
年
度

の
学
校
給
食
費
の
赤
字
の
原
因

と
し
て
、１
点
目
は
、給
食
費
収

入
の
減
少
を
挙
げ
て
い
る
。

給
食
費
収
入
は
、
平
成
23
年

度
が
平
成
22
年
度
よ
り
204
万
６

千
745
円
（
１
．９
％
）
の
減
少
、

平
成
24
年
度
は
平
成
23
年
度
よ

り
202
万
155
円
（
１
．９
％
）
の
減

少
と
な
っ
て
お
り
、
２
年
間
で

406
万
６
千
900
円
（
３
．７
％
）
の

減
少
と
な
っ
て
い
る
。

２
点
目
は
、
給
食
材
料
費
の

増
加
を
挙
げ
て
お
り
、特
に
、問

屋
食
材
の
購
入
額
が
平
成
23
年

度
は
平
成
22
年
度
よ
り
922
万
４

千
298
円
増
加
し
て
お
り
、
平
成

24
年
度
も
平
成
22
年
度
よ
り
542

万
２
千
451
円
の
増
加
と
な
っ
て

い
る
。

問
屋
食
材
の
利
用
増
加
は
、

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
調
理
施

設
で
の
衛
生
管
理
面
か
ら
、
前

日
等
の
下
処
理
が
で
き
な
い
こ

と
か
ら
、
冷
凍
食
材
や
半
調
理

食
材
の
利
用
が
増
え
た
こ
と
に

よ
る
も
の
と
し
て
い
る
。

３
点
目
は
、
平
成
９
年
度
か

ら
給
食
費
を
改
正
し
て
い
な
か

っ
た
こ
と
を
挙
げ
て
お
り
、
パ

ン
・
米
飯
・
牛
乳
等
の
価
格
が

上
昇
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
収

支
の
均
衡
を
考
慮
し
た
給
食
費

の
改
正
が
必
要
だ
っ
た
と
し
て

い
る
。

次
に
、
現
在
の
給
食
費
の
徴

収
方
法
に
つ
い
て
は
、
平
成
５

年
度
か
ら
口
座
振
替
に
よ
る
徴

収
方
法
を
導
入
し
て
お
り
、
引

き
落
と
し
期
日
は
翌
月
の
10
日

と
し
て
い
る
。

未
納
者
に
対
し
て
は
、
督
促

状
を
送
付
、
さ
ら
に
現
年
分
と

滞
納
繰
越
分
の
未
納
金
を
全
て

記
載
し
た
催
告
状
を
送
付
し

て
、
納
入
を
促
し
て
い
る
。

平
成
５
年
度
か
ら
導
入
し
た

口
座
振
替
制
度
以
降
の
未
納
者

増
加
に
対
応
す
る
た
め
、
平
成

７
年
度
か
ら
平
成
16
年
度
ま
で

は
徴
収
嘱
託
員
１
名
を
採
用

し
、
毎
年
200
万
円
以
上
の
給
食

費
を
徴
収
し
て
い
た
。

現
年
分
の
徴
収
率
は
、
平
成

13
年
度
ま
で
99
％
を
超
え
て
い

た
が
、
そ
の
後
は
99
％
を
下
回

り
、
徴
収
嘱
託
員
が
廃
止
さ
れ

た
平
成
17
年
度
は
97
．41
％
、平

成
24
年
度
は
97
％
を
下
回
る
見

込
み
と
な
り
、併
せ
て
、未
納
額

も
増
加
す
る
傾
向
で
あ
る
。

未
納
給
食
費
の
徴
収
対
策
と

し
て
は
、新
た
に
、専
任
の
セ
ン

タ
ー
長
が
配
属
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
戸
別
訪
問
の
実
施
に
よ

る
納
入
相
談
を
強
化
す
る
と
と

も
に
、
納
入
相
談
に
誠
意
が
見

ら
れ
な
い
未
納
者
に
対
し
て
は

民
事
訴
訟
手
続
き
の
事
務
作
業

を
進
め
る
と
し
て
い
る
。

次
に
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

改
築
計
画
に
つ
い
て
は
、
平
成

25
年
度
に
お
い
て
土
地
利
用
構

想
図
を
作
成
す
る
委
託
料
を
計

上
し
、
入
札
に
よ
り
委
託
業
者

が
決
定
し
て
い
る
。

改
築
場
所
は
、
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
改
築
事
業
打
合
せ
会
議

に
お
い
て
、
５
カ
所
の
候
補
地

か
ら
、
現
在
の
給
食
セ
ン
タ
ー

に
隣
接
す
る
国
有
地
を
選
定

し
、
七
重
小
学
校
に
併
設
し
て

建
設
す
る
こ
と
を
決
定
し
て
い

る
。新

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
概

要
は
、
給
食
提
供
数
を
２
千
500

食
と
し
、
ド
ラ
イ
シ
ス
テ
ム
の

導
入
に
よ
り
、
延
床
面
積
を
１

千
500
㎡
～
２
千
㎡
程
度
と
想
定

し
て
い
る
。

ま
た
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
、
給
食
セ
ン
タ
ー
が
工
場

に
位
置
付
け
さ
れ
、
建
設
場
所

が
市
街
化
区
域
の
第
１
種
住
居

地
域
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
建
設

の
際
に
は
北
海
道
建
築
審
査
会

34
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に
対
す
る
改
善
は
さ
れ
て
い
な

い
、
給
食
費
問
題
を
保
護
者
に

も
知
ら
せ
る
べ
き
で
は
な
い
か

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
て
い
る
。

赤
字
の
原
因
の
一
つ
と
し
て

い
る
副
食
費
の
単
価
ア
ッ
プ
に

つ
い
て
は
、
他
市
の
給
食
に
お

い
て
食
中
毒
が
発
生
し
た
後

に
、
北
海
道
教
育
庁
か
ら
学
校

給
食
に
お
け
る
衛
生
管
理
の
徹

底
と
学
校
給
食
施
設
の
一
斉
点

検
調
査
及
び
指
導
で
、
衛
生
管

理
基
準
の
共
通
事
項
で
あ
る

「
給
食
の
食
品
は
、
原
則
と
し

て
前
日
調
理
は
行
わ
ず
、
全
て

そ
の
日
に
学
校
給
食
調
理
場
で

調
理
し
・
・
・
」
の
基
準
が
事

故
防
止
に
は
重
要
で
あ
り
、
現

在
の
七
飯
町
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
で
は
、
全
て
そ
の
日
の
う
ち

に
調
理
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
冷
凍
食
材
の
購

入
が
増
え
て
い
る
と
の
説
明
が

あ
っ
た
。

次
に
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

改
築
に
つ
い
て
は
、
施
設
の
老

朽
化
と
学
校
給
食
の
衛
生
管
理

基
準
を
遵
守
す
る
た
め
に
は
、

早
い
時
期
の
改
築
が
必
須
で
あ

る
と
し
て
、
庁
舎
内
に
お
い
て

副
町
長
、
教
育
長
な
ど
で
構
成

す
る
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
改
築

事
業
打
ち
合
わ
せ
会
議
に
お
い

て
建
設
場
所
を
協
議
し
て
い

る
。

打
ち
合
わ
せ
会
議
で
は
、
当

初
５
カ
所
の
候
補
地
を
選
定

し
、面
積
、運
搬
コ
ス
ト
、周
辺

へ
の
影
響
な
ど
14
項
目
で
評
価

し
た
結
果
、
七
重
小
学
校
に
併

設
す
る
こ
と
で
決
定
す
る
と
と

も
に
、
七
重
小
学
校
へ
の
併
設

に
係
る
配
置
案
も
２
パ
タ
ー
ン

（
３
案
）で
協
議
し
、七
重
小
学

校
建
替
時
の
影
響
、
建
設
コ
ス

ト
、
維
持
管
理
コ
ス
ト
の
影
響

な
ど
５
項
目
で
評
価
し
た
結

果
、七
重
小
学
校
に
隣
接
し
、給

食
セ
ン
タ
ー
の
工
場
部
を
平
屋

建
て
と
す
る
こ
と
を
決
定
し
て

い
る
。

し
か
し
、前
回
の
委
員
会
で
、

杉
の
木
を
大
量
に
伐
採
す
る
こ

と
に
反
対
の
意
見
が
多
く
出
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
現
段
階
で

の
建
設
場
所
は
未
定
と
し
て
い

る
。教

育
長
か
ら
、
学
校
給
食
費

会
計
の
赤
字
の
原
因
は
、
食
材

の
調
達
と
滞
納
整
理
が
上
手
く

い
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
尽

き
る
と
と
も
に
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
の
改
築
場
所
に
つ
い
て

は
、
運
搬
経
費
等
も
含
め
て
七

重
小
学
校
に
併
設
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
し
て
い
た
が
、
文

化
の
森
構
想
の
一
翼
を
担
う
杉

林
を
伐
採
す
る
べ
き
で
は
な
い

と
の
判
断
か
ら
、
七
重
小
学
校

へ
の
併
設
を
断
念
す
る
こ
と
で

進
め
る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

今
回
提
出
さ
れ
た
資
料
が
膨

大
な
た
め
、
資
料
の
説
明
に
対

す
る
質
疑
は
次
回
の
委
員
会
で

行
う
こ
と
を
確
認
し
て
、
委
員

会
を
閉
会
し
た
。

６
．
平
成
25
年
７
月
11
日
に
第

６
回
目
の
委
員
会
を
開
催
し
、

教
育
長
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

長
の
出
席
を
求
め
、
前
回
の
委

員
会
で
説
明
の
あ
っ
た
資
料
に

つ
い
て
の
聴
取
調
査
を
行
っ

た
。は

じ
め
に
、
学
校
給
食
費
会

計
の
赤
字
に
つ
い
て
、
委
員
か

ら
主
に
次
の
質
問
が
あ
っ
た
。

①
赤
字
の
原
因
を
ど
の
よ
う
に

と
ら
え
て
い
る
の
か
。

②
町
か
ら
の
借
入
金
１
千
100
万

円
の
返
済
を
見
込
ん
で
い
な
か

っ
た
の
か
。

③
事
務
の
引
き
継
ぎ
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。

④
職
員
の
配
置
や
給
食
セ
ン
タ
ー

の
運
営
を
係
長
な
ど
に
任
せ
き

り
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
23
年

度
か
ら
の
大
幅
な
赤
字
と
な
っ

て
い
る
が
教
育
長
等
の
責
任
を

ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

そ
れ
に
対
し
、
教
育
委
員
会

の
答
弁
は
、
次
の
と
お
り
で
あ

る
。

①
赤
字
の
原
因
の
一
つ
は
副
食

費
の
増
加
で
あ
る
。こ
れ
は
、他

市
で
学
校
給
食
を
原
因
と
す
る

集
団
食
中
毒
が
発
生
し
た
こ
と

に
伴
い
、
北
海
道
教
育
庁
等
か

ら
食
材
は
下
処
理（
前
日
処
理
）

で
は
な
く
当
日
処
理
す
る
よ
う

に
指
導
が
あ
り
、
七
飯
町
の
給

食
セ
ン
タ
ー
で
の
当
日
処
理
は

難
し
い
た
め
、
冷
凍
副
食
材
の

購
入
が
増
え
て
い
る
。ま
た
、給

食
費
の
未
納
者
が
増
え
て
い
る

こ
と
や
平
成
９
年
度
か
ら
給
食

費
の
値
上
げ
を
し
て
い
な
い
た

め
、
渡
島
管
内
で
は
下
か
ら
２

番
目
に
安
い
給
食
費
で
あ
る
こ

と
が
影
響
し
て
い
る
。

②
町
か
ら
の
借
入
金
は
、
給
食

費
の
納
入
が
５
月
か
ら
で
あ

り
、
４
月
に
運
転
資
金
と
し
て

借
り
入
れ
、
翌
年
の
３
月
に
返

済
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、

担
当
者
が
借
入
金
の
返
済
を
見

落
と
し
て
い
た
た
め
、
年
度
途

中
で
の
マ
イ
ナ
ス
に
気
が
付
か

な
か
っ
た
。

③
事
務
の
引
き
継
ぎ
は
、
一
般

的
に
前
任
者
か
ら
後
任
者
に
文

書
で
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
る

が
、
セ
ン
タ
ー
長
は
４
月
に
配

属
さ
れ
て
い
る
た
め
、
担
当
者

の
引
き
継
ぎ
は
確
認
し
て
い
な

い
。

④
３
月
定
例
会
の
補
正
予
算
の

審
議
の
中
で
も
答
弁
し
て
い
る

が
、
事
務
方
の
最
高
責
任
者
で

あ
る
教
育
長
が
責
任
を
取
ら
な
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け
れ
ば
な
ら
な
い
。
職
員
配
置

に
つ
い
て
は
４
月
か
ら
セ
ン
タ
ー

長
を
配
置
し
て
い
る
が
、
こ
う

い
う
事
が
繰
り
返
さ
な
い
た
め

に
も
、
職
員
の
配
置
に
つ
い
て

は
町
長
部
局
に
要
請
す
る
。
い

ず
れ
き
っ
ち
り
し
た
方
向
性
が

出
た
段
階
で
処
分
の
取
り
方
を

提
案
し
た
い
。

委
員
か
ら
は
、
町
か
ら
の
借

入
金
の
返
済
を
見
落
と
し
て
い

た
こ
と
に
対
し
て
、
職
員
の
怠

慢
で
は
な
い
か
と
の
指
摘
が
あ

り
、
教
育
委
員
会
も
初
歩
的
な

ミ
ス
と
認
め
て
い
る
一
方
で
、

セ
ン
タ
ー
長
が
兼
務
の
た
め

チ
ェ
ッ
ク
が
で
き
な
か
っ
た
と

し
て
い
る
。

次
に
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
改

築
場
所
に
つ
い
て
、
委
員
か
ら

主
に
次
の
質
問
が
あ
っ
た
。

①
七
重
小
学
校
へ
の
併
設
を
断

念
し
た
理
由
は
何
か
。
工
夫
を

す
れ
ば
木
を
伐
採
し
な
く
て
も

い
い
の
で
は
な
い
か
。

②
七
重
小
学
校
以
外
の
学
校
に

併
設
す
る
考
え
は
な
い
か
。

③
学
校
へ
の
併
設
が
無
理
で
あ

れ
ば
、
全
面
的
に
民
間
に
委
託

す
る
考
え
は
な
い
か
。ま
た
、広

域
で
学
校
給
食
を
運
営
す
る
考

え
は
な
い
か
。

こ
れ
に
対
し
、
教
育
委
員
会

の
答
弁
は
、
次
の
と
お
り
で
あ

る
。

①
新
し
い
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、

建
設
費
や
作
業
効
率
、
後
年
時

の
維
持
経
費
を
考
慮
す
る
と
平

屋
建
て
が
望
ま
し
い
と
考
え
て

お
り
、
か
つ
、
輸
送
費
等
も
考

慮
す
る
と
七
重
小
学
校
に
併
設

す
る
の
が
ベ
タ
ー
で
あ
る
が
、

七
重
小
学
校
に
併
設
す
る
場
合

は
、
杉
の
木
を
大
量
に
伐
採
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
や
中

庭
に
建
設
し
て
併
設
す
る
場

合
は
、
道
路
と
の
高
低
差
が
約

３
ｍ
あ
り
、
２
階
建
て
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
後
年

次
に
七
重
小
学
校
の
校
舎
改
築

時
に
仮
校
舎
が
必
要
な
こ
と
な

ど
に
よ
り
、
七
重
小
学
校
へ
の

併
設
は
難
し
い
と
判
断
し
た
。

②
輸
送
費
の
縮
減
な
ど
か
ら
七

飯
中
学
校
、大
中
山
中
学
校
、大

中
山
小
学
校
の
大
規
模
校
へ
の

併
設
も
検
討
し
た
が
、
建
設
す

る
敷
地
が
な
い
。

③
以
前
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
も
検
討
し

た
が
規
模
が
大
き
い
施
設
で
な

い
と
採
算
が
採
れ
な
い
と
い
う

こ
と
で
断
念
し
た
が
、
Ｐ
Ｐ
Ｐ

も
一
つ
の
選
択
肢
と
し
て
資
料

を
集
め
て
検
討
し
て
お
り
、
町

の
方
針
と
し
て
決
定
し
た
い
。

※
１
　
Ｐ
Ｆ
Ｉ
：
公
共
サ
ー
ビ

ス
に
民
間
の
資
金
、
経
営
能
力

及
び
技
術
的
能
力
を
導
入
し
、

地
方
公
共
団
体
等
が
直
接
実
施

す
る
よ
り
も
効
率
的
か
つ
効
果



と
し
て
い
る
が
、
最
大
の
原
因

と
し
て
毎
月
の
収
支
計
画
書
及

び
収
支
報
告
書
を
策
定
し
て
い

な
い
た
め
、
支
出
が
収
入
を
超

過
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

副
食
材
等
の
購
入
を
続
け
た
こ

と
及
び
過
去
の
実
績
を
把
握
し

て
い
れ
ば
、
月
々
の
支
出
が
ど

の
程
度
超
過
し
て
い
る
か
は
、

当
然
把
握
で
き
た
は
ず
で
あ
る

と
委
員
会
で
は
捉
え
て
い
る
。

次
回
の
委
員
会
で
は
町
長
の

出
席
を
求
め
、
学
校
給
食
費
会

計
の
赤
字
に
対
す
る
考
え
方
を

質
す
と
と
も
に
平
成
25
年
第
３

回
定
例
会
に
提
出
す
る
中
間
報

告
書
の
ま
と
め
を
行
う
こ
と
を

確
認
し
て
、
委
員
会
を
閉
会
し

た
。

８
．
平
成
25
年
８
月
23
日
に
第

８
回
目
の
委
員
会
を
開
催
し
、

町
長
の
出
席
を
求
め
、
学
校
給

食
費
会
計
の
赤
字
に
関
す
る
聴

取
調
査
を
行
う
と
と
も
に
こ
れ

ま
で
の
調
査
活
動
に
つ
い
て
、

平
成
25
年
第
３
回
定
例
会
に
提

出
す
る
中
間
報
告
書
の
ま
と
め

を
行
っ
た
。

は
じ
め
に
、町
長
に
対
し
、平

成
23
年
度
及
び
平
成
２
年
度
の

学
校
給
食
費
会
計
の
赤
字
問
題

に
対
し
て
ど
う
捉
え
て
い
る

か
、ま
た
、教
育
長
が
き
ち
っ
と

し
た
方
向
性
が
出
た
段
階
で
自

ら
の
処
分
に
つ
い
て
言
及
し
て

い
る
が
、
町
長
は
ど
う
捉
え
て

い
る
か
に
つ
い
て
考
え
を
質
し

た
。町

長
は
、
は
じ
め
に
平
成
23

年
度
及
び
平
成
24
年
度
に
お
い

て
学
校
給
食
費
会
計
が
赤
字
と

な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
議
会
に

特
別
委
員
会
を
設
置
さ
せ
、
議

員
に
迷
惑
を
か
け
た
こ
と
を
謝

罪
し
た
。

次
に
、
教
育
委
員
会
か
ら
当

委
員
会
の
調
査
活
動
内
容
に
つ

い
て
逐
次
報
告
を
受
け
て
い
る

こ
と
を
前
提
に
、
私
会
計
で
あ

る
学
校
給
食
費
会
計
の
赤
字
問

題
に
つ
い
て
は
、
委
員
会
で
主

た
る
原
因
を
ま
と
め
た
７
項
目

に
尽
き
る
と
し
、
職
員
の
人
事

は
適
材
適
所
の
考
え
で
配
置
し

て
い
る
が
、
結
果
的
に
体
調
不

良
も
見
受
け
ら
れ
る
の
で
、
今

後
は
し
っ
か
り
し
た
人
事
異
動

を
行
う
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
教
育
長
が
自
ら
の
処

分
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
こ

と
に
関
し
て
は
、
教
育
長
の
任

命
責
任
は
町
長
に
あ
る
と
し

て
、
委
員
会
の
中
間
報
告
書
を

見
て
、
熟
慮
し
た
い
と
の
考
え

を
示
し
た
。

以
上
の
質
疑
の
後
、
こ
れ
ま

で
の
活
動
に
つ
い
て
平
成
25
年

第
３
回
定
例
会
に
提
出
す
る
中

間
報
告
書
の
ま
と
め
を
行
い
、

七飯町 議会だより

的
に
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
手
法
を
い
う
。

※
２
　
Ｐ
Ｐ
Ｐ
：
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
概

念
を
さ
ら
に
拡
大
し
、
公
共

サ
ー
ビ
ス
に
市
場
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
を
導
入
す
る
こ
と
を
旨
に
、

サ
ー
ビ
ス
の
属
性
に
応
じ
て
民

間
委
託
、Ｐ
Ｆ
Ｉ
、独
立
行
政
法

人
化
、
民
営
化
等
の
方
策
を
通

じ
て
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
効
率

化
を
図
る
こ
と
を
い
う
。

従
っ
て
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
は
Ｐ
Ｐ
Ｐ

の
実
施
手
段
の
一
つ
と
い
う
こ

と
に
な
る
。

次
回
の
委
員
会
で
は
、
職
員

の
事
務
引
継
等
の
資
料
を
求
め

る
こ
と
及
び
学
校
給
食
会
計
の

赤
字
の
原
因
を
委
員
会
と
し
て

ま
と
め
る
こ
と
を
確
認
し
て
、

委
員
会
を
閉
会
し
た
。

７
．
平
成
25
年
７
月
30
日
に
第

７
回
目
の
委
員
会
を
開
催
し
、

教
育
長
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

長
の
出
席
を
求
め
、
要
求
に
基

づ
き
提
出
の
あ
っ
た
資
料
に
つ

い
て
の
聴
取
調
査
及
び
今
ま
で

の
調
査
の
中
で
委
員
会
と
し

て
、
学
校
給
食
費
の
赤
字
の
主

た
る
原
因
に
つ
い
て
の
ま
と
め

を
行
っ
た
。

提
出
の
あ
っ
た
資
料
の
説
明

は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

は
じ
め
に
、
職
員
の
人
事
異

動
に
伴
う
事
務
引
き
継
ぎ
に
つ

い
て
は
、
セ
ン
タ
ー
長
及
び
事

務
係
長
と
も
文
書
に
て
引
き
継

ぎ
が
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
口

頭
で
も
行
わ
れ
て
い
る
と
の
こ

と
で
あ
る
。

次
に
、
学
校
給
食
費
会
計
の

一
時
借
入
金
に
つ
い
て
は
、
平

成
24
年
12
月
の
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
運
営
委
員
会
の
議
案
の
中

で
、
借
入
の
最
高
額
を
４
千
万

円
と
す
る
平
成
24
年
度
学
校
給

食
費
会
計
補
正
予
算
が
議
決
さ

れ
て
お
り
、こ
れ
に
基
づ
い
て
、

金
融
機
関
と
取
引
約
定
書
を
取

り
交
わ
し
、
平
成
25
年
１
月
か

ら
３
月
ま
で
３
回
、
総
額
１
千

350
万
円
を
借
り
入
れ
し
て
い
る
。

次
に
、
給
食
費
の
赤
字
の
原

因
の
一
つ
と
さ
れ
る
副
食
材
の

購
入
に
つ
い
て
は
、
平
成
22
年

度
と
平
成
23
年
度
の
比
較
に
お

い
て
、
冷
凍
食
材
の
う
ち
ポ
テ

ト
製
品
等
の
購
入
量
の
増
加
並

び
に
購
入
単
価
の
ア
ッ
プ
に
よ

り
、
購
入
費
が
大
幅
に
増
加
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

次
に
、
町
か
ら
の
借
入
金
に

つ
い
て
は
、
契
約
書
で
は
借
入

期
間
を
借
入
れ
た
日
か
ら
翌
年

の
３
月
31
日
ま
で
と
し
て
い
る

が
、
平
成
23
年
度
に
お
い
て
は

３
月
下
旬
に
な
っ
て
も
返
済
す

る
金
額
以
下
で
あ
っ
た
た
め
、

平
成
24
年
５
月
25
日
に
返
済
し

て
い
る
。

説
明
に
対
し
、
委
員
か
ら
主

に
次
の
質
問
が
あ
っ
た
。

①
一
時
借
入
金
に
係
る
金
融
機

関
と
の
取
引
約
定
書
に
つ
い

て
、
契
約
者
が
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
長
名
で
あ
る
が
問
題
は
な

い
か
。

②
職
員
の
人
事
異
動
が
赤
字
の

原
因
と
捉
え
て
い
る
の
か
。

③
セ
ン
タ
ー
長
の
事
務
引
継
の

中
で
給
食
費
の
未
納
解
消
と
し

て
、
裁
判
所
の
支
払
督
促
を
実

施
と
あ
る
が
進
ん
で
い
る
の
か
。

こ
れ
に
対
し
、
教
育
委
員
会
の

答
弁
は
、次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
金
融
機
関
の
口
座
名
義
人
が

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
長
と
な
っ

て
い
る
た
め
、
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
長
名
で
取
引
約
定
書
を
交

わ
し
て
い
る
が
、
問
題
は
な
い

か
改
め
て
調
査
を
し
た
い
。

②
い
く
つ
か
の
要
因
が
重
な
り

赤
字
と
な
っ
て
断
定
で
き
な
い

が
、
職
員
の
人
事
異
動
も
要
因

の
一
つ
と
考
え
る
。

③
き
ち
ん
と
し
た
資
料
で
残
っ

て
い
な
い
た
め
進
ん
で
い
な
い
。

以
上
の
質
疑
の
後
、
委
員
会

と
し
て
学
校
給
食
費
会
計
赤
字

の
主
た
る
原
因
を
次
の
と
お
り

ま
と
め
た
。

①
平
成
９
年
度
よ
り
給
食
費
を

値
上
げ
し
て
い
な
い
。

②
平
成
５
年
度
か
ら
口
座
振
替

制
度
を
導
入
し
た
こ
と
に
よ

り
、
給
食
費
の
未
納
が
増
え
て

い
る
が
、
給
食
費
の
未
納
者
に

対
す
る
滞
納
整
理
の
努
力
が
著

し
く
不
足
し
て
い
る
。

③
他
市
で
発
生
し
た
学
校
給
食

で
の
食
中
毒
に
よ
り
、
七
飯
町

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
生
鮮
の

下
処
理
が
で
き
な
く
な
り
、
冷

凍
食
品
の
購
入
が
増
加
し
て
い

る
。

④
短
期
間
に
よ
る
職
員
の
異
動

の
た
め
、
事
務
引
き
継
ぎ
が
き

ち
ん
と
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
町

か
ら
の
借
入
金
（
運
転
資
金
の

１
千
100
万
円
）な
ど
、給
食
費
会

計
全
体
の
収
支
バ
ラ
ン
ス
を
見

極
め
ら
れ
て
い
な
い
。

⑤
毎
月
の
収
支
計
画
書
を
作
成

し
て
い
な
い
た
め
、
年
度
途
中

で
の
収
支
の
状
況
を
把
握
で
き

て
い
な
い
。

⑥
毎
月
の
献
立（
メ
ニ
ュ
ー
）作

り
か
ら
発
注
ま
で
、
栄
養
士
に

任
せ
き
り
で
セ
ン
タ
ー
長
、
事

務
係
長
か
ら
の
指
導
が
徹
底
さ

れ
て
い
な
い
た
め
、
収
支
の
バ

ラ
ン
ス
が
考
慮
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
。

⑦
平
成
17
年
12
月
よ
り
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
長
が
学
校
教
育
課

長
と
兼
務
し
、
か
つ
短
期
間
に

人
事
異
動
が
あ
り
セ
ン
タ
ー
長

か
ら
の
指
導
が
行
き
届
い
て
い

な
い
。

以
上
を
赤
字
の
主
た
る
原
因
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七飯町 議会だより

１
．
平
成
25
年
３
月
22
日
に
第

１
回
目
の
委
員
会
を
開
催
し
、

委
員
長
に
長
谷
川
生
人
委
員
、

副
委
員
長
に
坂
本
繁
委
員
を
そ

れ
ぞ
れ
互
選
し
た
。

２
．
平
成
25
年
４
月
15
日
に
第

２
回
目
の
委
員
会
を
開
催
し
、

今
後
の
調
査
方
法
及
び
要
求
資

料
の
確
認
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

今
後
の
調
査
方
針
に
つ
い
て

は
、
平
成
25
年
第
１
回
七
飯
町

議
会
定
例
会
で
報
告
し
た
七
飯

町
議
会
災
害
対
策
に
関
す
る
調

査
特
別
委
員
会
報
告
書
を
踏
襲

し
、
課
題
と
な
っ
て
い
る
事
項

や
継
続
し
て
活
動
す
る
事
項
を

主
に
、
新
た
に
策
定
さ
れ
る
七

飯
町
地
域
防
災
計
画
や
同
計
画

に
基
づ
く
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
に
つ
い
て
も
調
査
す
る
こ
と

を
決
定
し
た
。

要
求
資
料
は
、
過
去
10
年
間

に
お
け
る
七
飯
町
の
災
害
に
伴

う
被
害
状
況
及
び
七
飯
町
の
災

害
復
旧
事
業
、
支
援
事
業
の
状

況
、
軍
川
・
藤
城
川
の
通
常
砂

防
事
業
の
進
捗
状
況
、
湯
出
川

の
河
川
氾
濫
対
策
、
農
地
の
表

土
流
出
防
止
対
策
、
七
飯
町
地

域
防
災
計
画
に
基
づ
く
防
災
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
案
な
ど
に
つ
い

て
提
出
を
求
め
る
こ
と
を
確
認

し
て
、
委
員
会
を
閉
会
し
た
。

３
．
平
成
25
年
５
月
17
日
に
第

３
回
目
の
委
員
会
を
開
催
し
、

総
務
課
長
、農
林
水
産
課
長
、土

木
課
長
、
土
木
課
参
事
の
出
席

を
求
め
、
要
求
に
基
づ
き
提
出

の
あ
っ
た
資
料
の
説
明
を
受

け
、
聴
取
を
行
っ
た
。

は
じ
め
に
、
過
去
10
年
間
に

お
け
る
主
な
被
害
は
、
平
成
16

年
の
台
風
15
号
及
び
18
号
に
よ

り
、住
宅
、農
作
物
、営
農
施
設
、

公
共
施
設
な
ど
全
般
に
わ
た
り

被
害
が
発
生
し
、
暴
風
に
よ
る

屋
根
の
破
損
、
倒
木
等
７
億
１

千
422
万
４
千
円
の
被
害
が
あ
っ
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委
員
会
を
閉
会
し
た
。

９
．
ま
と
め

当
委
員
会
は
、
私
会
計
で
あ

る
七
飯
町
学
校
給
食
費
会
計
が

平
成
23
年
度
に
赤
字
と
な
り
、

七
飯
町
一
般
会
計
か
ら
補
助
す

る
こ
と
に
併
せ
て
平
成
24
年
度

も
赤
字
が
見
込
ま
れ
た
こ
と
か

ら
、
そ
の
原
因
を
究
明
す
る
と

と
も
に
、
今
後
の
学
校
給
食
費

会
計
の
あ
り
方
に
つ
い
て
調
査

を
す
る
た
め
設
置
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
当
委
員
会
の
調
査
中

に
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
改
築

の
件
が
報
告
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
当
委
員
会
の
調
査
事
項
と

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

学
校
給
食
費
会
計
の
赤
字
に
つ

い
て
は
、
平
成
22
年
度
ま
で
黒

字
会
計
で
あ
っ
た
が
、
平
成
23

年
度
に
お
い
て
731
万
７
千
53
円

の
赤
字
が
生
じ
、
平
成
24
年
度

に
お
い
て
も
349
万
１
千
714
円
の

赤
字
と
な
る
見
込
み
と
な
っ
て

い
る
。

当
委
員
会
は
、
平
成
25
年
７

月
30
日
に
開
催
し
た
第
７
回
目

の
委
員
会
で
、
教
育
委
員
会
か

ら
提
出
さ
れ
た
資
料
及
び
聴
き

取
り
調
査
を
も
と
に
学
校
給
食

費
会
計
の
赤
字
の
主
な
原
因
を

７
項
目
に
ま
と
め
て
い
る
が
、

平
成
22
年
度
ま
で
黒
字
だ
っ
た

こ
と
か
ら
平
成
23
年
度
の
赤
字

額
の
多
さ
は
異
常
と
い
わ
ざ
る

を
得
な
い
。

特
に
、
給
食
費
の
未
納
者
に

対
す
る
対
応
が
全
く
不
十
分
で

あ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
収
支
計

画
書
が
な
く
、
収
支
の
バ
ラ
ン

ス
を
考
慮
し
な
い
運
営
を
し
た

だ
け
で
な
く
、
年
度
途
中
に
開

催
さ
れ
た
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

運
営
委
員
会
で
町
か
ら
の
借
入

金
の
返
済
を
見
込
ん
で
い
な
い

収
支
状
況
を
報
告
し
た
こ
と
な

ど
が
赤
字
額
を
増
大
さ
せ
た
も

の
で
あ
り
、こ
れ
は
、基
本
的
に

学
校
給
食
費
会
計
の
仕
組
み
を

把
握
し
て
い
な
い
で
学
校
給
食

に
携
わ
っ
た
関
係
職
員
全
員
の

責
任
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

今
後
は
、
平
成
23
年
度
及
び

平
成
24
年
度
の
給
食
費
会
計
の

赤
字
を
肝
に
銘
じ
て
、
適
切
な

学
校
給
食
の
運
営
と
と
も
に
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
七
飯

町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
委

員
会
と
の
連
携
を
強
く
望
む
も

の
で
あ
る
。

以
上
が
、
今
ま
で
当
委
員
会

が
調
査
し
た
事
項
で
あ
り
、
学

校
給
食
費
会
計
の
赤
字
問
題
に

関
す
る
調
査
は
終
了
と
し
、
今

後
は
学
校
給
食
費
会
計
の
あ
り

方
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
改

築
を
主
に
調
査
活
動
を
続
け
る

こ
と
と
し
て
、
中
間
報
告
と
す

る
。

七
飯
町
議
会
防
災
・
災
害
対
策
に

関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
報
告
書

委
員
長　

長
谷
川　

生　

人

（
中
間
報
告
書
）

た
。平

成
19
年
５
月
か
ら
９
月
に

か
け
て
は
、台
風
９
号
の
ほ
か
、

低
気
圧
、
停
滞
前
線
に
よ
る
集

中
豪
雨
の
た
め
、
３
億
６
千
380

万
９
千
円
の
被
害
が
生
じ
て
お

り
、住
宅
、農
作
物
、農
業
用
施

設
の
ほ
か
、
土
砂
流
出
に
よ
る

道
路
被
害
、
氾
濫
に
よ
る
河
川

被
害
が
発
生
し
て
い
る
。

平
成
22
年
12
月
、
平
成
24
年

２
月
に
は
、
大
雪
に
よ
る
営
農

施
設
、
農
作
物
等
の
被
害
が
発

生
し
て
お
り
、
平
成
22
年
12
月

の
被
害
額
は
１
億
９
千
993
万
５

千
円
と
な
っ
て
い
る
。

近
年
の
災
害
の
特
徴
と
し
て

は
、
異
常
気
象
に
よ
る
ゲ
リ
ラ

豪
雨
と
い
わ
れ
る
集
中
豪
雨
、

局
地
的
な
大
雪
に
よ
り
、
被
害

が
頻
繁
に
発
生
し
て
い
る
状
況

で
あ
る
。

平
成
24
年
は
、
大
雨
等
に
よ

り
農
地
か
ら
表
土
が
道
路
や
住

宅
地
等
に
流
出
す
る
災
害
が
26

カ
所
で
発
生
し
て
お
り
、
町
道

に
流
出
し
た
表
土
に
よ
り
交
通

事
故
も
発
生
し
て
い
る
。

次
に
、農
林
水
産
関
係
で
は
、

平
成
19
年
、平
成
22
年
、平
成
23

年
、
平
成
24
年
に
集
中
豪
雨
に

よ
る
農
道
及
び
林
道
に
被
害
が

生
じ
、
災
害
復
旧
工
事
を
実
施

し
て
い
る
。

農
業
被
害
に
よ
る
農
家
へ
の

支
援
は
、
平
成
16
年
の
台
風
15

号
及
び
18
号
に
よ
り
被
害
の
あ

っ
た
果
樹
農
家
へ
の
資
材
や
病

害
虫
の
防
止
へ
の
助
成
並
び
に

天
災
農
家
営
農
安
定
資
金
等
へ

の
利
子
補
給
、
平
成
22
年
は
大

雪
に
よ
り
倒
壊
し
た
農
業
用
ハ

ウ
ス
の
建
替
え
に
係
る
費
用
の

一
部
を
助
成
し
て
い
る
。

前
述
の
農
地
か
ら
の
表
土
流

出
対
策
と
し
て
、
町
及
び
Ｊ
Ａ

等
で
構
成
す
る
七
飯
町
担
い
手

育
成
総
合
支
援
協
議
会
に
お
い

て
、
台
風
や
集
中
豪
雨
に
よ
る

農
地
か
ら
の
表
土
流
出
を
防
止

す
る
た
め
、
傾
斜
の
あ
る
畑
で

の
横
う
ね
耕
作
、
土
の
う
等
の

積
み
重
ね
、
ゴ
ミ
の
除
去
な
ど

の
対
策
を
講
じ
る
よ
う
各
農
家

に
周
知
し
て
い
る
。

ま
た
、
本
年
度
は
モ
デ
ル
事

業
と
し
て
、
町
内
４
カ
所
に
お

い
て
シ
ガ
ラ
工
法
に
よ
る
農
地

か
ら
の
表
土
流
出
対
策
を
行
う

計
画
で
あ
る
。

次
に
、町
内
の
河
川
は
、峠
下

以
南
の
久
根
別
川
水
系
と
大
沼

地
区
の
折
戸
川
水
系
に
分
か
れ

て
い
る
。

七
飯
町
が
管
理
す
る
普
通
河

川
は
、
久
根
別
川
水
系
で
22
河

川
で
あ
り
、
折
戸
川
水
系
で
17

河
川
、
合
わ
せ
て
39
河
川
で
あ

り
、
北
海
道
が
管
理
す
る
二
級

河
川
は
、
久
根
別
川
水
系
で
久

平
成
25
年
３
月
22
日
第
１
回
定
例
会
に
お
い
て
設
置
さ
れ

た
当
特
別
委
員
会
が
、こ
れ
ま
で
調
査
し
た
結
果
を
下
記
の
と

お
り
報
告
す
る
。



樹
木
を
残
す
形
で
整
備
す
る
予

定
で
あ
る
。

②
藤
城
川
通
常
砂
防
事
業
計
画

地
及
び
河
川
氾
濫
箇
所

藤
城
川
は
、
久
根
別
川
に
流

入
す
る
急
流
河
川
で
あ
り
、
上

流
は
護
岸
が
整
備
さ
れ
て
い
な

い
自
然
河
川
で
あ
り
、
下
流
は

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
三
面
張
で
整

備
さ
れ
て
い
る
。

藤
城
川
の
氾
濫
箇
所
は
、
国

道
５
号
よ
り
下
流
部
で
、特
に
、

国
道
５
号
を
横
断
し
て
直
ぐ
に

直
角
に
曲
が
る
箇
所
が
２
カ
所

あ
り
、か
つ
、農
業
用
水
を
引
く

た
め
に
木
製
の
板
で
堰
き
止
め

て
い
る
こ
と
か
ら
、
急
激
な
大

雨
時
の
対
応
が
難
し
い
と
思
わ

れ
る
。

藤
城
川
通
常
砂
防
事
業
は
、

当
面
、
函
館
新
道
の
上
流
部
の

遊
砂
地
を
整
備
す
る
計
画
と
し

て
い
る
。

③
湯
出
川
河
川
氾
濫
箇
所

湯
出
川
は
、
国
道
５
号
と
Ｊ

Ｒ
函
館
本
線
の
横
断
管
が
狭
い

こ
と
か
ら
、
国
道
５
号
と
交
差

す
る
箇
所
で
河
川
の
氾
濫
が
発

生
し
、
民
家
で
床
下
浸
水
な
ど

の
被
害
が
生
じ
て
い
る
。

ま
た
、民
家
の
被
害
は
、国
道

５
号
か
ら
雨
水
が
流
れ
込
ん
で

い
る
こ
と
も
一
因
と
し
て
、
国

道
５
号
か
ら
の
雨
水
流
入
を
防

止
す
る
対
応
策
を
講
じ
て
い
る

が
、
根
本
的
に
は
国
道
５
号
と

Ｊ
Ｒ
函
館
本
線
の
横
断
管
の
改

良
が
必
要
で
あ
る
。

④
中
島
川
横
断
管
拡
幅
工
事
箇

所
中
島
川
は
、
大
中
山
小
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
北
側
の
町
道
の
横

断
管
が
上
流
部
の
横
断
管
よ
り

狭
く
、か
つ
、護
岸
が
低
い
こ
と

か
ら
、大
雨
時
に
氾
濫
し
、住
宅

地
で
被
害
が
発
生
し
て
い
た
た

め
、
横
断
管
の
拡
幅
と
護
岸
を

石
積
み
に
よ
る
改
良
を
行
っ
て

お
り
、今
後
は
、大
雨
時
の
氾
濫

や
被
害
の
発
生
が
防
げ
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

⑤
農
地
表
土
流
出
防
止
対
策
工

事
予
定
箇
所

農
地
の
表
土
流
出
防
止
対
策

工
事
は
、
本
年
度
モ
デ
ル
的
に

４
カ
所
整
備
す
る
予
定
で
あ

り
、
う
ち
、
大
中
山
地
区
と
大

川
地
区
の
２
カ
所
を
現
地
調
査

し
た
。

い
ず
れ
も
、
傾
斜
地
に
農
地

を
耕
作
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

大
雨
時
に
は
表
土
が
流
出
し
、

農
業
経
営
に
影
響
を
与
え
る
と

と
も
に
、
大
中
山
地
区
で
は
表

土
が
道
路
に
流
出
し
、
交
通
事

故
な
ど
の
二
次
災
害
も
発
生
し

て
い
る
。

工
事
は
、
シ
ガ
ラ
工
法
に
よ

り
整
備
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
、
出
来
る
だ
け
早
い
時
期
に

七飯町 議会だより

根
別
川
本
川
、
蒜
沢
川
、
湯
出

川
、鳴
川
、藤
城
川
、水
無
沢
川

の
６
河
川
、
折
戸
川
水
系
で
折

戸
川
本
川
、軍
川
の
２
河
川
、合

わ
せ
て
８
河
川
で
あ
り
、
い
ず

れ
も
の
河
川
も
下
流
域
で
二
級

河
川
、
上
流
域
で
普
通
河
川
と

な
っ
て
い
る
。

過
去
10
年
間
に
お
け
る
道

路
・
河
川
の
大
き
な
災
害
は
７

度
発
生
し
て
お
り
、
殆
ん
ど
が

町
単
独
費
用
に
よ
る
土
砂
撤

去
、
河
道
・
護
岸
等
の
現
状
復

旧
工
事
を
行
っ
て
お
り
、
河
川

の
氾
濫
状
況
は
、軍
川
で
３
回
、

藤
城
川
で
２
回
、
湯
出
川
で
３

回
発
生
し
て
お
り
、
住
宅
及
び

農
地
等
に
被
害
を
及
ぼ
し
て
い

る
。特

に
、
平
成
19
年
７
月
の
災

害
で
は
、
湯
出
川
会
館
が
床
上

浸
水
し
、
使
用
不
可
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
撤
去
さ
れ
る
と
と
も

に
久
根
別
川
、大
川
13
号
線
、軍

川
１
号
橋
に
お
い
て
は
公
共
土

木
施
設
災
害
復
旧
事
業
の
採
択

を
受
け
、
国
庫
補
助
事
業
を
実

施
し
て
い
る
。

前
述
の
と
お
り
度
重
な
る
河

川
の
氾
濫
対
策
を
七
飯
町
は
北

海
道
に
要
望
し
て
お
り
、
土
砂

災
害
か
ら
人
家
、耕
地
、公
共
施

設
等
を
守
る
た
め
、
砂
防
堰
堤

の
設
置
、渓
流
保
全
工
の
整
備
、

遊
砂
地
の
設
置
な
ど
を
行
う
通

常
砂
防
事
業
が
軍
川
・
藤
城
川

で
採
択
さ
れ
て
い
る
。

軍
川
に
お
け
る
通
常
砂
防
事

業
は
、遊
砂
地
工
、渓
流
保
全
工

を
整
備
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま

た
、藤
城
川
に
お
い
て
は
、本
川

で
遊
砂
地
工
や
渓
流
保
全
工
、

支
川
で
砂
防
堰
堤
、
遊
砂
地
工

や
渓
流
保
全
工
を
整
備
す
る
も

の
で
あ
り
、
両
河
川
と
も
関
係

機
関
と
の
協
議
を
行
い
、
事
業

の
促
進
を
図
る
と
し
て
い
る
。

湯
出
川
に
つ
い
て
は
、
国
道

５
号
及
び
Ｊ
Ｒ
函
館
本
線
を
交

差
す
る
横
断
管
が
狭
い
こ
と
が

氾
濫
の
原
因
と
な
っ
て
お
り
、

国
道
５
号
を
管
理
す
る
函
館
開

発
建
設
部
で
は
平
成
25
年
度
に

実
施
設
計
の
予
算
の
確
保
に
努

め
て
い
る
が
、
Ｊ
Ｒ
函
館
本
線

を
管
理
す
る
Ｊ
Ｒ
北
海
道
本
社

は
、
横
断
管
の
改
良
に
係
る
費

用
は
河
川
管
理
者
の
負
担
と
し

て
い
る
。

小
規
模
河
川
の
氾
濫
に
お
け

る
横
断
管
の
改
良
対
策
に
つ
い

て
は
、湯
出
川
を
除
き
、中
島
川

に
架
か
る
町
道
横
断
管
の
断
面

拡
大
工
事
を
計
画
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
あ
る
。

次
に
、
全
戸
配
布
を
予
定
し

て
い
る
七
飯
町
地
域
防
災
計
画

に
基
づ
く
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
案
が
示
さ
れ
た
。

以
上
の
説
明
の
後
、
委
員
か

ら
は
次
の
質
疑
が
あ
っ
た
。

①
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
わ

が
家
の
防
災
メ
モ
に
、
第
１
避

難
所
・
第
２
避
難
所
等
を
記
載

で
き
る
よ
う
に
で
き
な
い
か
。

②
農
地
か
ら
の
表
土
流
出
に
よ

り
交
通
事
故
が
発
生
し
て
い
る

の
を
農
家
は
理
解
し
て
い
る
か
。

③
湯
出
川
の
水
害
は
、
根
本
が

は
っ
き
り
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。

④
通
常
砂
防
事
業
に
係
る
自
然

保
護
団
体
と
の
調
整
状
況
は
。

こ
れ
に
対
し
、
町
側
の
答
弁

は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
各
家
庭
に
お
い
て
、
避
難
場

所
の
優
先
順
位
等
も
記
載
で
き

る
よ
う
工
夫
す
る
。

②
交
通
事
故
の
発
生
を
知
っ
て

い
る
農
家
も
あ
る
。
農
地
は
財

産
で
あ
り
、
表
土
流
出
は
営
農

に
も
支
障
が
あ
る
な
ど
、
農
家

が
受
け
入
れ
や
す
い
方
法
で
対

策
を
進
め
る
。

③
湯
出
川
の
抜
本
的
な
対
策
が

講
じ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
は

事
実
で
あ
り
、
Ｊ
Ｒ
は
横
断
管

の
拡
大
は
河
川
管
理
者
が
改
修

を
基
本
と
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、町
は
、湯
出
川
の
調
査
設
計

費
を
計
上
し
て
い
る
。

④
自
然
保
護
団
体
等
と
の
調
整

は
、
事
業
主
体
で
あ
る
北
海
道

が
主
に
行
っ
て
お
り
、
町
も
連

携
し
な
が
ら
進
め
て
い
る
。

次
の
委
員
会
で
は
、
被
害
の

あ
っ
た
河
川
等
や
モ
デ
ル
事
業

と
し
て
計
画
し
て
い
る
農
地
の

表
土
流
出
箇
所
の
現
地
調
査
を

行
う
こ
と
を
確
認
し
て
、
委
員

会
を
閉
会
し
た
。

４
．
平
成
25
年
６
月
24
日
に
第

４
回
目
の
委
員
会
を
開
催
し
、

農
林
水
産
課
長
、土
木
課
長
、土

木
課
参
事
の
出
席
を
求
め
、
災

害
の
あ
っ
た
河
川
の
現
地
調

査
、
通
常
砂
防
事
業
計
画
予
定

地
及
び
農
地
表
土
流
出
防
止
対

策
工
事
予
定
地
の
現
地
調
査
を

行
い
、
そ
の
概
要
は
次
の
と
お

り
で
あ
る
。

①
軍
川
通
常
砂
防
事
業
計
画
地

及
び
河
川
氾
濫
箇
所

軍
川
は
、
大
沼
に
流
入
す
る

急
流
河
川
で
あ
り
、
上
流
は
護

岸
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
自
然

河
川
で
上
流
か
ら
流
さ
れ
て
き

た
と
思
わ
れ
る
大
き
な
岩
が
点

在
し
て
お
り
、
下
流
は
コ
ン
ク

リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
の
三
面
張
で

整
備
さ
れ
て
い
る
が
、
護
岸
に

は
雑
木
が
生
い
茂
っ
て
お
り
、

河
川
の
断
面
を
狭
く
し
て
い
る

こ
と
が
窺
え
、
氾
濫
し
た
両
岸

に
は
、
現
在
も
大
型
土
の
う
が

設
置
さ
れ
て
い
る
。

軍
川
通
常
砂
防
事
業
の
遊
砂

地
は
、
護
岸
が
整
備
さ
れ
て
い

な
い
箇
所
に
計
画
し
て
お
り
、
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発
注
し
、
完
成
後
の
効
果
を
見

極
め
て
、
来
年
度
以
降
に
活
か

し
た
い
と
町
は
考
え
て
い
る
。

次
の
委
員
会
で
は
、
現
地
調

査
の
総
括
を
行
う
と
と
も
に
、

提
出
資
料
の
説
明
と
聴
取
調
査

を
行
う
こ
と
を
確
認
し
て
、
委

員
会
を
閉
会
し
た
。

５
．
平
成
25
年
７
月
17
日
に
第

５
回
目
の
委
員
会
を
開
催
し
、

農
林
水
産
課
長
、土
木
課
長
、土

木
課
参
事
の
出
席
を
求
め
、
提

出
資
料
に
基
づ
く
聴
取
調
査
を

行
う
と
と
も
に
、
前
回
の
委
員

会
で
実
施
し
た
現
地
調
査
の
総

括
を
行
っ
た
。

は
じ
め
に
、
土
木
課
か
ら
提

出
の
あ
っ
た
軍
川
・
藤
城
川
通

常
砂
防
事
業
の
進
捗
状
況
及
び

自
然
保
護
団
体
等
と
の
協
議
状

況
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
そ

の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

軍
川
は
、流
路
延
長
12
．２
㎞

の
う
ち
下
流
域
の
約
４
．８
㎞

は
北
海
道
が
管
理
す
る
二
級
河

川
、
そ
の
上
流
域
は
七
飯
町
が

管
理
す
る
普
通
河
川
で
あ
り
、

集
中
豪
雨
な
ど
に
よ
り
た
び
た

び
河
川
の
氾
濫
が
発
生
し
、
農

地
等
に
被
害
を
も
た
ら
し
て
い

る
。こ

の
た
め
、
通
常
砂
防
事
業

に
よ
り
遊
砂
地
工
や
渓
流
保
全

工
を
北
海
道
が
施
工
し
、
災
害

の
未
然
防
止
を
図
ろ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
。

自
然
保
護
団
体
等
か
ら
は
、

①
自
然
を
残
す
こ
と
、
②
工
事

前
に
残
す
木
を
確
認
、
③
被
害

箇
所
を
遊
砂
空
間
に
、
④
治
山

ダ
ム
改
良
の
働
き
か
け
、
⑤
水

面
復
元
検
討
と
関
係
機
関
協
議

等
の
意
見
が
出
さ
れ
、
関
係
機

関
に
よ
る
意
見
交
換
会
な
ど
を

重
ね
、
で
き
る
限
り
樹
木
を
保

全
す
る
な
ど
自
然
環
境
に
配
慮

し
た
工
法
で
進
め
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

藤
城
川
は
、流
路
延
長
４
．６

㎞
の
う
ち
下
流
域
の
約
０
．５
㎞

は
北
海
道
が
管
理
す
る
二
級
河

川
、
そ
の
上
流
域
は
七
飯
町
が

管
理
す
る
普
通
河
川
で
あ
り
、

集
中
豪
雨
な
ど
に
よ
り
た
び
た

び
藤
城
川
本
川
及
び
支
川
で
氾

濫
が
発
生
し
、
農
地
等
に
被
害

を
も
た
ら
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
通
常
砂
防
事
業

に
よ
り
、
本
川
は
遊
砂
地
工
や

渓
流
保
全
工
、
支
川
は
砂
防
堰

堤
工
や
遊
砂
地
工
、
渓
流
保
全

工
を
北
海
道
が
施
工
し
、
災
害

の
未
然
防
止
を
図
ろ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
。

自
然
保
護
団
体
等
か
ら
は
、

①
修
正
提
案
内
容
の
再
確
認
、

②
砂
防
計
画
規
模
の
修
正
、

③
砂
防
計
画
規
模
修
正
案
の
提

示
と
関
係
団
体
等
と
の
協
議
、

④
新
た
な
砂
防
施
設
や
砂
防
施

設
の
規
模
拡
大
は
認
め
な
い
、

⑤
環
境
調
査
の
実
施
と
協
議
等

の
意
見
が
出
さ
れ
、
今
後
も
協

議
を
重
ね
、
氾
濫
箇
所
な
ど
優

先
度
の
高
い
箇
所
か
ら
事
業
を

進
め
た
い
と
し
て
い
る
。

湯
出
川
に
つ
い
て
は
、
１
月

に
要
望
し
た
Ｊ
Ｒ
函
館
本
線
の

横
断
管
の
改
良
に
関
し
て
、
Ｊ

Ｒ
北
海
道
か
ら
河
川
法
等
を
引

用
し
た
中
で
、
横
断
管
の
改
良

に
伴
う
費
用
負
担
は
、
河
川
管

理
者
で
あ
る
七
飯
町
の
負
担
で

あ
る
と
の
回
答
を
受
け
た
こ
と

の
報
告
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
横
断
管
を
改
良

す
る
場
合
に
暫
定
的
な
改
良
と

抜
本
的
な
改
良
の
概
算
事
業
費

に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
が
、

次
回
の
委
員
会
で
改
良
等
の
違

い
に
つ
い
て
、
資
料
を
求
め
る

こ
と
と
し
た
。

委
員
か
ら
は
、
河
川
法
等
の

条
文
の
解
釈
に
つ
い
て
の
質
疑

が
あ
り
、
次
回
の
委
員
会
で
条

文
を
精
査
し
て
回
答
す
る
こ
と

と
し
た
。

次
に
、
農
地
表
土
流
出
防
止

対
策
に
係
る
モ
デ
ル
工
事
に
つ

い
て
は
、
現
地
調
査
を
行
っ
た

箇
所
の
う
ち
土
地
所
有
者
の
同

意
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
別
な
場
所
を
選
定
し
て
早

め
に
工
事
を
発
注
し
、
秋
の
台

風
な
ど
の
大
雨
シ
ー
ズ
ン
ま
で

に
完
了
さ
せ
、
工
事
に
よ
る
効

果
を
検
証
す
る
と
と
も
に
、
来

年
度
以
降
に
反
映
さ
せ
た
い
と

し
て
い
る
。

次
回
の
委
員
会
で
は
、
河
川

法
等
の
解
釈
、
湯
出
川
の
Ｊ
Ｒ

横
断
管
の
改
良
方
法
に
つ
い
て

資
料
を
求
め
る
と
と
も
に
、
湯

出
川
の
現
地
調
査
を
行
う
こ
と

と
し
た
。

ま
た
、今
後
の
活
動
と
し
て
、

砂
防
事
業
の
促
進
な
ど
に
つ
い

て
北
海
道
等
に
要
望
活
動
を
行

う
こ
と
を
確
認
し
て
、
委
員
会

を
閉
会
し
た
。

６
．
平
成
25
年
８
月
７
日
に
第

６
回
目
の
委
員
会
を
開
催
し
、

土
木
課
長
、
土
木
課
参
事
の
出

席
を
求
め
、
提
出
資
料
に
基
づ

く
聴
取
調
査
を
行
う
と
と
も

に
、
湯
出
川
の
現
地
調
査
を
行

っ
た
。

は
じ
め
に
、
通
常
砂
防
事
業

に
つ
い
て
、
自
然
保
護
団
体
等

と
合
意
さ
れ
、
事
業
に
進
展
が

見
ら
れ
た
と
の
報
告
が
あ
り
、

そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ

る
。

・
軍
川
：
軍
川
橋
か
ら
遊
砂
地

ま
で
３
．５
㎞
に
つ
い
て
、平
成

25
年
度
の
予
算
は
１
億
２
千
万

円
で
実
施
設
計
及
び
一
部
遊
砂

地
の
工
事
着
手
が
行
わ
れ
る
見

込
み
で
あ
る
。

・
藤
城
川
：
全
体
計
画
の
見
直

し
案
が
合
意
さ
れ
、
平
成
25
年

度
の
予
算
は
１
千
万
円
で
実
施

設
計
が
行
わ
れ
る
見
込
み
で
あ

る
。次

に
、
Ｊ
Ｒ
函
館
本
線
の
横

断
管
の
改
良
に
伴
い
、
Ｊ
Ｒ
北

海
道
が
引
用
し
て
い
る
河
川
法

等
は
、河
川
法
第
16
条
の
２
、河

川
法
第
59
条
、
河
川
法
施
行
令

第
２
条
の
３
で
あ
り
、
こ
れ
に

基
づ
い
て
普
通
河
川
の
管
理
に

要
す
る
費
用
は
、
指
定
都
市
に

よ
る
負
担
で
あ
る
と
思
わ
れ
る

と
の
回
答
で
あ
る
が
、
河
川
法

等
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

・
河
川
法
第
16
条
の
２
は
、
河

〈表〉湯出川の暫定的な改良と抜本的な改良の比較

区　分 暫 定 的 な 改 良 抜 本 的 な 改 良

既設の横断管（口径1.8ｍ）を活用
し、その隣に同口径の横断管を新
設し、河川改修は未実施。

約１００百万円、うち一般単独債７
５百万円、一般財源２５百万円で
全額町負担、ＪＲの負担はない。

約２年

普通河川

①安全度は、1/0.3から1/0.6に上
昇する。

②暫定計画は10㎜/hで近年被
災雨量（H24.11に18mm/h）を
カバーできず再度災害のおそれ
がある。
③確実に分岐するために分流施設
が必要であるが、射流区間におい
て河道を分岐した実績がない。

①新設後の横断管は町が管理
②新たな河道の維持管理が必要
③配分流量を確保するための河
道の維持管理が困難で、河床
変動の常時監視とそれに対応
する維持管理費が増加する。

既設の横断管を改築し、管渠（口
径3.0ｍ）を設置し、遊水地や掘
削、護岸等の河道を整備。

約４５０百万円、うち国庫補助１５０
百万円、公共事業等債２７０百万
円（うち５０％交付税措置）、一般
財源３０百万円
※町負担の総額１６５百万円、ＪＲ
は１百万円程度の負担がある。

約５年

普通河川から準用河川に昇格

①安全度は、１/0.3から約１/４に
上昇する。

②抜本計画は23㎜/hで近年被
災雨量（H24.11に18mm/h）を
カバーでき、再度災害の防止が
可能である。

①改築後も管渠は共同管理とな
り、協定等により維持管理を分
担する。

※準用河川とは、河川法に基づき二級河川の規定を準用し、市町村長が指定し
　管理する河川をいう。

施工内容

概算事業費

事業期間

河川級別

治 水 面

維持管理面

七飯町 議会だより39



事
業
の
着
手
・
完
了
に
大
い
に

期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

大
雨
時
に
河
川
の
氾
濫
に
よ

る
住
宅
の
浸
水
な
ど
の
被
害
が

頻
発
し
て
い
る
湯
出
川
に
つ
い

て
は
、
根
本
的
に
国
道
５
号
及

び
Ｊ
Ｒ
函
館
本
線
の
横
断
管
を

改
良
し
な
け
れ
ば
解
決
し
な
い

問
題
で
あ
り
、
改
良
後
の
維
持

管
理
や
災
害
再
発
の
可
能
性
を

考
慮
す
る
と
、
全
体
事
業
費
や

七
飯
町
負
担
額
が
多
い
も
の

の
、
町
が
示
し
た
抜
本
的
な
改

良
方
法
に
よ
り
、
関
係
機
関
と

の
協
議
を
進
め
、
早
期
に
解
決

す
る
こ
と
を
望
む
と
と
も
に
、

２
カ
所
の
横
断
管
の
改
良
に
よ

っ
て
、
下
流
域
で
災
害
が
発
生

し
な
い
よ
う
に
全
体
的
な
災
害

対
策
を
併
せ
て
望
む
も
の
で
あ

る
。ま

た
、
大
雨
時
に
農
地
等
か

ら
の
表
土
が
道
路
に
流
出
し
、

交
通
事
故
な
ど
の
二
次
災
害
が

発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
農

地
等
か
ら
の
表
土
流
出
防
止
対

策
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
本
年
度
モ
デ
ル
事
業
と

し
て
実
施
す
る
工
事
の
成
果
に

期
待
す
る
と
と
も
に
、
成
果
の

検
証
を
踏
ま
え
て
来
年
度
以
降

の
対
策
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を

望
む
も
の
で
あ
る
。

七
飯
町
の
河
川
は
、
大
沼
地

区
は
ほ
と
ん
ど
が
大
沼
に
流
入

七飯町 議会だより

川
管
理
者
（
河
川
法
第
７
条
で

規
定
）
は
河
川
整
備
計
画
を
定

め
、
当
該
河
川
の
総
合
的
な
管

理
が
確
保
さ
れ
、
災
害
発
生
の

防
止
、
災
害
を
軽
減
す
る
た
め

の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
し
て
い
る
が
、
河
川
管

理
者
は
国
土
交
通
大
臣
（
一
級

河
川
）、
都
道
府
県
知
事
（
二
級

河
川
）、
指
定
都
市
の
長
で
あ

り
、
七
飯
町
は
該
当
し
な
い
。

・
河
川
法
第
59
条
は
、
河
川
管

理
に
要
す
る
費
用
負
担
を
一
級

河
川
は
国
、
二
級
河
川
は
都
道

府
県
と
定
め
て
い
る
が
、
市
町

村
に
関
す
る
記
載
が
な
い
こ
と

か
ら
七
飯
町
は
該
当
し
な
い
。

・
河
川
法
施
行
令
第
２
条
の
３

は
、
２
以
上
の
都
府
県
を
指
定

都
市
、
関
係
都
道
府
県
知
事
を

関
係
す
る
指
定
都
市
の
長
と
読

み
替
え
る
規
定
で
あ
り
、
七
飯

町
は
該
当
し
な
い
。

以
上
、
七
飯
町
に
該
当
し
な

い
と
の
解
釈
で
あ
る
が
、
湯
出

川
に
つ
い
て
は
河
川
法
に
準
じ

て
協
議
す
る
こ
と
で
Ｊ
Ｒ
北
海

道
と
確
認
し
て
い
る
。

ま
た
、
湯
出
川
の
改
良
に
つ

い
て
は
、
暫
定
的
な
改
良
と
抜

本
的
な
改
良
の
比
較
は
、
次
表

の
と
お
り
で
あ
り
、工
事
費
、補

助
メ
ニ
ュ
ー
、
起
債
等
を
考
慮

し
、
検
討
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
あ
る
。

以
上
を
踏
ま
え
て
、
湯
出
川

を
改
良
す
る
場
合
は
、
抜
本
的

な
改
良
を
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
と
し
て
お
り
、
委
員
会
に
お

い
て
も
、
町
負
担
の
総
額
は
約

６
千
５
百
万
円
多
い
も
の
の
、

改
良
後
の
維
持
管
理
や
再
度
の

災
害
を
防
止
す
る
と
い
う
観
点

か
ら
、
抜
本
的
な
改
良
を
す
べ

き
と
の
意
見
で
ま
と
ま
っ
た
。

次
回
の
委
員
会
は
、
平
成
25

年
第
３
回
定
例
会
に
提
出
す
る

中
間
報
告
書
の
ま
と
め
を
行
う

こ
と
を
確
認
し
て
、
委
員
会
を

閉
会
し
た
。

７
．
平
成
25
年
８
月
28
日
に
第

７
回
目
の
委
員
会
を
開
催
し
、

８
月
に
３
回
の
集
中
豪
雨
に
よ

り
被
害
の
大
き
い
箇
所
を
現
地

調
査
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま

で
の
調
査
活
動
に
つ
い
て
、
平

成
25
年
第
３
回
定
例
会
に
提
出

す
る
中
間
報
告
書
の
ま
と
め
を

行
っ
た
。

は
じ
め
に
、
８
月
の
集
中
豪

雨
に
よ
り
、
道
路
が
決
壊
し
通

行
止
め
と
な
っ
て
い
る
町
道
東

大
沼
７
号
線
と
表
土
と
と
も
に

播
種
し
た
牧
草
の
種
子
が
流
さ

れ
た
城
岱
牧
場
を
現
地
調
査
し

た
。町

道
東
大
沼
７
号
線
は
、
町

道
を
横
断
し
て
い
る
北
海
道
電

力
の
排
水
路
の
管
が
小
さ
い
た

め
、
集
中
豪
雨
に
よ
り
雨
水
を

飲
み
き
れ
ず
に
堆
積
す
る
と
と

も
に
道
路
の
基
礎
部
分
が
決
壊

し
た
た
め
、
通
行
止
め
と
し
て

い
る
。

現
地
で
は
、
道
路
面
か
ら
約

７
ｍ
掘
り
下
げ
た
箇
所
で
断
面

の
小
さ
い
横
断
管（
300
㎜
）か
ら

大
き
い
横
断
管（
１
千
㎜
）に
入

れ
替
え
る
復
旧
工
事
が
行
わ
れ

て
お
り
、
出
来
る
だ
け
早
い
時

期
に
通
行
止
め
を
解
除
し
た
い

と
の
こ
と
で
あ
る
。

城
岱
牧
場
は
、
道
営
で
進
め

て
い
る
草
地
整
備
事
業
の
う

ち
、
本
年
度
施
行
分
の
草
地
に

お
い
て
、
表
土
及
び
播
種
し
た

牧
草
の
種
子
が
流
出
す
る
と
と

も
に
牧
場
の
管
理
用
道
路
の
土

砂
が
流
出
す
る
被
害
が
生
じ
て

い
る
。

草
地
の
被
害
面
積
は
約
27
ha

で
あ
り
、
本
年
度
施
行
分
で
あ

る
こ
と
か
ら
復
旧
工
事
は
北
海

道
が
行
う
こ
と
で
協
議
済
み
で

あ
る
。

ま
た
、
管
理
用
道
路
の
被
害

は
約
１
千
700
ｍ
で
あ
り
、
草
地

の
復
旧
工
事
に
併
せ
て
整
備
す

る
部
分
を
除
い
て
、
町
が
復
旧

工
事
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

以
上
、
現
地
調
査
の
ま
と
め

を
行
っ
た
後
、
こ
れ
ま
で
の
活

動
に
つ
い
て
平
成
25
年
第
３
回

定
例
会
に
提
出
す
る
中
間
報
告

書
の
ま
と
め
を
行
い
、
委
員
会

を
閉
会
し
た
。

８
．
ま
と
め

当
委
員
会
は
、
七
飯
町
で
も

ゲ
リ
ラ
豪
雨
等
に
よ
り
た
び
た

び
災
害
が
発
生
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
速
や
か
な
被
害
状
況
の

把
握
、
計
画
さ
れ
て
い
る
通
常

砂
防
事
業
の
円
滑
な
推
進
や
そ

の
他
の
懸
案
事
項
に
つ
い
て
調

査
す
る
と
と
も
に
、
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
少
し

で
も
前
進
す
る
こ
と
を
目
的
に

設
置
さ
れ
て
い
る
。

七
飯
町
に
お
い
て
は
、
過
去

の
災
害
で
人
的
被
害
は
な
い
も

の
の
、
平
成
19
年
、
平
成
23
年
、

平
成
24
年
の
集
中
豪
雨
に
よ

り
、
河
川
の
氾
濫
に
よ
る
住
宅

の
浸
水
、
道
路
・
農
地
等
の
冠

水
な
ど
の
被
害
が
た
び
た
び
発

生
し
て
い
る
。

当
委
員
会
で
は
、
通
常
砂
防

事
業
を
進
め
て
い
る
軍
川
、
藤

城
川
や
河
川
の
氾
濫
に
よ
り
被

害
の
あ
っ
た
湯
出
川
横
断
管
の

改
良
、
農
地
の
表
土
流
出
な
ど

に
つ
い
て
聴
取
調
査
や
現
地
調

査
を
行
っ
て
き
た
。

通
常
砂
防
事
業
の
軍
川
・
藤

城
川
に
つ
い
て
は
、
自
然
保
護

団
体
等
と
の
合
意
に
よ
り
、
事

業
の
推
進
に
進
展
が
見
ら
れ
た

こ
と
は
朗
報
で
あ
り
、
今
後
の

40

し
、
峠
下
以
南
は
全
て
久
根
別

川
に
流
入
し
て
お
り
、特
に
、峠

下
以
南
の
久
根
別
川
広
域
基
幹

改
修
事
業
の
早
期
完
了
が
望
ま

れ
る
。

ま
た
、
七
飯
町
は
駒
ヶ
岳
を

抱
え
て
お
り
、
噴
火
に
よ
る
災

害
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
駒
ヶ
岳
周
辺
自
治
体
等
と

の
連
携
に
よ
り
、
災
害
を
最
小

限
に
留
め
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

本
年
度
は
、
七
飯
町
地
域
防

災
計
画
が
見
直
さ
れ
、
全
世
帯

に
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
配

布
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
各
地
区
に
お
い
て

は
自
主
防
災
組
織
の
設
置
を
進

め
る
と
と
も
に
各
家
庭
に
お
い

て
も
、
日
常
か
ら
災
害
へ
の
備

え
を
蓄
え
、
防
災
へ
の
意
識
の

高
揚
を
図
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

最
近
は
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
や
爆

弾
低
気
圧
な
ど
台
風
以
外
に
も

突
発
的
か
つ
局
地
的
な
暴
風
雨

な
ど
に
よ
っ
て
災
害
が
発
生
し

て
お
り
、
当
委
員
会
が
設
置
さ

れ
た
後
の
８
月
に
は
、
七
飯
町

で
も
８
日
～
９
日
、18
日
、20
日

の
３
回
に
わ
た
り
、
１
時
間
に

20
㎜
を
超
え
る
集
中
豪
雨
に
よ

り
道
路
の
決
壊
、河
川
の
増
水
、

床
下
浸
水
、
農
地
の
冠
水
な
ど

の
被
害
が
発
生
し
て
い
る
。

ま
た
、
今
年
の
７
月
・
８
月

に
は
局
地
的
な
集
中
豪
雨
に
よ
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審
査
に
あ
た
っ
て
は
、
町
長

か
ら
提
出
さ
れ
た
決
算
書
及
び

決
算
に
関
す
る
関
係
書
類
、
証

書
類
の
ほ
か
、
当
委
員
会
が
要

求
し
た
資
料
等
を
も
と
に
、
町

長
及
び
担
当
課
長
等
の
出
席
を

求
め
て
審
査
を
行
っ
た
。

本
会
計
の
実
質
収
支
額
は
、

１
億
215
万
５
千
円
と
黒
字
で
あ

る
が
実
質
収
支
額
か
ら
前
年
度

の
実
質
収
支
額
を
差
し
引
い
た

単
年
度
収
支
額
は
４
千
353
万
３

千
円
の
赤
字
と
な
り
、
こ
れ
に

財
政
調
整
基
金
積
立
金
を
加
え

た
実
質
単
年
度
収
支
額
も
３
千

653
万
３
千
円
の
赤
字
と
な
っ
て

い
る
。

歳
入
は
、
町
財
政
の
根
幹
を

な
す
町
税
の
収
入
済
額
は
26
億

１
千
992
万
３
千
円
と
前
年
度

よ
り
１
億
２
千
284
万
４
千
円

（
４
．
５
％
）
減
少
し
て
お
り
、

減
少
の
主
な
要
因
は
、
固
定
資

産
税
の
３
年
に
一
度
の
評
価
替

え
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、収
入
未
済
額
は
、町
税

で
１
億
５
千
305
万
４
千
円
と
前

年
度
よ
り
３
千
31
万
２
千
円

（
16
．５
％
）
の
減
少
、
歳
入
全

体
で
も
２
億
１
千
229
万
円
と
前

年
度
よ
り
２
千
740
万
円
（
11
．

４
％
）減
少
し
て
い
る
も
の
の
、

ま
だ
ま
だ
多
額
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
財
政
の
安
定
性
を
図
る
た

め
、
町
税
を
は
じ
め
と
す
る
負

担
の
公
平
性
を
期
す
る
う
え
か

ら
も
悪
質
滞
納
者
に
は
厳
し
く

対
処
し
、
一
層
の
収
納
対
策
に

努
力
す
べ
き
で
あ
る
。

道
支
出
金
は
、
前
年
度
と
比

較
し
て
１
億
６
千
499
万
１
千
円

（
23
．２
％
）増
加
し
て
い
る
が
、

こ
れ
は
介
護
基
盤
緊
急
促
進
特

別
対
策
事
業
交
付
金
及
び
施
設

開
設
準
備
経
費
助
成
特
別
対
策

事
業
交
付
金
で
あ
り
、
介
護
施

設
を
開
設
す
る
事
業
者
に
対
し

て
補
助
金
と
し
て
交
付
さ
れ
て

い
る
。

そ
の
他
の
歳
入
は
、
地
方
交

付
税
を
は
じ
め
、国
庫
支
出
金
、

町
債
な
ど
が
減
少
し
た
こ
と
に

よ
り
依
存
財
源
が
減
少
し
、
自

主
財
源
比
率
が
39
．
１
％
で
前

年
度
よ
り
０
．７
ポ
イ
ン
ト
増

加
し
て
い
る
。

次
に
、歳
出
は
、予
算
現
額
102

億
７
千
186
万
５
千
円
に
対
し
、

支
出
済
額
は
99
億
１
千
470
万
６

千
円
で
あ
り
、
繰
越
明
許
費
繰

越
額
１
億
７
千
265
万
７
千
円
が

あ
る
た
め
、
不
用
額
は
１
億
８

千
450
万
２
千
円
と
な
っ
て
い
る
。

繰
越
明
許
費
繰
越
額
を
除
い

た
執
行
率
は
98
．22
％
で
あ
る

が
、
一
部
に
は
執
行
率
が
著
し

く
低
い
事
業
や
当
初
予
算
に
計

上
さ
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず

執
行
さ
れ
て
い
な
い
事
業
、
補

正
予
算
及
び
予
備
費
か
ら
の
充

用
額
以
上
に
不
用
額
が
生
じ
て

い
る
事
業
も
あ
り
、
予
備
費
か

ら
の
充
用
を
含
む
予
算
措
置
及

び
整
理
予
算
の
段
階
で
十
分
に

精
査
す
る
こ
と
を
望
む
も
の
で

あ
る
。

支
出
済
額
は
、
民
生
費
の
介

護
基
盤
緊
急
促
進
特
別
対
策
事

業
補
助
金
等
に
よ
り
前
年
度
と

比
較
し
て
３
億
１
千
743
万
９
千

円（
11
．１
％
）増
加
し
て
い
る

が
、
総
務
費
で
総
合
行
政
情
報

シ
ス
テ
ム
更
新
の
完
了
、
土
木

41

り
胆
振
地
方
の
Ｊ
Ｒ
室
蘭
本
線

や
八
雲
町
で
の
倒
木
に
よ
る
脱

線
事
故
及
び
森
町
で
の
線
路
冠

水
に
よ
り
函
館
本
線
で
の
列
車

運
休
が
相
次
い
で
い
る
。

さ
ら
に
、
７
月
に
は
山
口
県

や
島
根
県
で
１
時
間
に
100
㎜
を

超
え
る
記
録
的
な
集
中
豪
雨
に

よ
り
、
人
的
被
害
な
ど
大
き
な

災
害
が
発
生
す
る
な
ど
、
全
国

各
地
で
観
測
史
上
１
位
の
記
録

を
超
す
集
中
豪
雨
が
頻
繁
に
発

生
し
、
災
害
を
も
た
ら
し
て
い

る
状
況
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
の
も

と
、
最
近
の
情
報
化
時
代
に
お

い
て
は
、
気
象
情
報
は
確
か
な

も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
七
飯

町
に
お
い
て
は
災
害
復
旧
と
と

も
に
、「
減
災
」
に
力
点
を
置
い

た
災
害
・
防
災
対
策
を
望
む
も

の
で
あ
る
。

以
上
が
、
今
ま
で
当
委
員
会

が
調
査
し
た
事
項
で
あ
り
、
七

飯
町
で
も
自
然
災
害
に
よ
る
被

害
が
た
び
た
び
発
生
し
て
い
る

こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、今
後
は
、

懸
案
と
な
っ
て
い
る
軍
川
・
藤

城
川
の
通
常
砂
防
事
業
の
推

進
、
湯
出
川
の
国
道
５
号
・
Ｊ

Ｒ
函
館
本
線
の
横
断
管
の
改
良

に
向
け
て
の
要
望
活
動
や
災
害

が
発
生
し
た
時
の
調
査
活
動
を

続
け
る
こ
と
と
し
て
、
中
間
報

告
と
す
る
。

平
成
24
年
度 

決
算
審
査
特
別
委
員
会
報
告
書

委
員
長　

上　

野　

武　

彦

（
要
旨
掲
載
）

審

査

の

結

果

審

査

の

結

果

一　

般　

会　

計

費
で
鳴
川
高
台
団
地
建
替
工
事

の
完
了
、
教
育
費
で
藤
城
小
学

校
改
築
事
業
費
の
減
少
な
ど
に

よ
り
前
年
度
と
比
較
し
て
２
億

415
万
５
千
円
（
２
．０
％
）
の
減

少
と
な
っ
て
い
る
。

以
上
、本
会
計
に
つ
い
て
は
、

単
年
度
収
支
額
は
赤
字
で
あ
る

が
、
実
質
収
支
額
が
黒
字
で
あ

り
、
概
ね
予
算
に
沿
っ
て
事
務

事
業
が
執
行
さ
れ
た
と
認
め
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
賛
成
多
数
で

認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

な
お
、
積
極
的
な
特
定
財
源

の
確
保
、
収
納
対
策
の
強
化
に

よ
る
未
収
額
の
圧
縮
を
図
り
、

施
策
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

優
先
度
を
は
じ
め
必
要
性
、
妥

当
性
等
の
精
査
や
財
源
の
計
画

的
な
配
分
を
図
る
と
と
も
に
、

事
務
事
業
の
見
直
し
に
よ
る
効

率
化
な
ど
を
よ
り
一
層
望
む
も

の
で
あ
る
。

な
お
、
反
対
者
か
ら
少
数
意

見
の
留
保
が
あ
っ
た
。

本
会
計
の
実
質
収
支
額
は
、

５
千
708
万
２
千
円
の
黒
字
で
あ

り
、
実
質
収
支
額
か
ら
前
年
度

の
実
質
収
支
額
を
差
し
引
い
た

単
年
度
収
支
額
も
１
億
980
万
３

千
円
の
黒
字
と
な
っ
て
い
る
。

歳
入
は
、
前
年
度
と
比
較
し

て
３
億
６
千
330
万
１
千
円

（
10
．７
％
）の
増
加
と
な
っ
て

お
り
、
国
民
健
康
保
険
税
は
減

少
し
て
い
る
が
、国
庫
支
出
金
、

療
養
給
付
費
交
付
金
、
前
期
高

齢
者
交
付
金
、道
支
出
金
、共
同

事
業
交
付
金
な
ど
が
増
加
し
て

い
る
。

歳
入
の
う
ち
、
国
民
健
康
保

険
税
は
、
前
年
度
と
比
較
し
て

一
世
帯
あ
た
り
の
税
額
が
４
千

178
円
、
被
保
険
者
一
人
あ
た
り

の
税
額
が
１
千
500
円
減
少
し

た
こ
と
か
ら
、
現
年
課
税
分
の

調
定
額
は
１
千
534
万
２
千
円

（
２
．１
％
）
減
少
し
て
い
る
。

ま
た
、
滞
納
繰
越
分
の
調
定

額
も
前
年
度
と
比
較
し
て
４
千

179
万
２
千
円
（
15
．０
％
）
減
少

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
民
健

康
保
険
税
全
体
の
調
定
額
は
前

年
度
と
比
較
し
て
５
千
713
万
４

千
円（
５
．６
％
）減
少
し
て
い
る
。

収
入
額
も
前
年
度
と
比
較
し

て
２
千
52
万
２
千
円（
２
．７
％
）

減
少
し
て
い
る
が
、
滞
納
者
へ

の
納
税
相
談
や
差
押
え
な
ど

の
収
納
強
化
に
よ
り
、
収
納
率

は
78
．６
％
で
前
年
度
と
比
較

し
て
２
．３
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て

い
る
。

ま
た
、
不
納
欠
損
額
は
２
千

191
万
２
千
円
で
前
年
度
と
比
較

し
て
142
万
１
千
円
（
６
．９
％
）

の
増
加
、
収
入
未
済
額
は
２
億

133
万
５
千
円
で
前
年
度
と
比
較

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計



本
会
計
の
実
質
収
支
額
は
５

千
139
万
２
千
円
の
黒
字
で
あ

り
、
実
質
収
支
額
か
ら
前
年
度

の
実
質
収
支
額
を
差
し
引
い
た

単
年
度
収
支
額
も
４
千
299
万
円

の
黒
字
と
な
っ
て
い
る
が
、
介

護
保
険
料
の
不
納
欠
損
額
が
292

万
６
千
円
、
収
入
未
済
額
が
１

千
68
万
７
千
円
と
前
年
度
と
比

較
し
て
い
ず
れ
も
増
加
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
収
納
対
策
の

強
化
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

歳
入
は
、
繰
入
金
及
び
繰
越

金
な
ど
は
減
少
し
て
い
る
も
の

の
、保
険
料
、国
庫
支
出
金
及
び

道
支
出
金
な
ど
が
増
加
し
た
こ

と
に
よ
り
、
前
年
度
と
比
較
し

て
７
千
150
万
６
千
円
（
３
．７

％
）
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。

歳
出
は
、
総
務
費
及
び
諸
支

出
金
な
ど
が
減
少
し
て
い
る
も

の
の
、
保
険
給
付
費
及
び
地
域

支
援
事
業
費
が
増
加
し
た
こ
と

に
よ
り
、
前
年
度
と
比
較
し
て

２
千
851
万
６
千
円
（
１
．５
％
）

の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。

次
に
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

勘
定
に
つ
い
て
は
、
歳
入
歳
出

同
額
の
１
千
217
万
５
千
円
と

な
っ
て
い
る
。

歳
入
は
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
計
画
費
収
入
で
あ
り
、
歳
出

は
、
全
額
が
保
険
事
業
勘
定
に

て
運
営
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
よ
り
一
層
収
納
対
策
に
努

め
る
べ
き
で
あ
る
。

歳
入
は
、
分
担
金
及
び
負
担

金
、
町
債
な
ど
が
減
少
し
て
い

る
も
の
の
、
使
用
料
及
び
手
数

料
、
国
庫
支
出
金
、
繰
入
金
な

ど
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
り
、

前
年
度
と
比
較
し
て
５
千
430
万

円
（
５
．８
％
）
の
増
加
と
な
っ

て
い
る
。

歳
出
は
、
公
共
下
水
道
事
業

費
、
公
債
費
が
増
加
し
た
こ
と

に
よ
り
、
前
年
度
と
比
較
し
て

５
千
212
万
２
千
円
（
５
．３
％
）

の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。

以
上
、本
会
計
は
、実
質
収
支

額
が
黒
字
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

適
正
に
歳
入
が
確
保
さ
れ
、
歳

出
も
適
正
に
執
行
さ
れ
て
い
る

も
の
と
判
断
し
、
全
員
一
致
で

認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

本
会
計
の
実
質
収
支
額
は
501

万
８
千
円
の
黒
字
で
あ
る
が
、

実
質
収
支
額
か
ら
前
年
度
の
実

質
収
支
額
を
差
し
引
い
た
単
年

度
収
支
額
は
８
万
９
千
円
の
赤

字
と
な
っ
て
い
る
。

歳
入
は
、
平
成
24
年
度
も
土

地
売
払
収
入
が
な
く
、
繰
越
金

が
前
年
度
と
比
較
し
て
４
万
６

千
円
（
０
．９
％
）
の
増
加
で
あ

り
、歳
出
も
、前
年
度
と
比
較
し

て
13
万
５
千
円
（
125
．０
％
）
の

増
加
と
な
っ
て
い
る
。

以
上
、本
会
計
は
、未
売
却
地

の
早
期
処
分
が
望
ま
れ
る
が
、

実
質
収
支
額
が
黒
字
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
適
正
に
歳
入
が
確
保

さ
れ
、
歳
出
も
適
正
に
執
行
さ

れ
て
い
る
も
の
と
判
断
し
、
全

員
一
致
で
認
定
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
た
。

営
業
収
益
３
億
９
千
374
万
７

千
円
と
営
業
外
収
益
１
千
675
万

３
千
円
の
合
計
額
４
億
１
千
50

万
円
か
ら
、
営
業
費
用
３
億
１

千
961
万
円
と
営
業
外
費
用
６
千

120
万
２
千
円
を
合
計
し
た
３
億

８
千
81
万
２
千
円
を
差
し
引
い

た
経
常
利
益
は
２
千
968
万
８
千

円
で
あ
る
。

経
常
利
益
か
ら
、
水
道
料
金

の
不
納
欠
損
処
分
と
過
年
度
還

付
で
あ
る
特
別
損
失
547
万
３
千

円
を
差
し
引
い
た
当
年
度
純
利

益
は
２
千
421
万
５
千
円
で
あ
る
。

平
成
25
万
年
３
月
31
日
現
在

の
水
道
料
金
の
未
収
金
は
、
平

成
24
年
度
分
で
４
千
590
万
３
千

円
、
平
成
23
年
度
以
前
の
滞
納

繰
越
分
で
２
千
471
万
７
千
円
、

合
わ
せ
て
７
千
62
万
円
で
あ

り
、
前
年
度
に
比
べ
て
542
万
３

千
円
減
少
し
て
い
る
。ま
た
、平

成
24
年
度
分
の
未
収
金
４
千
590

七飯町 議会だより

し
て
３
千
803
万
３
千
円（
15
．９

％
）の
減
少
で
あ
る
が
、ま
だ
ま

だ
多
額
な
状
況
で
あ
る
。

歳
出
は
、前
年
度
と
比
較
し
て

２
億
５
千
349
万
８
千
円
（
７
．４

％
）増
加
し
て
お
り
、諸
支
出
金

は
減
少
し
て
い
る
が
、
保
険
給

付
費
、後
期
高
齢
者
支
援
金
等
、

共
同
事
業
拠
出
金
が
増
加
し
て

い
る
ほ
か
、
平
成
23
年
度
決
算

の
赤
字
に
対
す
る
前
年
度
繰
上

充
用
金
５
千
272
万
１
千
円
が
皆

増
し
て
い
る
。

歳
出
の
う
ち
、
保
険
給
付
費

は
25
億
５
千
895
万
３
千
円
と

な
っ
て
お
り
、
前
年
度
と
比
較

し
て
１
億
５
千
927
万
９
千
円

（
６
．６
％
）の
増
加
と
な
っ
て
い

る
。療

養
諸
費
１
人
当
り
費
用
額

は
36
万
７
千
円
と
な
っ
て
お

り
、
前
年
度
と
比
較
し
て
２
万

円
（
５
．８
％
）
の
増
加
と
な
っ

て
い
る
。

以
上
、本
会
計
は
、実
質
収
支

額
が
黒
字
で
あ
り
、
適
正
に
歳

入
が
確
保
さ
れ
、
歳
出
に
つ
い

て
も
適
正
に
執
行
さ
れ
て
い
る

と
判
断
し
、
全
員
一
致
で
認
定

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

な
お
、
平
成
24
年
度
は
黒
字

で
あ
っ
た
が
、
平
成
23
年
度
が

赤
字
だ
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
る

と
、
一
時
的
な
流
行
病
な
ど
に

よ
り
保
険
給
付
費
が
増
嵩
し
た

場
合
の
財
政
運
営
は
非
常
に
厳

し
さ
を
増
す
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。国

民
健
康
保
険
は
、
加
入
者

が
納
付
す
る
国
民
健
康
保
険
税

を
財
源
と
し
て
運
営
さ
れ
る
の

が
基
本
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
本
会
計
の
健
全
な
運
営
及

び
加
入
者
負
担
の
公
平
性
を
期

す
る
う
え
か
ら
厳
し
い
収
納
対

策
が
必
要
で
あ
る
。

本
会
計
の
実
質
収
支
額
は
728

万
３
千
円
の
黒
字
で
あ
る
が
、

そ
の
額
は
出
納
閉
鎖
期
間
の
４

月
１
日
か
ら
５
月
31
日
ま
で
に

納
付
さ
れ
た
保
険
料
で
、
平
成

25
年
度
に
お
い
て
北
海
道
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
納
付

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

保
険
料
に
つ
い
て
は
、
収
入

未
済
額
が
379
万
３
千
円
と
な
っ

て
お
り
、
前
年
度
と
比
較
し
て

減
少
し
て
い
る
が
、
不
納
欠
損

額
は
94
万
９
千
円
と
前
年
度
と

比
較
し
て
90
万
６
千
円
増
加
し

て
い
る
こ
と
か
ら
収
納
対
策
の

強
化
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

以
上
、本
会
計
は
、実
質
収
支

額
が
黒
字
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

適
正
に
歳
入
が
確
保
さ
れ
、
歳

出
も
適
正
に
執
行
さ
れ
て
い
る

も
の
と
判
断
し
、
全
員
一
致
で

認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

繰
出
し
さ
れ
て
い
る
。

以
上
、本
会
計
は
、実
質
収
支

額
が
黒
字
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

適
正
に
歳
入
が
確
保
さ
れ
、
歳

出
も
適
正
に
執
行
さ
れ
て
い
る

も
の
と
判
断
し
、
全
員
一
致
で

認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

本
会
計
の
実
質
収
支
額
は
375

万
５
千
円
の
黒
字
で
あ
り
、
実

質
収
支
額
か
ら
前
年
度
の
実
質

収
支
額
を
差
し
引
い
た
単
年
度

収
支
額
も
217
万
８
千
円
の
黒
字

と
な
っ
て
い
る
。

平
成
24
年
度
末
の
公
共
下
水

道
、
特
環
下
水
道
を
合
わ
せ
た

排
水
区
域
面
積
は
699
ha
で
前
年

度
よ
り
２
ha
増
加
し
、
下
水
管

布
設
延
長
も
143
ha
で
前
年
度
よ

り
18
ha
増
加
し
て
い
る
。

ま
た
、
年
間
有
収
水
量
は
282

万
617
㎥
で
前
年
度
よ
り
３
万
767

㎥
増
加
し
て
お
り
、
料
金
収
入

も
３
億
４
千
980
万
円
で
前
年
度

よ
り
442
万
２
千
円
（
１
．３
％
）

増
加
し
て
い
る
。

受
益
者
分
担
金
及
び
下
水
道

使
用
料
の
収
入
未
済
額
は
１
千

721
万
１
千
円
で
、
前
年
度
と
比

較
し
て
145
万
３
千
円
（
７
．８

％
）減
少
し
て
い
る
が
、下
水
道

事
業
は
主
に
受
益
者
分
担
金
、

下
水
道
使
用
料
並
び
に
一
般
会

計
か
ら
の
繰
入
金
を
財
源
と
し
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後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

介
護
保
険
特
別
会
計

土
地
造
成
事
業
特
別
会
計

水
道
事
業
会
計

下
水
道
事
業
特
別
会
計
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万
３
千
円
に
は
、
平
成
25
年
４

月
に
徴
収
す
る
３
月
分
の
水
道

料
金
３
千
33
万
４
千
円
（
前
年

同
期
41
万
７
千
円
減
）
が
含
ま

れ
て
い
る
。

本
会
計
は
、
企
業
努
力
に
よ

り
利
益
を
生
じ
て
い
る
も
の

の
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

受
け
て
い
る
住
民
の
公
平
性
を

堅
持
す
る
た
め
に
も
未
収
金
の

圧
縮
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
未
納
額
が

膨
ら
ま
な
い
う
ち
に
早
め
の
徴

収
を
行
う
こ
と
と
悪
質
な
滞
納

者
に
対
し
て
は
、
給
水
停
止
処

分
な
ど
厳
し
く
対
処
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

平
成
24
年
度
の
建
設
改
良
費

は
、
鳴
川
地
区
配
水
管
新
設
工

事
、
藤
城
第
１
配
水
池
送
水
ポ

ン
プ
新
設
工
事
、
大
川
地
区
な

ど
５
地
区
の
老
朽
管
布
設
替
工

事
、
鳴
川
第
１
水
源
ポ
ン
プ
制

御
設
備
機
能
増
設
工
事
な
ど
の

工
事
費
の
ほ
か
、
取
替
用
量
水

器
購
入
費
等
で
１
億
１
千
529
万

６
千
円
が
支
出
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
企
業
債
償
還
金
は
９

千
950
万
１
千
円
で
前
年
度
に
比

べ
１
千
518
万
２
千
円（
18
．０
％
）

の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。

以
上
、本
会
計
に
つ
い
て
は
、

適
正
な
予
算
執
行
が
行
わ
れ
て

い
る
と
判
断
さ
れ
、ま
た
、水
道

事
業
の
施
設
整
備
及
び
適
切
な

維
持
管
理
を
行
い
、
充
実
し
た

安
全
な
水
の
供
給
を
図
り
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
健
全
な
企

業
会
計
の
運
営
が
図
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
全
員
一
致
で
認

定
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

な
お
、
当
年
度
純
利
益
は
２

千
421
万
５
千
円
生
じ
て
い
る

が
、
一
般
会
計
か
ら
の
補
助
金

１
千
664
万
７
千
円
を
除
く
と
756

万
８
千
円
の
当
年
度
純
利
益
で

あ
る
。

前
述
の
と
お
り
、
企
業
債
償

還
金
が
前
年
度
と
比
較
し
て

18
．０
％
増
加
す
る
な
ど
、今
後

も
藤
城
簡
易
水
道
拡
張
事
業
に

伴
う
企
業
債
元
金
及
び
利
子
の

償
還
が
続
く
こ
と
か
ら
、
中
長

期
的
な
経
営
計
画
の
も
と
、
慎

重
な
水
道
事
業
会
計
の
運
営
を

望
む
も
の
で
あ
る
。

一
般
会
計
並
び
に
各
特
別
会

計
、
水
道
事
業
会
計
の
出
納
状

況
を
次
の
と
お
り
検
査
し
た
。

平
成
25
年
５
月
分
を

６
月
21
日
、
25
日
、
26
日

平
成
25
年
６
月
分
を

７
月
29
日
、
30
日
、
31
日

平
成
25
年
７
月
分
を

８
月
27
日
、28
日
、29
日
、30
日

◇
検
査
結
果

特
に
指
摘
す
べ
き
事
項
な
し
。

◇
監
査
委
員

永
　
田
　
英
　
利

林
　
　
　
秀
　
樹

43

2,216,000

平成２４年度決算の状況 （単位：円）

決算額
会計名

水 道 事 業

一 般 会 計
国 民 健 康 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
介 護 保 険
下 水 道 事 業
土 地 造 成 事 業

収益的収支
資本的収支

歳入総額

10,019,076,215
3,743,732,132
369,489,053
2,026,676,973
1,043,264,387
5,260,864

429,759,449
64,679,000

特
別
会
計

歳出総額 歳入歳出
差  引  額

繰越明許費
繰　越　額

9,914,705,699
3,686,649,921
362,206,153
1,975,285,398
1,039,509,117

242,720
400,029,824
214,797,525

104,370,516
57,082,211
7,282,900
51,391,575
3,755,270
5,018,144
29,729,625

△ 150,118,525

102,154,516
57,082,211
7,282,900
51,391,575
3,755,270
5,018,144
29,729,625

実質収支額

監監 

査査 

報報 

告告

監 

査 

報 

告

例  

月  

出  

納  

検  

査

平成25年　定例会・臨時会出席状況一覧表

第3回定例会

第2回臨時会 7月25日

9月10日

9月11日

9月12日

9月30日

開  会  日

※判定　○＝出席、×＝欠席、△＝遅参・早退・中座、公＝公務、忌＝忌引

小

松

義

光

神

﨑

和

枝

牧　

野　

喜
代
志

坂

田

邦

彦

木　

下　
　
　

敏

佐

野

史

人

林　
　
　

秀　

樹

青

山

金

助

坂　

本　
　
　

繁

上

野

武

彦

中

島

勝

也

平

松

俊

一

長
谷
川　

生　

人

中

川

友

規

日
下
部　

雅　

一

畑

中

静

一

横

田

有

一

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

道
路
の
ト
ラ
フ
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
蓋
上
を
走
行
中
、
鋼
製
蓋
に

差
し
掛
か
っ
た
際
に
、
鋼
製
蓋

が
跳
ね
上
が
り
、
ト
ラ
ッ
ク
の

燃
料
タ
ン
ク
に
衝
突
し
、
燃
料

タ
ン
ク
を
破
損
し
た
こ
と
に
よ

る
損
害
賠
償
。

◆
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

（
平
成
25
年
度
七
飯
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
））

物
損
事
故
に
よ
り
、
被
害
者

車
輌
に
損
害
を
与
え
た
こ
と
に

よ
る
賠
償
金
と
し
て
、歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
61
万
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
92
億

２
千
169
万
７
千
円
と
し
た
。

◆
平
成
25
年
度
七
飯
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

大
中
山
駅
公
衆
ト
イ
レ
改
築

負
担
金
等
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
１
億
１
千
903
万
６
千
円
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

を
93
億
４
千
73
万
３
千
円
と
し

た
。

◆
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

（
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ

と
に
つ
い
て
）

ト
ラ
ッ
ク
が
町
道
緑
町
３
号

線
で
対
向
車
を
避
け
る
た
め
、

そ　

の　

他

補 

正 

予 

算

７
月
２５
日

第
２
回


